
備 考

　先端材料工学専攻 （22）

　電気電子工学専攻 （22）

　情報通信システム工学専攻 （22）

　応用化学専攻 （32）

　未来ロボティクス専攻 （32）

　生命科学専攻 （22）

　知能メディア工学専攻 （22）

編入学
定　員

　　年　月
第　年次

新
設
学
部
等
の
概
要

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

創造工学研究科
[Graduate School of Creative
Engineering]

32

先進工学研究科

（平成31年４月届出）

（平成31年４月届出）

　機械サイエンス専攻（廃止） （△80）

　電気電子情報工学専攻（廃止） （△70）

　生命環境科学専攻（廃止） （△80）

　建築都市環境学専攻（廃止） （△80）

　デザイン科学専攻（廃止） （△40）

　未来ロボティクス専攻（廃止）

所　在　地
収容
定員

修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

2

人年次
人

令和２年４月
第1年次

千葉県習志野市津田沼
２丁目１７番１号

152

（平成31年４月届出）

※令和２年４月学生募集停止

（平成31年４月届出）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾁﾊﾞｺｳｷﾞｮｳﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

研究科の設置

千葉工業大学大学院(The Graduate School of Chiba Institute of Technology)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　千葉工業大学

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

創造工学研究科は、学部教育で培われた専門基礎能力をさらに向上させる教育・研
究を実施し、高度な創造工学の知識・技術を駆使し、不定解な課題においてもその
解決法を導きながら自ら企画・提案する能力を備えた上で、高度専門技術者として
守るべき倫理及び負うべき社会的責任を理解して、世界文化に技術で貢献し得る人
材を養成することを目的とする。

大 学 の 目 的
千葉工業大学大学院は、学部の教育の基礎の上に、工学における理論及び応用を教
授・研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与することを目的とする。

基 本 計 画
事 項

フ リ ガ ナ ﾁﾊﾞｺｳｷﾞｮｳﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

記 入 欄

千葉県習志野市津田沼２丁目１７番１号

計

（平成31年４月届出）

（平成31年４月届出）

工学研究科

（平成31年４月届出）

同 一 設 置 者 内 に お け る 変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ， 名 称 の 変 更 等 ）

工学研究科

（△30）

　機械工学専攻 （22）

　機械電子創成工学専攻

　建築学専攻
[Master's Program in Architecture]

　都市環境工学専攻
[Master's Program in Civil and
Environmental Engineering]

　デザイン科学専攻
[Master's Program in Design]

2 22 - 44

修士
（工学）

【Master of
Engineering

】

令和２年４月
第1年次

2 22 - 44

修士
（工学）

【Master of
Engineering

】

令和２年４月
第1年次

（平成31年４月届出）

（平成31年４月届出）

76 -

64-

修士
（工学）

【Master of
Engineering

】

（32）

【基礎となる学部】
創造工学部
　建築学科
　都市環境工学科
　デザイン科学科
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創造工学研究科　デザイン科学専攻 30単位

教育
課程

16科目

新設学部等の名称
講義 実験・実習

2科目 1科目

演習 計
卒業要件単位数

開設する授業科目の総数

19科目

人 人

（ 6 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 12 ）（ 0 ） （ 4 ）

0 5

創造工学研究科　建築学専攻 17科目 4科目 2科目 23科目 30単位

創造工学研究科　都市環境工学専攻 14科目 1科目 1科目 16科目 30単位

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

人 人 人 人 人

工学研究科　機械工学専攻（博士前期課程）
6 6 0 0 12 0 7

工学研究科　先端材料工学専攻（博士前期課程）
9 2 0 0 11

平成31年４月設置届出

（ 6 ） （ 6 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 12 ）（ 0 ） （ 7 ）

工学研究科　機械電子創成工学専攻（博士前期課程）
6 6 0 0 12 0 4

平成31年４月設置届出

（ 6 ）

平成31年４月設置届出

（ 9 ） （ 2 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 11 ）（ 0 ） （ 5 ）

工学研究科　電気電子工学専攻（博士前期課程）
10 3 0 0 13 0 4

平成31年４月設置届出

（ 10 ）（ 3 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 13 ）（ 0 ） （ 4 ）

工学研究科　情報通信システム工学専攻（博士前期課程）
6 2 0 0 8 0 5

平成31年４月設置届出

（ 6 ） （ 2 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 8 ） （ 0 ） （ 5 ）

工学研究科　応用化学専攻（博士前期課程）
9 3 0 0 12 0 6

平成31年４月設置届出

（ 9 ） （ 3 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 12 ）（ 0 ） （ 6 ）

創造工学研究科　建築学専攻（修士課程）
10 3 0 1 14 0 3

平成31年４月設置届出

（ 10 ）（ 3 ） （ 0 ） （ 1 ）（ 14 ）（ 0 ） （ 3 ）

創造工学研究科　都市環境工学専攻（修士課程）
6 3 0 0 9 0 5

平成31年４月設置届出

（ 6 ） （ 3 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 9 ） （ 0 ） （ 5 ）

創造工学研究科　デザイン科学専攻（修士課程）
9 3 0 1 13 0 9

平成31年４月設置届出

（ 9 ） （ 3 ） （ 0 ） （ 1 ）（ 13 ）（ 0 ） （ 9 ）

先進工学研究科　未来ロボティクス専攻（修士課程）
8 3 0 0 11 0 4

平成31年４月設置届出

（ 8 ） （ 3 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 11 ）（ 0 ） （ 4 ）

先進工学研究科　生命科学専攻（修士課程）
8 2 0 0 10 0 9

平成31年４月設置届出

（ 8 ） （ 2 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 10 ）（ 0 ） （ 9 ）

先進工学研究科　知能メディア工学専攻（修士課程）
7 3 0 0 10 0 5

平成31年４月設置届出

（ 7 ） （ 3 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 10 ）（ 0 ） （ 5 ）

既

設

分

工学研究科　工学専攻（博士後期課程）
88 26 0 0 114 0 0

（ 88 ）（ 26 ）（ 0 ） （ 0 ）（ 114 ）（ 0 ） （ 0 ）

情報科学研究科　情報科学専攻（博士前期課程）

情報科学研究科　情報科学専攻（博士後期課程）
17 4 0 0 21 0 0

（ 17 ）（ 4 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 21 ）（ 0 ） （ 0 ）

計
94 39 0 2 135 0 66

（ 94 ）（ 39 ）（ 0 ） （ 2 ）（ 135 ）（ 0 ） （ 66 ）

0 00 23

（ 20 ）（ 3 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 23 ）（ 0 ） （ 0 ）

17 8 0 0 25 0 3

（ 17 ）（ 8 ） （ 0 ） （ 0 ）（ 25 ）（ 0 ） （ 3 ）

87 0 4 348 0 72

（ 257 ）（ 87 ）（ 0 ） （ 4 ）（ 348 ）（ 0 ） （ 0 ）

社会システム科学研究科　マネジメント専攻（博士前期課程）
21 7 0 2 30 0 3

（ 21 ）（ 7 ） （ 0 ） （ 2 ）（ 30 ）（ 0 ） （ 3 ）

社会システム科学研究科　マネジメント専攻（博士後期課程）
20 3 0

計
163 48 0 2 213 0 6

（ 163 ）（ 48 ）（ 0 ） （ 2 ）（ 213 ）（ 0 ） （ 6 ）

合　　　　計
257
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大学全体

大学全体

第５年次 第６年次

－　千円

第３年次

経費の見
積り

－　千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

手数料収入、資産運用収入等により維持する。

－　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

職　　　種

事 務 職 員

専　　用

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

新設学部等の名称

合 計

共　　用

電子ジャーナル

（5,789〔5,726〕）

9,724〔7,565〕

（9,724〔7,565〕）

第２年次

体育館
武道館･武道場･屋内練習場･
野球場,ﾃ ﾆ ｽ ｺ ｰ ﾄ (各2つ)

面積

第３年次

機械・器具視聴覚資料

（補助職員　0 人）

標本

室

141,277.96 ㎡

専　　用

83 室

共用する他の
学校等の専用

0㎡

253,310.00 ㎡

計

（35）

小 計

そ の 他 77,627.40 ㎡

0㎡0㎡

0㎡

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

0㎡

共用する他の
学校等の専用

77,627.40 ㎡

（補助職員　0 人）

141,277.96 ㎡

4 室

（　　　　　0㎡）

157,062.46 ㎡

区　　　分

410,372.46 ㎡

運 動 場 用 地

34

計

人人

(71)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（6）

6

(129)

(10) （24）

（0）

24

（0）

0

29

(200)

専　　任 兼　　任

人

（34）

0

（0）

35

（29）

168

（168）

269

（269）

0

10

129

第４年次

962

点

（9,724〔7,565〕）
計

487,999.86 ㎡

開設前年度 第１年次

3,657.47 ㎡

区　分

図書

実験実習室

創造工学研究科　デザイン科学専攻

新設学部等の名称

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

5,789〔5,726〕

0 室

0

312 室

0㎡

〔うち外国書〕

室　　　数

共　　用

点

校　　　舎

学術雑誌

点

5,789〔5,726〕

253,310.00 ㎡

101

（101）

（141,277.96 ㎡）

487,999.86 ㎡

157,062.46 ㎡

計

計

（　　　　　0㎡）

0㎡ 0㎡

0㎡

0㎡

0㎡

890千円

第２年次

－　千円

第４年次 第５年次

(3,457)

冊 種

講義室

0㎡

（141,277.96 ㎡）

（262,987〔31,805〕）

262,987〔31,805〕

語学学習施設

13

情報処理学習施設

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

1,090千円

第１年次 第６年次

図書館

106 室

演習室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

323,375

創造工学研究科

262,987〔31,805〕

面積

4,707 ㎡

陸上競技,ﾗｸﾞﾋﾞｰ,ｻｯｶｰ場･ﾌｯﾄｻ
ﾙ,ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ,ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｺｰﾄ

体育館以外のスポーツ施設の概要

9,724〔7,565〕

（262,987〔31,805〕）

410,372.46 ㎡

3,457

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

0

(0）

0

（5,789〔5,726〕） (0)

9 室

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

(3,457) (0)

03,457

(0）

創造工学研究科　建築学専攻

創造工学研究科　都市環境工学専攻

14 室

71 200

1,800 1,800

23,200 23,200

22,900 22,900 22,900

70,300 70,300 70,300

研究科単位で算出
不能なため、学部
との合計

図書費には電子
ジャーナル・デー
タベースの整備費
（運用コスト含
む）を含む。

第１年次の学生納
付金には入学金
250千円を含む。
ただし、本学卒業
生は免除。

研究科単位での特
定不能なため、大
学全体の数
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※平成28年４月学生募集停止

（機械サイエンス学科）

※平成28年４月学生募集停止

（電気電子情報工学科）

※平成28年４月学生募集停止

（生命環境科学科）

※平成28年４月学生募集停止

（建築都市環境学科）

※平成28年４月学生募集停止

（デザイン科学科）

※平成28年４月学生募集停止

（未来ロボティクス学科）

　生命環境科学科 4 - - -

修業
年限

　機械サイエンス学科

所　在　地

大 学 の 名 称

　機械電子創成工学科 4 110 -

　建築都市環境学科 4 - - - 学士（工学） -

学士（工学） -

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

年 人

千葉工業大学

工学部

　電気電子情報工学科 4 - - - 学士（工学） - 平成15年度

第1・2年次　新習志野校舎
千葉県習志野市芝園2丁目1番1
号

第3・4年次　津田沼校舎
千葉県習志野市津田沼2丁目17
番1号平成15年度

1.17

4

収容
定員

人 倍年次
人

- - - 学士（工学） - 平成15年度

　電気電子工学科

平成15年度

　デザイン科学科 4 - - - 学士（工学） - 平成15年度

　機械工学科 4 140 - 560 学士（工学） 1.12 平成28年度

　情報工学科 4 140 - 560 学士（情報科学） 1.14 平成13年度

　情報ネットワーク学科 4 140 - 560 学士（情報科学） 1.16 平成13年度

　未来ロボティクス学科 4 - - - 学士（工学） - 平成18年度

情報科学部 1.15

　プロジェクトマネジメント学科 4 110 - 440 学士（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 1.14 平成13年度

　金融・経営リスク科学科 4 60 - 240 学士（リスク科学） 1.23 平成21年度

社会システム科学部 1.16

　経営情報科学科 4 110 - 440 学士（経営情報科学） 1.14 平成13年度

　電気電子情報工学専攻　博士前期課程 2 70 - 140 修士（工学） 0.75 平成16年度

　生命環境科学専攻　博士前期課程 2 80 - 160 修士（工学） 0.63 平成16年度

工学研究科 0.67

　機械サイエンス専攻　博士前期課程 2 80 - 160 修士（工学） 0.87 平成16年度

　未来ロボティクス専攻　修士課程 2 30 - 60 修士（工学） 1.28 平成16年度

　工学専攻　博士後期課程 3 24 - 72 博士（工学） 0.26 平成16年度

　建築都市環境学専攻　博士前期課程 2 80 - 160 修士（工学） 0.46 平成16年度

　デザイン科学専攻　博士前期課程 2 40 - 80 修士（工学） 0.51 平成16年度

　情報科学専攻　博士後期課程 3 4 - 12 博士（工学） 0.08 平成16年度

社会システム科学研究科 0.36

情報科学研究科 0.35

　情報科学専攻　博士前期課程 2 70 - 140 修士（工学） 0.37 平成16年度

　マネジメント工学専攻　博士前期課程 2 40 - 140 修士（工学） 0.26 平成16年度

　マネジメント工学専攻　博士後期課程 3 2 - 6 博士（工学） 1.66 平成16年度

既
設
大
学
等
の
状
況

平成28年度

1.15

1.16

1.19

1.15

1.12

1.22

1.17

1.16

　応用化学科 4 110 - 440 学士（工学）

440

480

先進工学部

　未来ロボティクス学科

　生命科学科

　知能メディア工学科

1.15

4 平成28年度

平成28年度

創造工学部

学士（工学）

110

-

-

-

480

440

120

4 110

4 440

4

4

110

120

学士（工学）

学士（工学）

学士（工学）

1.15 平成28年度

　情報通信システム工学科 4

平成28年度

-

-

-

560

440 学士（工学） 1.17 平成28年度

　先端材料工学科 4 110 - 440 学士（工学） 1.19 平成28年度

110 - 440 学士（工学） 1.23 平成28年度

4

平成28年度

140

4 140 - 560

平成28年度

平成28年度

学士（工学）

学士（工学）

学士（工学）

　建築学科

　都市環境工学科

　デザイン科学科
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名称：千葉工業大学附属研究所

設置年月：平成27年4月

規模等：250.52 ㎡

規模等：1,016.86 ㎡

名称：千葉工業大学惑星探査研究センター

目的：宇宙及び惑星に関する先進的な研究を行い、本学、産業界及び社会の発展と充実に
貢献することを目的とする。

所在地：千葉県習志野市津田沼2丁目17番1号

設置年月：平成21年4月

規模等：1,572.08 ㎡

名称：千葉工業大学人工知能・ソフトウェア技術研究センター

目的：ステアラボは、人工知能及びソフトウェア技術に関する先進的な研究を行い、本
学、産業界及び社会の発展と充実に貢献することを目的とする。

所在地：千葉県習志野市津田沼2丁目17番1号

目的：知識の総合化・融合化を図るとともに、研究倫理を確立し、以って基盤的研究と時
代に先駆する課題の学理とその応用に関する研究の推進を通し、学術文化の発展・充実に
寄与することを目的とする。

所在地：千葉県習志野市津田沼2丁目17番1号

設置年月：平成16年4月

規模等：1,619.93 ㎡

名称：千葉工業大学未来ロボット技術研究センター

名称：千葉工業大学国際金融研究センター

目的：国際金融研は、金融に関する先進的な研究を行い、本学、産業界及び社会の発展と
充実に貢献することを目的とする。

所在地：千葉県習志野市津田沼2丁目17番1号

設置年月：平成28年4月

規模等：249.57 ㎡

目的：ロボットに関する先進的な研究を行い、本学、産業界及び社会の発展と充実に貢献
することを目的とする。

所在地：千葉県習志野市津田沼2丁目17番1号

設置年月：平成15年4月

名称：千葉工業大学次世代海洋資源研究センター

目的：海洋資源研は、海洋資源に関する先進的な研究を行い、本学、産業界及び社会の発
展と充実に貢献することを目的とする。

所在地：千葉県習志野市津田沼2丁目17番1号

設置年月：平成29年4月

規模等：555.33 ㎡

附属施設の概要
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 10 3 1 オムニバス

－ 6 10 3 1 兼3

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 2 オムニバス

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 2 オムニバス

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

－ 28 10 2

1前・1後 5 ○ 3

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1～2通 4 ○ 10 3 1

－ 4 11 10 3 1

1～2通 6 ○ 10 3 1

－ 6 10 3 1

－ 10 45 10 3 1 兼3

（創造工学研究科　建築学専攻）

配当年次

①必修科目10単位以上，選択科目20単位以上を修得し，
30単位以上修得すること。

②修士論文又は特定課題の研究成果の審査と試験に合格すること。

工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

小計（1科目）

学位又は称号 修士（工学）

合計（23科目）

総
合
科
目

１学期の授業期間

授業期間等

－

１学年の学期区分

１時限の授業時間

別記様式第２号（その２の１）

専
門
コ
ア
科
目

基
礎
科
目

授業形態

－

技術者・研究者倫理特論

小計（3科目）

単位数 専任教員等の配置

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

論文作成・プレゼンテーション技法特論

建築保存改修設計特論

建築デザイン特論

建築学講究

小計（14科目）

アドバンスドプロジェクト

光・視環境計画特論

建築環境デザイン特論

2学期

15週

90分

－

－

学位又は学科の分野

小計（5科目）

授業科目の名称 備考

建築設計法規特論

建築設計インターンシップ

実
践
科
目

建築計画特論

地盤防災工学特論

建築材料特論

建築地震応答評価特論

鉄筋コンクリート構造特論

建築各種構造特論

環境設備実践計画特論

建築設備設計特論

建築音響設計特論

建築プログラム特論

建築構造設計演習

建築意匠設計演習

建築設備設計演習

-1-



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼2

1前 2 ○ 兼1

－ 8 兼5

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

大気環境学特論 1後 2 ○ 1

環境流体工学特論 1前 2 ○ 1

水工学特論 1前 2 ○ 1

応用力学特論 1前 2 ○ 1

コンクリート工学特論 1前 2 ○ 1

地盤工学特論 1後 2 ○ 1

－ 20 6 3

1通 4 ○ 6 3

－ 4 6 3

1～2通 6 ○ 6 3

－ 6 6 3

－ 10 28 6 3 兼5

別記様式第２号（その２の１）

専
門
コ
ア
科
目

基
礎
科
目

授業形態

－

工業数学特論

小計（4科目）

単位数 専任教員等の配置

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

物理数学特論

（創造工学研究科　都市環境工学専攻）

配当年次授業科目の名称 備考

2学期

15週

90分

工学関係

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

小計（1科目）

交通工学特論

地域計画特論

プロジェクト評価特論

授業期間等

－

－

－

学位又は学科の分野

論文作成・プレゼンテーション技法特論

都市環境工学特別演習

都市環境工学講究

都市計画特論

小計（10科目）

総
合
科
目

技術者・研究者倫理特論

①必修科目10単位以上，選択科目20単位以上を修得し，
30単位以上修得すること。

②修士論文又は特定課題の研究成果の審査と試験に合格すること。

実
践
科
目

小計（1科目）

学位又は称号 修士（工学）

合計（16科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

-2-



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 ○ 兼2

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼3　オムニバス

1前 2 ○ 兼1

－ 8 兼7

1後 2 ○ 1

デザイン解析特論 1前 2 ○ 2 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 2 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1前 2 ○ 2 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1前 2 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

製品開発プロジェクト特論 1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

－ 24 9 3 1 兼2

1前 2 ○ 9 3 1

1通 4 ○ 9 3 1

－ 6 9 3 1

1～2通 6 ○ 9 3 1

－ 6 9 3 1

－ 12 32 9 3 1 兼9

①必修科目12単位以上，選択科目18単位以上を修得し，
30単位以上修得すること。

②修士論文又は特定課題の研究成果の審査と試験に合格すること。

別記様式第２号（その２の１）

専
門
コ
ア
科
目

基
礎
科
目

授業形態

－

論文作成・プレゼンテーション技法特論

小計（4科目）

単位数 専任教員等の配置

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

技術者・研究者倫理特論

（創造工学研究科　デザイン科学専攻）

2学期

15週

90分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

プロダクトデザイン特論

イングリッシュスキルアップ

デザイン科学講究

小計（12科目）

ソーシャルデザイン特論

ブランディング・プロモーションデザイン特論

デザインカルチャー特論

小計（2科目）

ヒューマンファクターエンジニアリング特論

デザインイノベーション特論

データビジュアライゼーション特論

アドバンスドプロジェクト

情報デザイン技術特論

授業科目の名称 備考

世界の文化特論

デザイン先端技術特論

空間デザイン特論

配当年次

実
践
科
目

－

アドバンスドサーベイ

工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

小計（1科目）

学位又は称号 修士（工学）

－

－

学位又は学科の分野

合計（19科目）

授業期間等

総
合
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

技術者・研究者倫理特論

技術や研究活動（知識の生産）には様々な局面があり，倫理的問題が潜んで
いる。近年，我が国に限らず世界的にも，データ改ざんや論文取り下げ等に
関わる技術者・研究者倫理の問題が大きく取り上げられていることから，今
後は更に技術者・研究者倫理に関する模範意識を徹底する必要がある。本講
義は倫理的事例などを取り上げ，技術者倫理の必要性及びあり方を理解し，
問題解決の方法を学習する。また，研究上重要な本学の研究者倫理憲章や知
的財産権などにも触れる。これにより，大学院学生としての倫理アプローチ
の重要性を理解し，それらの活用法を身に付けることを目的とする。

論文作成・プレゼンテー
ション技法特論

本講義では，大学院生として相応しい文章表現の基本を学び，明確な文章を
作成する能力を身につけることを目指す。大学院では論文やレポートの執
筆，エントリーシートの作成といった様々な場面で文章作成の能力が必要と
なる。だが，文章によって自らの思考を伝達することに苦労した経験を持つ
人は多いだろう。本講義では，文章の構成力や論理的思考力といった，文章
作成に必要な力を向上させ，大学院での研究活動の基盤となる文章表現力を
養う。初回の授業でクラス分けのテストを行う。上級クラスでは，科学論
文・記事の読解の仕方や，説得的な書き方およびプレゼンテーションの技法
について学ぶ。初級クラス（少人数クラス）では，様々な内容の文章を作成
するための演習による実践的な訓練を通して，論理的思考力を養い，明確な
文章を作成する基本的な能力を養成する。

建築設計法規特論

建築関連法規は，将来，実社会において建築物の計画，設計，施工，工事監
理等を行うにあたって，実務上知っていなければならない最低限のルールで
ある。この授業では，理想とする建築・都市を目指すうえで今後実務で遭遇
する法律の解釈と実際の運用を，建築関連法規集を活用して理解する。
（1 石原 健也／1回）
　複合用途建築物に関連する法的課題の解説
（2 今村 創平／1回）
　建物や都市景観における，形態や意匠と法的課題の解説
（3 遠藤 政樹／1回）
　基準法の目的と構成，行政手続きに関する解説，用語の定義
（4 小峯 裕己／1回）
　空気調和設備，給排水設備，電気設備等に関する法的課題の解説
（5 佐藤 史明／1回）
　遮音，床衝撃音，建設工事騒音等，音に関わる法的課題の解説
（6 鈴木 比呂子／1回）
　基礎構造，地盤に関連する法的課題の解説
（7 中野 克彦／2回）
　構造力学，鉄筋コンクリート構造，鋼構造に関する法的課題の解説
（8 藤井 賢志／1回）
　地震荷重，および新耐震設計法に関する法的課題の解説
（9 望月 悦子／1回）
　日影規制や採光規定等に関する法的課題の解説
（10 若山 尚之／1回）
　環境設備設計に関する法的課題の解説
（11 石原 沙織／1回）
　建築構造材料，仕上げ材料に関する法的課題の解説
（12 多田 修二／1回）
　構造設計，構造計画に関する法的課題の解説
（13 藤木 竜也／1回）
　歴史的建造物の保存改修に関する法的課題の解説
（14 田島 則行／1回）
　リノベーション，コンバージョンに関する法的課題の解説

オムニバス方式

基
礎
科
目

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（創造工学研究科　建築学専攻）

科目
区分

-1-



建築保存改修設計特論

本科目では，歴史的建造物の保存改修を行う上で前提となる既存建物の特質
をいかに捉えるか，その見方を教授する。演習課題として，履修学生が自ら
明治～昭和までの建築物1つを選択し，それを文化財調査所見の内容・形式
に倣って，実地視察，歴史，外観意匠・構造・外部仕上げ，平面構成・内部
意匠，同年代・同用途の類例との比較分析，自らの専攻分野からの考察の6
つの視点からレポートを作成し，これを科目担当者の添削を重ねることで，
建築を見る素養，日本語で論述する文章表現を養い，ひいては論理的な思考
を培う。

建築デザイン特論

意匠・計画系分野の学生が，将来にわたるデザイン行為の礎を築くことがで
きる講義内容である。住宅をはじめとする様々な建築のビルディングタイプ
の設計の方法と実践についての知識を把握できる。各週ごとに個別のテーマ
を設ける。それしたがって，設計業務状況の中でいかにデザインの対象を広
げていくことを中心に講義をする。設定されるテーマは，建築マネジメン
ト，近代・歴史，技術・構法，集合知，幾何学，建築の社会性，組織論など
である。建築インターンシップ科目と連動した講義である。

建築計画特論

本科目では，空間をいかに設計するのかという視点から，建築計画への理解
を深めることを目的とする。① 計画から設計案へという流れを理解し，具
体的な事例から計画の手法を読み解く。② 近代以降の建築理論と建築空間
の関連を論じ（アルド・ロッシ『都市の建築』，コーリン・ロウ『コラー
ジュ・シティ』他），昨今のプログラムを重視する設計手法を検証する。③
近代における計画の概念の展開を建築と都市それぞれで論じ（マンフレッ
ド・タフーリ『球と迷宮』他），その限界，乗り越えについて検証する。④
集合住宅計画の，日本における展開，外国（特にドイツ，ソ連）における近
代初期の試み，現在の世界各地の事例などを論じる。

建築プログラム特論

建築設計においては，空間をいかに設計するのかと同等にどのようなプログ
ラム（用途）に即した建築かが問われる。特に様々なビルディングタイプの
複合化が進む現代においては，プログラム自体のデザインが建築計画・設計
以上に重要なプロジェクトも増えている。本科目はそうした流れの解説から
始め，プログラムデザインの実際へのの理解を深めることを目的とする。

建築音響設計特論

音響的快適さを必然的あるいは積極的に目指す空間，不快さや喧騒性の低減
を目指す空間，そして音響的に安全な空間，建築空間に求められる音響的性
能は様々であり，建築音響設計が空間の快適性のみならず安全性にも大いに
関わることを理解し，建築空間が有すべき各種音響性能について，設計法な
らびにその考え方，施工管理時の注意事項，建物完成後の性能検証法につい
て，建築設計者ならびに建築技術者として実務に携わる上で必要な知識を修
得する。

建築設備設計特論

空気調和設備・給排水設備の機械換気設備とこれに関連する電気設備に関す
る重要な事項が，企画・基本設計段階で決定されること，基本設計の段階で
建築計画・構造計画との摺合せが必要不可欠であること，実施設計の段階で
は定量的な最終確認と調整が必要なことなど，建築設備全般の計画・設計の
概要を修得させる。

光・視環境計画特論

人間の視覚・非視覚特性に配慮した照明計画（ヒューマンセントリックライ
ティング）が求められるようになってきている。目の順応や明るさ感，色の
見えなどの人間の視覚メカニズムの解明も進んできており，その正しい理解
が必要である。本科目では，人間の視覚特性に関する最新の研究調査報告に
ついてその内容を理解・習得し，建築用途，空間の利用目的に応じて求めら
れる視覚的・非視覚的照明要件を実現するための照明計画について，演習課
題を通して考える。

建築環境デザイン特論

持続可能な建築物の計画を進めるに当たり，建築物室内環境水準の適度な維
持，向上を図りつつ，省エネルギー，省資源，リサイクルを実現できる，建
築物の基本計画・基本設計における要素技術，建築物の性能評価方法に関す
る理解が深まると共に，これからの社会が要求する建築設計・設備設計の在
り方を習得する。
（4 小峯 裕己／7回）
  環境対応型建築の実例を教材として活用し，建築計画を行う際に必要とな
る環境負荷低減の基本的な考え方を学ぶと共に，それらに採用された負荷低
減のための要素技術について学ぶ。
（10 若山 尚之／8回）
　建築デザイン環境に関して，実例を元に設計における方針論に触れる。

オムニバス方式

環境設備実践計画特論

建築計画のうち環境設備計画は理論に裏打ちされた設計を行い，それを実際
の建物として適正，適切に稼働させる必要がある。そこで，学部までに習得
した基礎学習をベースとして設計における理論構築を行うトレーニングを図
り，その上で実際の建物で運用することに繋げる素養を身につけることを目
指す。そのため，講義に加えて実践的な演習を積極的に導入していく。
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建築各種構造特論

主として鋼構造築物（S造），鉄筋コンクリート構造物（RC造），木質構造
物（W造）および混合構造物について，耐震設計法の流れを理解し，架構の
構造理論と部材・接合部の力学的特性の理論を習得する。
（7 中野 克彦／7回）
　RC造とS造，RC造と木造の混合・合成構造物物について，部材・接合部の
ディテールおよび力学的特性の理論を習得する。
（8 藤井 賢志／8回）
　鋼構造梁・柱ならびにRC造梁・柱を対象として断面の塑性解析理論を習得
する。次いで，骨組の塑性崩壊荷重の解析理論と手計算による計算法を習得
する。

オムニバス方式

鉄筋コンクリート構造特論

鉄筋コンクリート構造の耐震設計法について，理論解析手法および実験式に
よって詳細に解明する。鉄筋コンクリート造の耐震設計法は，技術の進歩と
ともに耐震性能を新しい工業技術および実験データの集積によって，保証で
きるとする提案が数多くなされている。講義では，最新情報の習得が必要と
なるため，文献調査，演習課題，建築現場の見学などを交えて，多面的に学
習する。

建築地震応答評価特論

本授業では，鉄筋コンクリート造建築物を主対象として，実務のコンピュー
ターでの地震応答評価で用いられている骨組の静的漸増載荷解析ならびに時
刻歴応答解析に関する知識，ならびに等価線形化法などの地震応答評価に関
する知識を取得する。

建築材料特論

本科目では，環境に配慮した長寿命建築を目指すために必要となる知識の習
得を目指す。具体的には建築構造材料（鉄筋コンクリート，鉄骨，木材）に
見られる劣化のメカニズムと耐久性の考え方，建築産業の環境負荷と建築物
の環境影響評価，特殊緑化（屋上緑化や壁面緑化）の効果と注意点，建築仕
上材料の改修の考え方等にについて学ぶ。

地盤防災工学特論

本科目では，地盤でおきる災害のメカニズムおよびその対策工法に対する知
識，ならびに，地震時の構造物の被害に影響を及ぼす地盤の振動に関する知
識を取得する。地盤の災害のメカニズムと対策工法では，主に地滑り，圧密
沈下，液状化を扱い，過去の災害の事例を紹介するとともに，安全性の評
価，対策工法の設計手法について，演習を交えて解説を行う。地盤の振動で
は，近年の地震で観測されている地震波，表層地盤の応答特性によって生じ
た建物被害の事例等の紹介を行い，フーリエ変換，応答スペクトルの考え方
を解説する。また，等価線形解析（SHAKE）を用いた，地盤応答の推定する
演習を行う。

建築設計インターンシップ

この科目は，学生が所属する専門分野に直接関連した企業等による実務訓練
を通して，学部ならびに大学院においてこれまで習得した知識を，より有機
的に理解することを目的とする。 そして，おもに以下の事項に関わる実務
訓練を実施する。①将来の建築士としての社会的役割意義についての深い理
解と，将来を見すえた社会観の育成　②実際の建築設計業務に携わることに
よる高度な実践的設計業務について理解　③実際の工事監理に携わることに
よる今まで座学から修得してきた知識の有効性の理解，さらに，インターン
シップ１から２，２から３へと，より高度な知識・技術を身につけること
で，より有機的，実践的な実務を理解する。 インターンシップ１では，将
来の実務を行うにあたっての基礎的な知識と技術について主に学ぶ。

建築意匠設計演習

建築設計をその実務に関わる視点から学ぶ。建築企画から事業計画，設計監
理へと繋がる実務の内容を把握すると同時に，実際の実務を想定した設計演
習を行うことで，設計の実力を向上させる。特に，事業企画や管理なども含
めた設計の実務につながる知識と技術を習得することで，設計者の立場や役
割を理解する。

建築設備設計演習

空気調和設備と給排水設備の実務設計を行う上で，建築設備に関連する各種
参考書記載の数表から必要とする情報を読み取ることができること，これら
数表を用いた実施設計の各種計算が出来ること，計算結果に基づくシステム
の選定，機器の容量・サイズを決定できることなど，建築設備の実施設計に
関する基礎知識を習得する。

建築構造設計演習

建築の構造設計を行うには，意匠計画に応じた構造計画を立案し，構造材料
や構造システムに対する理解が必要である。また構造部材の断面を決定する
際には接合部の検討が重要であり，基本的な知識や標準ディテールに関する
知識の取得は大切である。本科目では，木造や鉄骨造の基本，応用ディテー
ルを演習によって理解を深め習得を図る。

アドバンスドプロジェクト

大学院修士課程における総合的な学習科目として，特定の研究課題に対する
研究プロセス・作業フロー・作業分担を企画し，実行する研究マネジメント
手法，課題の細分化・課題解決手法及び成果のまとめ・発表の手法などを修
得する。
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建築学講究

大学院修士課程における総合的な学習科目として，特定の研究課題に対する研
究プロセス・作業フロー・作業分担を企画し，実行する研究マネジメント手
法，課題の細分化・課題解決手法及び成果のまとめ・発表の手法などを修得す
る
（1 石原 健也）
 行動観察調査手法を用いて空間とプログラム・アクティビティーの関係に対
する研究指導を行う。
 （2 今村 創平）
 ある具体的な都市の状況を観察させ、それを記録し、分析し、それを記述
（表記する）方法を開発させ、プレゼンテーションとしてまとめ、発表をさせ
るよう研究指導を行う。
（3 遠藤 政樹）
 「デザインの鍵」（池辺陽著）にあるデザインスゴロクを用いて，デザイン
対象を拡大していく研究指導を行う。
（4 小峯 裕己）
 実験室実験，実態調査，プログラムソフトを用いたシミュレーション等の手
法を用いて，室内温熱･空気環境や建築設備の課題に対する研究指導を行う。
（5 佐藤 史明）
 実験，調査，解析等の手法を用い建築音響設計の課題に対する研究指導を行
う。
（6 鈴木 比呂子）
 実験，解析を用いて，建築を支持する基礎構造，地盤の安全性の課題に対す
る研究指導を行う。
（7 中野 克彦）
 構造実験，有限要素法解析等の手法を用いて，コンクリート系構造物の耐震
性，施工性の課題に対する研究指導を行う。
（8 藤井 賢志）
 数値解析ならびに構造模型の振動実験等に基づき，建築物の耐震性能に関わ
る課題（耐震設計法の開発，建築物の耐震性能評価等）に対する研究指導を行
う。
（9 望月 悦子）
 被験者実験・実測調査による建築光環境の心理・生理影響，エネルギー消費
実態の検証に対する研究指導を行う。
（  若山 尚之）（11 石原 沙織）
 建築物の耐久性を確保するために必要な建築仕上材料に関する研究指導を行
う。
（12 多田 修二）
 実建物の調査や簡易な実験を行い、対象とする構造モデルと解析モデルとの
比較検証を行い力学特性の把握に関する研究指導を行う。
（13 藤木 竜也）
 文献や文書等の歴史資料の解読や歴史的建造物の実測調査を通じて建築史の
課題に対する研究指導を行う。
 (14 田島 則行）
 フィールドワークや実地調査の手法を用いて建築の設計やリノベーション、
そして都市再生の課題に対する研究指導を行う。

総
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

工業数学特論

関数の級数展開法は科学や工学の多くの分野で用いられる基本的な解析方法であ
る。級数展開の多くは，現実的には完全に知ることの出来ない関数の近似としての
役割をもつが，しばしば有限な収束半径の壁に阻まれて，目的とする領域までその
近似級数を使うことが出来ない場合が多い。パデ近似と呼ばれる，有限級数を有理
型関数として表示する方法は，このような場合でもしばしば，収束半径を越えて，
目的関数を良く近似出来ることが知られており，応用面で極めて有用な近似法の一
つであり，物理工学の分野，特に制御工学などで重要な役割を担っている。
本講義では，テイラー 級数の復習から始め，具体的な事例を多く扱うことに留意
しながら，基本的なパデ近似法の様々な側面に関する解説と演習を行う。有限次テ
イラー級数やパデの有理関数のグラフを描画出来るソフトウェアインストール済み
の電子機器（スマートフォン，ipad,ipad miniなど）があると大変に都合が良い。

物理数学特論

本講義では，大学院修士課程のレベルで必要な物理現象を記述する数式の概念を理解
することを目的とし，基本的な微分方程式が解け，その意味を理解する。また，電場，磁場
を記述するのに必要なガウスの定理，ストークスの定理の意味を理解するために，その基
礎である偏微分とベクトル解析を学ぶ。さらに，波の解析に必要なフーリエ級数展開および
フーリエ変換に代表されるフーリエ解析とその意味を理解する。

論文作成・プレゼンテー
ション技法特論

本講義では，大学院生として相応しい文章表現の基本を学び，明確な文章を作成す
る能力を身につけることを目指す。大学院では論文やレポートの執筆，エントリー
シートの作成といった様々な場面で文章作成の能力が必要となる。だが，文章に
よって自らの思考を伝達することに苦労した経験を持つ人は多いだろう。本講義で
は，文章の構成力や論理的思考力といった，文章作成に必要な力を向上させ，大学
院での研究活動の基盤となる文章表現力を養う。初回の授業でクラス分けのテスト
を行う。上級クラスでは，科学論文・記事の読解の仕方や，説得的な書き方および
プレゼンテーションの技法について学ぶ。初級クラス（少人数クラス）では，様々
な内容の文章を作成するための演習による実践的な訓練を通して，論理的思考力を
養い，明確な文章を作成する基本的な能力を養成する。

技術者・研究者倫理特論

技術や研究活動（知識の生産）には様々な局面があり，倫理的問題が潜んでいる。
近年，我が国に限らず世界的にも，データ改ざんや論文取り下げ等に関わる技術
者・研究者倫理の問題が大きく取り上げられていることから，今後は更に技術者・
研究者倫理に関する模範意識を徹底する必要がある。本講義は倫理的事例などを取
り上げ，技術者倫理の必要性及びあり方を理解し，問題解決の方法を学習する。ま
た，研究上重要な本学の研究者倫理憲章や知的財産権などにも触れる。これによ
り，大学院学生としての倫理アプローチの重要性を理解し，それらの活用法を身に
付けることを目的とする。

交通工学特論

交通流の特性の理解に基づいて，交通の需給と交通渋滞との関係を修得する。
さらに，交通の需給関係を新しい均衡に導くための交通制御，交通規制，道路
構造，交通需要管理，ITS技術の機能を修得する。また，交通安全対策におけ
る事故要因の特定の重要性と方法，生活道路等における交通安全対策における
住民参加の重要性を理解したうえで，住民参加を促進する手法・技術，安全対
策の効果評価の方法を修得する。大規模な都市災害時における交通管理上の課
題を把握した上で，非常時にも機能するロバストな交通容量回復策および交通
需要抑制策を修得する。

地域計画特論

地域計画学に関する論点整理，市民協働によるまちづくりプロジェクトの解説
を通じて地域計画学の基礎を修得する。さらに地域計画に関するいくつかの
テーマをトピックスとした発表・討論を通じて，地域計画学の論点を深める方
法を修得する。論点として，まちづくりの定義と各種手法・協働の概念・地方
創生・中心商店街活性化・遊休公共施設活用・CCRC（Continuing Care
Retirement Community：生涯活躍社会）・コミュニティ論・住民合意形成等を
取り上げる。

プロジェクト評価特論

交通プロジェクト，都市開発プロジェクトなどを対象とし，真に必要なプロ
ジェクトの選択，優先順位の検討に際して用いられる各種評価手法についての
概説・演習を通じて，各手法の理論的背景を理解するとともに実践的な分析能
力を修得する。評価手法としては，消費者余剰法に基づく費用便益分析，多基
準分析，産業連関分析，マクロ計量経済モデル，応用一般均衡（CGE）モデ
ル，空間的応用一般均衡（SCGE）モデル，応用都市経済モデル，CVM（仮想的
市場評価法）を取り上げる。
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別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（創造工学研究科　都市環境工学専攻）
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都市計画特論

都市計画に関する経済的・社会的背景を理解し，先進的事例と最新の研究動向
をふまえて，定量的指標に基づいて多角的な視点から市街地の課題を解消する
方向に導き，良好な環境を涵養するために必要な総合的な思考力を修得する。
関連学会の最先端の研究報告のレビューなどを通じて都市計画分野の研究者と
して必要な基礎的な知識を体得するとともに，ケーススタディなどにおいて地
理情報システムなどの有益なツールを積極的に活用し，高度な内容に踏み込む
ための能力を培う。

大気環境学特論

地上や構造物周りの気候や熱環境について，地表面付近におけるエネルギー収
支と水・物質収支に基づいて理解し，種々の土地被覆（裸地・植生地・市街地
等）の地表面，種々のスケールの土地被覆が混在した地表面，構造物周りの
熱・水・物質に関する物理環境を適切に分析する能力を修得する。具体的に
は，オーク「境界層の気候（邦訳）」を教科書として，大気境界層内諸気候の
物理学的基礎（エネルギー・カスケード，状態量とフラックスの関係），植生
のない場合とある場合の地表面の気候，地勢が均一でない場合の気候について
主に取り扱う。

環境流体工学特論

流体力学の基礎知識を復習するとともに，演習を通して地球環境に関わる流体
物理現象を表現する理論を理解し，数値シミュレーションによって予測する手
法を修得する。流体モデルの基礎方程式であるNavier–Stokes方程式や熱・物
質保存則の導出過程，乱流・熱フラックスの算出過程，乱流エネルギースペク
トルの普遍的な統計理論について講義し，主として大気流体を対象とした実現
象の数値解析的な表現手法を取り上げる。

水工学特論

水処理プロセスにおける水や汚染物質の挙動把握は，水処理施設の設計，各処
理段階における処理効率化を行う際に重要となる。また，自然環境中の水域に
おけるそれらの挙動把握は汚染物質による生態リスク評価や水利用に伴うヒト
健康リスク評価の際に必要不可欠であり，コンサルタント，行政をはじめとす
る多くの場面でニーズが高まっている。そこで，本講義では流体に関する基本
的現象である拡散・移流現象をはじめ，都市工学分野で用いるさまざまな基礎
的なシミュレーションモデルをエクセルを利用して作成し，モデルのコンセプ
ト及びその特性を修得する。さらに，応用編として産業総合研究所が開発した
シミュレーションモデルを利用し，国内の河川や湖沼における汚染物質濃度予
測モデルを演習する。以上からモデルのプログラム内容，物理的現象を示す理
論を理解し，自らモデルを作成する基礎的能力を修得する。

応用力学特論

本授業は，固体ならびに流体の学問体系における数理ならびにその理論をベク
トル解析と連続体力学の観点から統一的に講義し，工学者がより幅広い視点か
ら物理現象を見渡せる能力を養うことを目指す。具体的な主要な目標は，現象
を記述する上で必要となる微分形式での釣り合い式と保存式を記述できるこ
と。弾性体ならびに流体に適用される非線形も含む各種の構成則を説明できる
こと。さらに，支配方程式を数値的に解く手法に関する基本的なスキームを理
解することである。

コンクリート工学特論

コンクリート構造物の施工性に関係するフレッシュコンクリートの特性を理解
し，フレッシュコンクリートの性状やコンクリート施工の課題・演習を通じ
て，自ら高耐久なコンクリート構造物を造るための能力を修得する。普通コン
クリートと特殊コンクリート（高流動コンクリートなど）の性状や使用目的，
施工方法の違いなどについて取り上げる。また，普通コンクリートの圧送や打
込み・締固め時などコンクリート施工中に生じる不具合の種類や発生原因，対
処方法などについても取り上げる。

地盤工学特論

地盤工学における挙動解析は土・水連成問題となり，連続体力学の定式化とさ
れる。この中では基礎となるモールの応力円，ひずみ円の定義を説明し，これ
に代わるテンソル表記で記述すれば2次元だけでなく，多次元に拡張できる概
念を修得する。さらに，地盤挙動を微分方程式で記述したつり合い式を解くこ
とにより，圧密問題や浸透問題が導かれることを理解し，有限要素法など離散
化することによって挙動予測が行えることを修得する。

都市環境工学特別演習

研究テーマに関連する国内外の研究論文の購読，内容に関する教員とのディス
カッション，学会発表論文の執筆等を通じ，論文の構成方法，研究の背景・目
的，既往研究のレビューと研究の位置付け，手法，実験・分析内容，実験・分
析結果についての考察，結論等のまとめ方，文献引用の方法等の研究論文作成
方法を修得する。研究室単位で，受講学生と指導教員とのディスカッションな
らびに受講学生の主体的な取り組みやプレゼンテーションを中心に展開する。

実
践
科
目

専
門
コ
ア
科
目
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都市環境工学講究

大学院修士課程における総合的な学習科目として，特定の研究課題に対する研究プ
ロセス・作業フロー・作業分担を企画し，実行する研究マネジメント手法，課題の細分
化・課題解決手法及び成果のまとめ・発表の手法などを修得する。

（1　赤羽 弘和）
交通渋滞の巨視的な解析手法ならびに同手法を前提とした交通の需給管理手法の効
果評価手法を課題として研究指導を行う。
（2　内海 秀幸）
多孔質内部における物質移動現象に関する解析手法ならびに実験的評価手法を課
題として研究指導を行う。
（3　鎌田 元弘）
都市部・農村部における地域課題の解決と地域活性化の諸課題について，主にス
テークホルダーによるパートナーシップ形成の立場から研究指導を行う。
（4　佐藤 徹治）
交通施設整備や都市・地域施策の評価手法の開発および実際の都市・地域を対象と
する実証分析を課題とし，研究指導を行う。
（5　寺木 彰浩）
都市計画に関する制度を踏まえて，市街地の現況を把握して課題や資源などを抽出
し，住環境などを向上させるための計画提案に結びつけていくことなどを研究課題と
し，研究指導を行う。
（6　松島 大）
乾燥地や農地における広域土壌水分分布とそれに伴う土壌飛散の推定を研究課題と
し大量データ解析や種々の実験手法に関する研究指導を行う。
（7　小田 僚子）
都市大気環境問題の予測・解決に向けた観測的および数値解析的手法による環境診
断を課題とし，研究指導を行う。
（8　亀田 豊）
水圏における汚染物質の挙動把握手法の開発及びその結果を利用したを生態リスク
評価あるいはヒト健康リスク評価課題とし，研究指導を行う。
（9　橋本 紳一郎）
コンクリートのフレッシュ性状の改善や特殊コンクリートの施工特性，コンクリート構造物
の耐久性の改善を課題とし，研究指導を行う。

総
合
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

論文作成・プレゼンテー
ション技法特論

本講義では，大学院生として相応しい文章表現の基本を学び，明確な
文章を作成する能力を身につけることを目指す。大学院では論文やレ
ポートの執筆，エントリーシートの作成といった様々な場面で文章作
成の能力が必要となる。だが，文章によって自らの思考を伝達するこ
とに苦労した経験を持つ人は多いだろう。本講義では，文章の構成力
や論理的思考力といった，文章作成に必要な力を向上させ，大学院で
の研究活動の基盤となる文章表現力を養う。初回の授業でクラス分け
のテストを行う。上級クラスでは，科学論文・記事の読解の仕方や，
説得的な書き方およびプレゼンテーションの技法について学ぶ。初級
クラス（少人数クラス）では，様々な内容の文章を作成するための演
習による実践的な訓練を通して，論理的思考力を養い，明確な文章を
作成する基本的な能力を養成する。

技術者・研究者倫理特論

技術や研究活動（知識の生産）には様々な局面があり，倫理的問題が
潜んでいる。近年，我が国に限らず世界的にも，データ改ざんや論文
取り下げ等に関わる技術者・研究者倫理の問題が大きく取り上げられ
ていることから，今後は更に技術者・研究者倫理に関する模範意識を
徹底する必要がある。本講義は倫理的事例などを取り上げ，技術者倫
理の必要性及びあり方を理解し，問題解決の方法を学習する。また，
研究上重要な本学の研究者倫理憲章や知的財産権などにも触れる。こ
れにより，大学院学生としての倫理アプローチの重要性を理解し，そ
れらの活用法を身に付けることを目的とする。

世界の文化特論

本講義では，主要先進国の習慣，文化，および代表的な産業，企業内
容をいくつか取り上げ，その理解を深める。グローバル化が加速する
現代社会において，自らの研究を国際舞台で発表するためのコミュニ
ケーションスキルを獲得することが重要である一方，そのコミュニ
ケーションスキルを生かすための文化的背景や基礎的知識の獲得も同
様に必要不可欠である。人はいわゆる社会的動物であり，それぞれの
集団によって独自の思考，習慣や文化を作り上げているので，グロー
バル社会において，その国特有の文化を研究することは，異文化コ
ミュニケーションをする上でとても重要なことである。将来世界で活
躍する技術者となるために，異文化への理解を深め，より広い視点で
物事を多角的かつ客観的に見る，いわゆる複眼的思考を養成すること
を目的とする。
（オムニバス形式：全15回）
（16　山内　政樹／5回）
奴隷制，カースト制，フェミニズム，インセスト・タブー，贈与論な
ど文化的背景から社会・経済の仕組みを多角的に分析し，現在の社
会・経済システムとの比較検討を行う。
（17　須藤　勲／5回）
ヨーロッパの歴史や文化について，主にドイツ語圏の事例を参照しな
がら見ていくことで，文化の多様性について学び，今後の世界と日本
のあり方について考える。
（18　木島　愛／5回）
ヨーロッパ，主にフランスの時事問題を扱い，フランスと日本それぞ
れに見られる特有の思考，習慣や文化を比較検討し，広い視点で物事
を多角的かつ客観的に捉えるための複眼的思考を養う。

オムニバス方式

イングリッシュスキルアップ

本講義では学術的な論文や発表のための効果的な英語表現だけでな
く，文章の構成と展開について学ぶ。伝える内容をどのようにして洗
練された形式へとまとめ上げてゆくか，さまざまなテーマを扱った論
文を具体例として取り上げ，それらを分析的に読んでゆくことで必要
な英語力と文章構成力を養ってゆく。また「方法」「仮定」「推論」
などのテーマにもとづいた英語演習問題を行い，それらを添削するこ
とで実際に英語論文や原稿を書くときの表現力を上げることを目指
す。

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（創造工学研究科　デザイン科学専攻）

科目
区分

基
礎
科
目
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デザイン先端技術特論

デザインは対象領域とその関わり方が年々拡大すると供に，経済・エ
ンジニアリングなど周辺領域の知見の必要性が増している。これらの
領域の先端的な技術動向について，分野ごとに実務実績を有する特別
講師による専門的且つ実践的な解説を行い，時代に即したデザイン知
識を修得する。
講師を選定し教育目標に合わせたテーマを定め，管理を行う。

デザイン解析特論

デザイン科学における応用を目的として,調査や実験などによって収集
されたデータの統計処理や多変量解析などに関する手法について学び,
実践的な適用方法を修得する。
（オムニバス形式：全15回）
（3　佐藤 弘喜／3回）
 実際のデザイン業務やデザイン研究における解析手法の適用事例を示
す
（8　引原 有輝／6回）
 統計手法の基礎知識とその応用，疫学データを用いた統計解析の実践
（11　金田 晃一／6回）
 データの種類，データの取得とグラフ化，基礎統計量の抽出，統計手
法の基礎，波形データ処理，データマイニング

オムニバス方式

空間デザイン特論

内部・外部を含めた空間デザイン全般に関する手法や知識について，
実例や調査を通して実践的に修得する。
（オムニバス形式：全15回）
（6　橋本 都子／10回）
 人体寸法に関わる個人空間や住空間，不特定多数を対象とした公共空
間や屋外空間，さらに街路空間や都市空間を対象として，空間デザイ
ンに関わる理論と実践について学び，広い視点から実例を通した理解
を深めて，デザインの手法や知識について実践的に学ぶ。
（12　倉斗 綾子／5回）
 空間が担う機能（プログラム）を整理・理解し，機能とその空間に生
まれる場面（シーン）を創造する為の知識を習得する。また，従来の
機能を組み合わせたり，再構成する方法から生まれる新たな機能空間
の可能性を探る。

オムニバス方式

プロダクトデザイン特論

今日のプロダクトデザインに求められる社会的,技術的な要件を幅広い
視点から理解し,実際のデザインに反映させるための高度な知識と応用
力を修得する。
（オムニバス形式：全15回）
（3　佐藤 弘喜／8回）
 過去から現代に至る具体的なデザイン事例に基づき,デザインに求め
られる条件や要素の変化,今日のデザインが置かれている状況と今後の
デザインに必要とされる能力について解説する。
（9　松崎 元／7回）
 製品の機能と造形，機構や素材特性を中心に，デザインプロセスにお
ける開発手法や技術的な側面から，より実践的な知識やスキルを修得
させる。

オムニバス方式

ソーシャルデザイン特論

様々な問題をかかえる社会，地域，人々の生活をより豊かなものにす
るため，製品，サービス，コミュニティ，公共の在り方など，具体的
な課題に対し，現状の把握をすると共に実践的な解決手法およびマネ
ジメントスキルを修得する。
（オムニバス形式：全15回）
（9　松崎 元／7回）
 社会における製品やサービスのあり方を見つめ直し，これからの商品
開発とマネジメントについて深く追究し，より実践的な手法や技術を
修得させる。
（12　倉斗 綾子／8回）
 社会における公共施設・公共サービスの現状を理解し，既存の「公
共」のマネジメント及び「公共」の将来のあり方について考える。

オムニバス方式

ブランディング・プロ
モーションデザイン特論

デザインプロセスを総合的に捉え，全体の仕組みや関係性から提供す
る価値やデザインのありようを検討する。精度の高い表現・伝達手段
および効果測定についても修得する。
（オムニバス形式：全15回）
（1　赤澤 智津子／9回）
 デザイン領域を，対象の認知から購入およびその後も含めて総合的な
仕組みとしてとらえ，価値の創出に向けた方法を修得する。事例研究
を複数行う。
（10　大嶋 辰夫／6回）
 リサーチ段階での各種可視化，表現・伝達手法としての動画，グラ
フィック表現を各種アプリケーションを活用しながら制作手法を修得
する。効果測定のデータ処理等を修得する。

オムニバス方式

専
門
コ
ア
科
目
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デザインカルチャー特論

歴史，地理，思想，芸術，産業などの文化の基盤の観点から様々な事
例を読み解くことを通じて，価値観が変化していく社会におけるデザ
インの意義を考察するための本質的な知識を修得する。
（オムニバス形式：全15回）
（2　石塚 明夫／5回）
 思想並びに芸術の歴史とその時代背景，並びに現代における価値観の
変化について。
（7　八馬 智／10回）
 技術や産業の発展を地理学的視点から俯瞰的に捉えながら，景観や生
活環境に現れた地域文化を読み解き，デザインの位置付けの変遷とこ
れからのあり方を考察していく。

オムニバス方式

ヒューマンファクターエ
ンジニアリング特論

人間工学分野の応用として，モノや空間とヒトとの関係をヒトの視点
から定性的・定量的に分析する手法について修得する。
（オムニバス形式：全15回）
（4　白石 光昭／8回）
 実際の製品（または空間）を対象に，使いにくさやわかりにくさを評
価するための実験計画を立て，実際に評価する。さらに，評価結果を
利用し，複数の統計分析の方法を用いて，分析方法の違いによって生
じる結果について考察を行い，それぞれの分析方法の特徴を確認し，
実験計画・分析方法について習得する。
（11　金田 晃一／7回）
 ヒトの視点からデザインを考える上で必要なヒトの筋活動や動作，そ
の他の生理情報を取得するための計測手法について学び，取得した
データの解析を行ったのちにその応用方法について考察する。

オムニバス方式

デザインイノベーション
特論

デザインイノベーションに関する多面的な知識や技術について先端的
な事例やデザイナーによる様々なアプローチの研究を通じて実践的に
学ぶ。この授業では，デザインを取り巻く現代的なテーマに潜在する
問題や課題を，定義，理解，発見，創造というイノベーションプロセ
スにしたがって，課題解決に導くための新たなデザイン手法の提案を
目指す。自らのデザイン制作を通じて，手法の有効性，提案の有意性
とその検証を実施する。
（オムニバス形式：全15回）
（5　長尾　徹／7回）
 デザインにおけるイノベーションプロセス，課題発見から解決までの
デザイン手法について
（13　稲坂　晃義／8回）
 デザインにおけるイノベーションプロセスを応用した現代的な社会課
題に取り組むプロジェクトの実施

オムニバス方式

データビジュアライゼー
ション特論

探索的データ分析の一部であるデータビジュアライゼーションについ
て，データの取得，前処理，解析，可視化の一連のプロセスについて
実践を通じて学ぶ。多種多様でかつ空間・時間の両軸において高い分
解能を有するデータの入手が容易になったことから，それらの数理
的・統計的なアプローチによって客観的に解析し，結果を効果的に可
視化することで，デザイン行為における意思決定，合意形成をサポー
トする方法の習得を目指す。
（オムニバス形式：全15回）
（10　大嶋 辰夫／5回）
 情報技術の基本と応用
（13　稲坂 晃義／10回）
 探索的データ分析の一連のプロセス，データビジュアライゼーション
の応用課題

オムニバス方式

製品開発プロジェクト特
論

近年,成熟社会では消費対象がモノからコトへシフトしている。その結
果，製品開発は，従来の企業が企画して提案するプッシュ型の開発か
ら，顧客と共創するプル型の開発に変化しつつある。このような背景
を踏まえ，本講義では，顧客共創型製品開発の代表的なアプローチで
あるリーンアプローチによる製品開発方法を享受することを目的とす
る。

情報デザイン技術特論

情報デザイン技術に関連する知識と実践を学ぶ。情報デザインを活用
した情報の視覚化と表現手法について学び，できごとをわかりやすく
伝えることを考えていく。実践を通して視覚化の手法を修得する。

専
門
コ
ア
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アドバンスドサーベイ

デザイン科学の研究分野全般に共通する多様なリサーチ手法を実践し,
調査手法に関する知識と実施上のスキルを修得するとともに,各自の研
究課題の構築に役立てる。

アドバンスドプロジェク
ト

デザインに求められる社会的役割に関する認識，および実社会におけ
る実践的な問題解決の能力を，具体的なプロジェクトベースの課題に
取り組むことによって修得する。

デザイン科学講究

大学院修士課程における総合的な学習科目として，特定の研究課題に対す
る研究プロセス・作業フロー・作業分担を企画し，実行する研究マネジメ
ント手法，課題の細分化・課題解決手法及び成果のまとめ・発表の手法な
どを修得する。
（1　赤澤 智津子）
 デザイン領域においての問題解決，価値創出の方法修得について，具体
的事例に当たりながらデザインスキルとしての精度を高めていくことをね
らった指導を行う。
（2　石塚 明夫）
 実際の造形物に対峙しながら考察していくプロトタイピング手法を用い
て，形状並びに材料の印象評価に関わる課題に対する指導を行う。
（3　佐藤 弘喜）
 プロダクトデザインを基本として，実際のデザイン業務における実践的
能力を高めるとともに，研究的視点からデザインに関する具体的な問題に
取り組み，その要因や解決方法を検討することで今後のデザインに役立つ
新たな知見を得るよう研究指導を行う。
（4　白石 光昭）
 主にインテリアエレメント・インテリア空間・屋外空間を対象にし，人
間工学や感性工学，環境心理学等の手法を用いて人からの視点を中心にし
ながら，実物の物理的な特徴も含め，対象を現実的に評価し，そのプロセ
スのなかでモノや空間を適正に評価する考え方を習得できるよう指導を行
う。
（5　長尾 徹）
主にﾕｰｻﾞｰｴｸｽﾍﾟﾘｴﾝｽﾃﾞｻﾞｲﾝ，ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの観点から，ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾅﾙな価
値提案を実現するための実践的な方法論について研究指導を行う。
（6　橋本 都子）
 空間デザインおよび環境心理学・環境行動学的手法を用いて，現代の社
会における環境デザインの課題に対する研究指導を行う。
（7　八馬 智）
 社会学，地理学，哲学などを幅広く参照しながらデザインを社会と接続
するための手法を用いて，一次情報から地域文化や社会課題を的確に捉え
て提示する研究指導を行う。
（8　引原 有輝）
 生体情報の計測技術や統計解析手法を用いて，人の健康やライフスタイ
ルに関連する課題に対する研究指導を行う。
（9　松崎 元）
 製品開発に関わるテーマを中心とし，プロトタイピングと実験を重ね，
デザインとその効果を検証する。機能と造形，機構や素材特性について，

（10　大嶋 辰夫）
映像表現を基本として、デザイン実践のプロセスの中で活用するための実
践的な表現方法、適正な評価方法、それらの問題解決に対する研究指導を
行う。
（11　金田 晃一）
生体情報の計測および解析によって環境（ユニバーサルデザイン）やモノ
（プロダクト）の評価を行い、ヒトにとってより快適な環境づくりやモノ
づくりに関する研究指導を行う。
（12　倉斗 綾子）
①空間が担う機能（プログラム）と人々の振るまい、活動の関係性、②現
代社会に於ける「公共」とは何か、といったマクロ〜ミクロな視点から今
日の公共空間，施設建築のデザイン手法を考えるよう研究指導を行う。
（13　稲坂 晃義）
データビジュアライゼーションを中心とした探索的データ分析の手法を用
いて、社会を取り巻くデザイン全般の課題発見および解決に関する研究指
導を行う。

実
践
科
目

総
合
科
目
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平成31年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和２年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

千葉工業大学 → 千葉工業大学

　工学部　機械工学科 140 - 560 　工学部　機械工学科 140 - 560

　工学部　機械電子創成工学科 110 - 440 　工学部　機械電子創成工学科 110 - 440

　工学部　先端材料工学科 110 - 440 　工学部　先端材料工学科 110 - 440

　工学部　電気電子工学科 140 - 560 　工学部　電気電子工学科 140 - 560

　工学部　情報通信システム工学科 110 - 440 　工学部　情報通信システム工学科 110 - 440

　工学部　応用化学科 110 - 440 　工学部　応用化学科 110 - 440

　創造工学部　建築学科 140 - 560 　創造工学部　建築学科 140 - 560

　創造工学部　都市環境工学科 110 - 440 　創造工学部　都市環境工学科 110 - 440

　創造工学部　デザイン科学科 120 - 480 　創造工学部　デザイン科学科 120 - 480

　先進工学部　未来ロボティクス学科 120 - 480 　先進工学部　未来ロボティクス学科 120 - 480

　先進工学部　生命科学科 110 - 440 　先進工学部　生命科学科 110 - 440

　先進工学部　知能メディア工学科 110 - 440 　先進工学部　知能メディア工学科 110 - 440

　情報科学部　情報工学科 140 - 560 　情報科学部　情報工学科 140 - 560

　情報科学部　情報ネットワーク学科 140 - 560 　情報科学部　情報ネットワーク学科 140 - 560

　社会システム科学部　経営情報科学科 110 - 440 　社会システム科学部　経営情報科学科 110 - 440

　社会システム科学部　プロジェクトマネジメント学科 110 - 440 　社会システム科学部　プロジェクトマネジメント学科 110 - 440

　社会システム科学部　金融・経営リスク科学科 60 - 240 　社会システム科学部　金融・経営リスク科学科 60 - 240

計 1,990 - 7,960 計 1,990 - 7,960

千葉工業大学大学院 千葉工業大学大学院

　工学研究科　機械サイエンス専攻（M） 80 - 160 　工学研究科　機械工学専攻（M） 22 - 44 研究科の専攻の設置（届出）

　工学研究科　電気電子情報工学専攻（M） 70 - 140 　工学研究科　機械電子創成工学専攻（M） 32 - 64 研究科の専攻の設置（届出）

　工学研究科　生命環境科学専攻（M） 80 - 160 　工学研究科　先端材料工学専攻（M） 22 - 44 研究科の専攻の設置（届出）

　工学研究科　建築都市環境学専攻（M） 80 - 160 　工学研究科　電気電子工学専攻（M） 22 - 44 研究科の専攻の設置（届出）

　工学研究科　デザイン科学専攻（M） 40 - 80 　工学研究科　情報通信システム工学専攻（M） 22 - 44 研究科の専攻の設置（届出）

　工学研究科　未来ロボティクス専攻（M） 30 - 60 　工学研究科　応用化学専攻（M） 32 - 64 研究科の専攻の設置（届出）

　工学研究科　工学専攻（D） 24 - 72 　工学研究科　工学専攻（D） 24 - 72

　情報科学研究科　情報科学専攻（M） 70 - 140 　情報科学研究科　情報科学専攻（M） 70 - 140

　情報科学研究科　情報科学専攻（D） 4 - 12 　情報科学研究科　情報科学専攻（D） 4 - 12

　社会システム科学研究科　マネジメント工学専攻（M） 40 - 80 　社会システム科学研究科　マネジメント工学専攻（M） 40 - 80

　社会システム科学研究科　マネジメント工学専攻（D） 2 - 6 　社会システム科学研究科　マネジメント工学専攻（D） 2 - 6

　創造工学研究科　建築学専攻（M） 32 - 64 研究科の設置（届出）

　創造工学研究科　都市環境工学専攻（M） 22 - 44 研究科の設置（届出）

　創造工学研究科　デザイン科学専攻（M） 22 - 44 研究科の設置（届出）

　先進工学研究科　未来ロボティクス専攻（M） 32 - 64 研究科の設置（届出）

　先進工学研究科　生命科学専攻（M） 22 - 44 研究科の設置（届出）

　先進工学研究科　知能メディア工学専攻（M） 22 - 44 研究科の設置（届出）

計 520 - 1,070 計 444 - 918

学校法人千葉工業大学　設置認可等に関わる組織の移行表
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校地校舎等の図面
（1）都道府県内における位置関係の図面

津田沼校舎

千種校地

新習志野校舎

茜浜運動施設

芝園キャンパス

津田沼キャンパス

千種寮

新習志野校舎 

千種校地

■ 津田沼校舎

■ 新習志野校舎
茜浜運動施設 

■ 千種校地
津田沼校舎～新習志野校舎間は 
スクールバスが運行 （約１５分 3.5km）
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（2）最寄り駅からの距離や交通機関がわかる図面

■津田沼校舎

・JR総武線 津田沼駅前 (南口)
・新京成線 新津田沼駅から
徒歩３分

・京成線 京成津田沼駅から
徒歩１０分

■新習志野校舎
・JR京葉線 新習志野駅南口から

徒歩６分
・JR総武線 津田沼駅南口バスターミナルから
京成バス新習志野駅行（約１５分）で
「千葉工業大学入口」下車 徒歩３分

■津田沼校舎

■新習志野校舎

津田沼校舎～新習志野校舎間は 
スクールバスも運行
（約１５分 ３．５ｋｍ）

■茜浜運動施設

新習志野校舎～茜浜運動施設 
（約０．５ｋｍ 徒歩約５分） 
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1号館

2号館

3号館
（旧名：新学生ホール棟）

８号館別館
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admin
タイプライターテキスト
＜津田沼校舎＞
　・校地面積　：  53,961.00㎡
　・校舎面積　：  95.764.18㎡
　　

admin
タイプライターテキスト

admin
長方形

nakai
タイプライターテキスト
（３）校舎，運動場等の配置図
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DRH3DK
テキストボックス
＜新習志野校舎＞
・敷地面積　：123,574.00㎡
　内校地面積：103,101.46㎡
・校舎面積　：  45,216.31㎡
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DRH3DK
テキストボックス
＜茜浜運動施設＞
・敷地面積〔運動場用地〕：98,304.00㎡
・建物面積　：7,225.30㎡ 
　内校舎面積： 297.47㎡  
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タイプライターテキスト

admin
タイプライターテキスト
＜千種校地＞
・敷地面積　　：169,898.00㎡
　内運動場用地：155,006.00㎡
・建物面積〔校舎外〕：2,596.72㎡
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千葉工業大学大学院学則 
 

第１章 総則 

 

（根拠） 

第１条 千葉工業大学学則（以下「本学学則」という｡ ）第３条の規定により、千葉工業大学大学

院学則（以下「本学則」という｡ ）を定める。 

（目的） 

第２条 千葉工業大学大学院（以下「本大学院」という｡ ）は、学部の教育の基礎の上に、工学に

おける理論及び応用を教授・研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与することを目的とす

る。 

（自己評価等） 

第２条の２ 本大学院は、その教育・研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成す

るため、大学院における教育・研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を

公表するものとする。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は別に定める。 

（大学院の課程） 

第３条 本大学院の課程は、修士課程及び博士課程とする。 

（博士課程） 

第４条 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高

度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うこと

を目的とする。 

２ 博士課程の標準修業年限は５年とする。 

３ 博士課程は、これを前期２年及び後期３年の課程に区分し、前期２年の課程は、修士課程とし

て取り扱うものとする。 

４ 本学則において、前項の前期２年の課程は修士課程と称し、後期３年の課程は、博士後期課程

と称する。 

（修士課程） 

第５条 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに

加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。 

２ 修士課程の標準修業年限は２年とする。 

（研究科） 

第６条 本大学院に工学研究科、創造工学研究科、先進工学研究科、情報科学研究科及び社会シス

テム科学研究科を置く。 

（研究科の教育・研究上の目的） 
第７条 工学研究科は、学部教育で培われた専門基礎能力をさらに向上させる教育・研究を実施し、

修士課程においては、高度な工学の知識・技術を駆使し、工学的な観点のみならず広い視野で不

定解な課題においてもその解決法を導き、高度な専門技術者又は研究者として守るべき倫理及び

負うべき社会的責任を理解して、世界文化に技術で貢献し得る人材を養成する。また、博士後期
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課程においては、より高度な専門知識、幅広い視野及び総合的判断力を有し、かつ基礎的、先駆

的な学術研究の推進及び工学に関する多様な分野において主導的役割を果しうる研究者を養成す

ることを目的とする。 

２ 創造工学研究科は、学部教育で培われた専門基礎能力をさらに向上させる教育・研究を実施し、

高度な創造工学の知識・技術を駆使し、不定解な課題においてもその解決法を導きながら自ら企

画・提案する能力を備えた上で、高度専門技術者として守るべき倫理及び負うべき社会的責任を

理解して、世界文化に技術で貢献し得る人材を養成することを目的とする。 

３ 先進工学研究科は、学部教育で培われた専門基礎能力をさらに向上させる教育・研究を実施し、

幅広い視野と高度で先進的且つ総合的な専門知識・技術を駆使し、不定解な課題においてもその

解決法を導き、高度な専門技術者として守るべき倫理及び負うべき社会的責任を理解して、世界

文化に技術で貢献し得る人材を養成することを目的とする。 

４ 情報科学研究科は、情報科学に関する高度な知識と技術のさらなる向上及びグローバリゼーシ

ョンと情報化に対応したコミュニケーション能力の育成に関する教育・研究を実施し、修士課程

においては、情報処理分野のみならず広く産業界で活躍しうる高度専門技術者及び研究者を養成

する。また、博士後期課程においては、情報科学に関するより高度で先端的な知見と技術を有し、

かつ先駆的な学術研究の推進及び主導的役割を果しうる研究者を養成することを目的とする。 

５ 社会システム科学研究科は、企業経営から社会経済まで多様なシステムを対象とするマネジメ

ントの理工学的方法論の知識体系に関する教育・研究を実施し、修士課程においては、システム

の多様化及び複雑化に対応しうる高度なマネジメント能力を有する高度専門技術者及び研究者を

養成する。また、博士後期課程においては、マネジメントと社会システムに関するより高度な専

門的知識を有し、対象領域に新たな知識体系を創造しうる研究者を養成することを目的とする。 

（専攻） 

第８条 工学研究科、創造工学研究科、先進工学研究科、情報科学研究科及び社会システム科学研

究科に次の専攻を置く。 

    工学研究科 

機械工学専攻 

機械電子創成工学専攻 

先端材料工学専攻 

電気電子工学専攻 

情報通信システム工学専攻 

応用化学専攻 

創造工学研究科 

建築学専攻 

都市環境工学専攻 

デザイン科学専攻 

先進工学研究科 

未来ロボティクス専攻 

生命科学専攻 

知能メディア工学専攻 
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情報科学研究科 

情報科学専攻 

社会システム科学研究科 

マネジメント工学専攻  

（最長在学年限） 

第９条 本大学院における最長在学年限は次のとおりとする。 

(1) 修士課程においては４年とする。 

(2) 博士後期課程においては６年とする。 

（入学定員及び収容定員） 

第 10 条 工学研究科、創造工学研究科、先進工学研究科、情報科学研究科及び社会システム科学研

究科に置く専攻の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 教員及び運営組織 

 

（教員） 

第 11 条 本大学院の教育を担当する教員には、本学の専任教授をこれにあてる。ただし、特に必要

があると認められる場合は、准教授、助教又は非常勤教員をもってこれにあてることができる。 

２ 前項の教育を担当する教員の資格基準は、別に定める。 

（研究科長） 

第 12 条 研究科に研究科長を置く。 

２ 研究科長は、研究科に関する事項を総括する。 

３ 研究科長の選出に関する事項は別に定める。 

研究科及び専攻 
修士課程 博士後期課程 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 
工学研究科 

機械工学専攻 
機械電子創成工学専攻 
先端材料工学専攻 
電気電子工学専攻 
情報通信システム工学専攻 
応用化学専攻 
工学専攻 

 
２２ 
３２ 
２２ 
２２ 
２２ 
３２ 
 

 
４４ 
６４ 
４４ 
４４ 
４４ 
６４ 
 

 
 
 
 
 
 
 
  ２４ 

 
 
 
 
 
 
 
  ７２ 

創造工学研究科 
 建築学専攻 
 都市環境工学専攻 
 デザイン科学専攻 

 
３２ 
２２ 
２２ 

 
６４ 
４４ 
４４ 

  

先進工学研究科 
 未来ロボティクス専攻 
 生命科学専攻 
 知能メディア工学専攻 

 
３２ 
２２ 
２２ 

 
６４ 
４４ 
４４ 

  

情報科学研究科 
 情報科学専攻 

 
７０ 

 
１４０ 

 
４ 

 
１２ 

社会システム科学研究科 
 マネジメント工学専攻 

 
４０ 

 
  ８０ 

 
   ２ 

 
   ６ 

合 計 ４１４ ８２８ ３０   ９０ 
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 （研究科長会） 

第 12 条の２ 本大学院の教育・研究に関する重要事項を審議するため、本大学院に研究科長会を置

く。 

２ 研究科長会は学長が招集し、学長が次に掲げる事項について決定を行うにあたり意見を述べるも

のとする。 

 (1) 大学院の教育・研究に関する基本方針等、その運営における全学的な事項 

 (2) 大学院教授会の審議に関する基本的共通的な事項 

 (3) その他、本大学院の教育・研究の運営に必要と認められる事項 

３ 研究科長会に関する事項は、別に定める。 

（大学院教授会） 

第 13 条 本大学院の研究科に大学院教授会を置く。 

２ 大学院教授会は、大学院担当の専任教授により組織する。ただし、大学院教授会が必要あると

認めた場合には、大学院教授会に大学院担当の准教授及び助教を参加させることができる。 

３ 大学院教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うにあたり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学及び課程の修了に関する事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 本学則の改正に関する事項 

(4) 前三号に掲げるもののほか、教育・研究に関する重要な事項で、大学院教授会の意見を聴く

ことが必要なものとして学長が定めるもの 

４ 大学院教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長がつかさどる教育・研究に関

する事項について審議し、及び学長又は研究科長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

５ 大学院教授会の運営に関する事項は、別に定める。 

第３章 学年、学期及び休業日 

 

（学年、学期及び休業日） 

第 14 条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わる。ただし、第 2 項第 2 号に規定する秋

学期に入学する者の学年は９月 18 日に始まり、翌年９月 17 日に終わる。 

２ 学年を次の２学期に分ける。 

 (1) 春学期 ４月１日から９月 17日まで 

 (2) 秋学期 ９月 18 日から翌年３月 31 日まで 

３ 休業日は、本学学則の規定を準用する。 

 

第４章 入学 

 

（入学時期） 

第 15 条 入学の時期は、各学期の始めとする。 

 （入学資格） 

第 16 条 本大学院の修士課程に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とす

る。 
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(1) 大学を卒業した者 

(2) 学校教育法第 104 条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

(3) 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における 16年の課程を修了した者 

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課

程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

 (6) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了

した者 

 (7) 文部科学大臣の指定した者 

 (8) 大学に３年以上在学し、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと本大学院において

認めた者 

(9) 学校教育法第 102 条第２項の規定により他の大学院に入学した者であって、当該者をその後

に入学させる本大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認め

たもの 

 (10) 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、22歳に達したもの 

２ 本大学院の博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とす

る。 

(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者 

(2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

 (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門

職学位に相当する学位を授与された者 

(4) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修

士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

(5) 文部科学大臣の指定した者 

(6) 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力が

あると認めた者で、24 歳に達したもの 

（入学志願及び選考） 

第 17 条 本大学院に入学を志願する者は、入学願書と別に定める入学検定料及び所定の書類を添え

て、期日までに願い出るものとする。 

２ 入学者の選考については、別に定める。 

（入学手続き及び入学許可） 

第 18 条 入学手続き及び入学許可については、本学学則の規定を準用する。 

（保証人） 

第 19 条 保証人については、本学学則の規定を準用する。 
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（変更届） 

第 20 条 変更届については、本学学則の規定を準用する。 

（再入学） 

第 21 条 本大学院を退学した者又は除籍された者が再入学を志願したときは、事情を考慮した上、

学長は入学を許可することができる。ただし、懲戒による退学者及び第4 2条第１項第２号及び第

４号の規定により除籍された者の再入学は許可しないものとする。 

２ 再入学に関する規則は、別に定める。 

 

第５章 教育方法及び単位の授与 

 

（教育方法） 

第 22 条 本大学院の教育方法は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究

指導」という｡ ）によって行うものとする。 

（教育方法の特例） 

第 22 条の２ 研究科において、教育上特別の必要があると認められる場合には、昼間と併せて夜間

その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育を行うこ

とができるものとする。 

（授業科目及び単位数） 

第 23 条 各専攻に開設する授業科目及び単位数は、別表第１のとおりとする。 

２ 授業科目の授業は、第1 1条の規定によりあてられた教員が行うものとする。 

３ 授業科目の単位の基準は、本学学則の規定を準用する。 

（研究指導） 

第 24 条 研究指導は、第1 1条の規定によりあてられた教授又は准教授が行うものとする。 

２ 本大学院が教育上有益と認めるときは、学生が他の大学院又は研究所等において必要な研究指

導を受けることを認めることができる。ただし、修士課程の学生の場合は、当該研究指導を受け

る期間は、１年を超えないものとする。 

３ 前項の規定の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

（成績評価基準等の明示等） 

第 24 条の２ 本大学院は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに一年間の授業及

び研究指導の計画をあらかじめ明示するものとする。 

２ 本大学院は、学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たっては、客観性及び

厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にした

がって適切に行うものとする。 

 （教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第 24 条の３ 本大学院は、授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び

研究を実施するものとする。 

（研究分野及び指導教員） 

第 25 条 学生は、所属する専攻において専門に研究しようとする分野を選定し、当該研究分野を担

当する教授又は准教授によって研究指導を受けるものとする。 
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２ 前項の教授又は准教授をその学生の指導教員という。 

（履修方法） 

第 26 条 学生は履修する授業科目を選定し、所定の方式に従い受講を申請するものとする。 

２ 指導教員が必要と認めるときは、他専攻又は学部に開設されている科目を指定してこれを履修

させることができる。 

３ 本大学院が教育上有益と認めるときは、他の大学院等との協議に基づき、学生に当該他大学の

授業科目を履修させることができる。 

４ 前項の規定により履修し修得した授業科目の単位は、1 0単位を限度として修了の要件となる単

位として認めることができる。 

（試験） 

第 27 条 所定の授業科目を履修した者に対しては、当該授業科目の終了する学期末に試験を行う。

ただし、担当教員が必要と認めたときは、臨時に試験を行うことができる。 

（単位の授与）  

第 28 条 授業科目を履修し、その試験等により合格と判定された者には、所定の単位を与える。 

（入学前の既修得単位取扱） 

第 29 条 教育上有益と認めるときは、学生が本大学院に入学する前に大学院（外国の大学院を含む。）

において修得した単位を、本大学院において修得したものとして認定することができる。 

２ 前項の単位の認定は、1 0単位を超えない範囲で行うことができる。 

（成績の評価)  

第 30 条 授業科目の成績の評価は本学学則の規定を準用する。 

 

第６章 課程修了の認定及び学位 

 

（博士課程の修了要件） 

第 31 条 博士課程の修了の要件は、本大学院に５年（修士課程を修了した者にあっては、当該課程

における２年の在学期間を含む。）以上在学し、修士課程において3 0単位以上、博士課程の後期３

年の課程において 15 単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、本大学院の行う博士

論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績

を上げた者については、本大学院に３年（修士課程を修了した者にあっては、当該課程における

２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件に

ついては、前項中「５年以上」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期間」と、

「３年以上」とあるのは「３年以上（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替えて、同項

の規定を適用する。 

３ 第1 6条第２項第２号から第６号により博士課程の後期３年の課程に入学した者の博士課程の修

了の要件は、本大学院に３年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた

上、本大学院の行う博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関

しては、優れた研究業績を上げた者については本大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

（修士課程の修了要件） 
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第 32 条 修士課程の修了の要件は、本大学院に２年以上在学し、3 0単位以上を修得し、かつ、必要

な研究指導を受けた上、本大学院の行う修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。た

だし、在学期間に関しては、 優れた業績を上げた者については、本大学院に１年以上在学すれば

足りるものとする。 

２ 前項の場合において、本大学院が適当と認めたときは、特定の課題についての研究の成果の審

査をもって修士論文の審査に代えることができる。 

 （修了時期） 

第 32 条の２ 修了の時期は、各学期の終わりとする。 

（学位の授与） 

第 33 条 本大学院の課程を修了した者には、所定の学位を授与する。 

２ 前項の規定にかかわらず、論文を提出してその審査に合格し、かつ、本大学院博士課程の修了

者と同等以上の学識があると確認された場合には、千葉工業大学学位規程（以下「本学学位規程」

という｡ ）の定めるところにより、博士の学位を授与することができる。 

３ 学位の授与に関しては、本学学位規程の定めるところによる。 

（学位の名称） 

第 34 条 学位の名称は次のとおりとする。 

工学研究科       修士 (工学)  

博士 (工学)  

創造工学研究科     修士 (工学)  

先進工学研究科     修士 (工学)  

情報科学研究科     修士 (工学)  

博士 (工学)  

社会システム科学研究科 修士 (工学)  

博士 (工学)  

 

第７章 教育職員免許状 

 

（教育職員免許状） 

第 35 条 本大学院において、教育職員の免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法

施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。 

２ 本大学院において、取得できる免許状の種類は、次のとおりとする。 

工学研究科 

機械工学専攻      高等学校教諭専修免許状（工業） 

機械電子創成工学専攻  高等学校教諭専修免許状（工業） 

先端材料工学専攻    高等学校教諭専修免許状（工業） 

電気電子工学専攻    高等学校教諭専修免許状（工業） 

応用化学専攻      中学校教諭専修免許状 （理科） 

            高等学校教諭専修免許状（理科） 

 



 - 9 - 

創造工学研究科 

  都市環境工学専攻    高等学校教諭専修免許状（工業） 

情報科学研究科 

情報科学専攻      中学校教諭専修免許状 （数学） 

高等学校教諭専修免許状（数学） 

社会システム科学研究科 

マネジメント工学専攻  高等学校教諭専修免許状（工業） 

 

第８章 休学、復学、留学、退学及び除籍 

 

（休学） 

第 36 条 疾病その他やむを得ない理由により、年度内に６カ月以上修学することができない者は、

所定の休学願を学長に提出するものとする。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ずることが

できる。 

（休学期間） 

第 37 条 休学期間は１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度として休学期

間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して修士課程においては２年、博士後期課程においては３年を超えないもの

とする。 

３ 休学期間は在学期間には算入しないものとする。 

（復学） 

第 38 条 休学した者は、休学期間が満了し、又は休学の理由が消滅したときは、速やかに所定の復

学願を学長に提出するものとする。 

 

（留学） 

第 39 条 本大学院が協議した外国の大学院に留学を志願しようとする者は、所定の留学願を学長に

提出するものとする。 

２ 留学した期間は、第４条第２項に定める在学期間に含める。 

３ 留学中に修得した単位については、1 0単位を限度として修了の要件となる単位として認めるこ

とができる。 

（退学）  

第 40 条 退学しようとする者は、所定の退学願を学長に提出するものとする。 

（休学、復学、留学及び退学の許可） 

第 41 条 第3 6条、第3 8条、第3 9条及び第4 0条については、学長がこれを許可することができる。 

（除籍） 

第 42 条 次の各号のいずれかに該当する者は、学長が除籍する。 

 (1) 所定の学生納付金を滞納し、督促を受けても納入しない者 

 (2) 在学期間の限度を超過した者 
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 (3) 休学期間の限度を超過した者 

 (4) 長期間行方不明の者 

第９章 賞罰 

 

（表彰） 

第 43 条 学業優秀な者及び課外活動等において顕著な功績のあった者は、選考の上表彰することが

できる。 

２ 前項の選考に関する取り扱いは、別に定める。 

（懲戒） 

第 44 条 本学則に違反し又は学生としての本分に反する行為のあった者は、大学院教授会の意見を

聴いて、学長が懲戒する。 

２ 懲戒は、訓告、譴責、停学及び退学とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがない者 

 (2) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

第 10 章 大学院研究生、委託生、大学院科目等履修生及び特別研究学生 

 

（大学院研究生）  

第 45 条 本大学院において、特定の教員の指導のもとに研究することを志願する者があるときは、

本大学院の教育に支障のない場合に限り、 学長は大学院研究生として許可することができる。 

２ 大学院研究生に関する規則は、別に定める。 

（委託生） 

第 46 条 本大学院において、国内外の諸機関から特定の研究課題をもって研究指導を委託された者

があるときは、本大学院の教育に支障ない場合に限り、学長は委託生として許可することができ

る。 

２ 委託生に関する規則は、別に定める。 

（大学院科目等履修生） 

第 47 条 本大学院において特定の授業科目を履修又は受講のみを志願する者があるときは、本大学

院の教育に支障ない場合に限り、学長は大学院科目等履修生として許可することができる。 

２ 大学院科目等履修生に関する規則は、別に定める。 

（特別研究学生） 
第 47 条の２ 他の大学院又は外国の大学院に在学中の学生で、本大学院において研究指導を受ける

ことを志願する者があるときは、当該大学院との協議に基づき、学長は特別研究学生として許可

することができる。この場合において、修士課程に受入れる特別研究学生の研究指導期間につい

ては、１年を超えないものとする。 
２ 特別研究学生に関する規則は、別に定める。 
 

第 11 章 入学検定料及び学生納付金等 
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（入学検定料及び学生納付金） 

第 48 条 入学検定料は、別表第２の１のとおりとする。 

２ 学生納付金は、別表第２の２のとおりとする。 

（学生納付金の納入） 

第 49 条 学生納付金は、所定の期日までに納入するものとする。 

２ 学生納付金の納入に関する規則は、別に定める。 

（大学院研究生、委託生、大学院科目等履修生及び特別研究学生の受講料等） 

第 50 条 大学院研究生、委託生、大学院科目等履修生及び特別研究学生の受講料等は、別に定める。 

（納付金不還付） 

第 51 条 既納の入学検定料、学生納付金、受講料等は返還しない。 

 

第 12 章 準用と改正 

 

（本学学則の準用） 

第 52 条 本学則において本学学則を準用する場合は、「教授会」とあるのを「大学院教授会」と読み

替えるものとする。 

（本学則の改正） 

第 53 条 本学則の改正は、理事会の議決を経るものとする。 

 

附則 

本学則は、昭和40年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、昭和62年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、昭和63年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成元年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成２年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成３年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成３年９月10日から施行する。 

附則 

本学則は、平成４年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成６年４月１日から施行する。 
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附則 

本学則は、平成６年７月 22 日から施行する。 

附則 

本学則は、平成７年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成８年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成９年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成10年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成11年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成13年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成14年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は、平成15年４月１日から施行する。 

附則 

１ 本学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 千葉工業大学大学院工学研究科金属工学専攻、工業化学専攻、土木工学専攻、機械工学専攻、

電気電子工学専攻、電気工学専攻、電子工学専攻、建築学専攻、精密機械工学専攻、情報工学

専攻、工業デザイン学専攻及び経営工学専攻は、平成 16 年４月から募集を停止し、平成 16 年

3月 31日現在当該研究科専攻に在籍する者が当該研究科専攻に在籍しなくなった時点で廃止す

る。 

なお、募集を停止する当該 12 専攻に在籍する学生の取り扱いについては、従前のとおりとす

る。 

附則  

本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

附則 

１ 本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 千葉工業大学大学院工学研究科電子工学専攻、土木工学専攻、精密機械工学専攻及び工業デ

ザイン学専攻は当該専攻に在籍する者がいなくなったため、平成 18 年３月 31 日をもって廃止

する。 

  附則 

１ 本学則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 千葉工業大学大学院工学研究科機械工学専攻、金属工学専攻、電気工学専攻、建築学専攻及

び情報工学専攻は当該専攻に在籍する者がいなくなったため、平成19年３月31日をもって廃止
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する。 
  附則 

１ 本学則は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 千葉工業大学大学院工学研究科工業化学専攻、電気電子工学専攻及び経営工学専攻は当該専

攻に在籍する者がいなくなったため、平成20年３月31日をもって廃止する。 

   附則 

 本学則は、平成21年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成24年４月１日から施行する。 

   附則 

 １ 本学則は、平成25年４月１日から施行する。 

 ２ 学校法人千葉工業大学定年後再雇用教員に関する規程第４条第１項に規定する継続教員は、

第13条第３項第４号を審議する大学院教授会の構成員とはならない。 

   附則 

 本学則は、平成25年10月31日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成26年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成 30年４月１日から施行する。 

   附則 

 本学則は、平成 31年４月１日から施行する。 

   附則 

 １ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

 ２ 千葉工業大学大学院工学研究科機械サイエンス専攻、電気電子情報工学専攻、生命環境科学

専攻、建築都市環境学専攻、デザイン科学専攻及び未来ロボティクス専攻は、令和２年４月から募

集を停止し、令和２年３月 31 日現在当該研究科専攻に在籍する者が当該研究科専攻に在籍しなくな

った時点で廃止する。 

  なお、募集を停止する当該６専攻に在籍する学生の取り扱いについては、従前のとおりとする。 
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別表第1（第23条関係）

区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

イングリッシュスキルアップ 2

材料強度学特論 2

移動現象特論 2

エネルギー工学特論 2

流体工学特論 2

複合材料工学特論 2

加工学特論 2

生産設計特論 2

流体機械特論 2

材料科学特論 2

振動工学特論 2

制御工学特論 2

メカトロニクス特論 2

形と機能特論 2

エネルギー材料特論 2

研究調査・発表演習 2

機械工学特別演習 4

機械工学講究 6

教育課程表

授　業　科　目
単 位 数

工学研究科
　機械工学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

技術者・研究者倫理特論 2

論文作成・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法特論 2

工業数学特論 2

組込みシステム設計特論 2

医用工学特論 2

形と機能特論 2

レーザ応用技術特論 2

精密加工学特論 2

燃焼化学工学特論 2

構造解析学特論 2

半導体エネルギー変換工学特論 2

ナノ・マイクロ表面工学特論 2

システム制御特論 2

応用光学特論 2

トライボロジー特論 2

機械電子創成工学特別演習 6

機械電子創成工学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

工学研究科
　機械電子創成工学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

イングリッシュスキルアップ 2

技術者・研究者倫理特論 2

凝固学特論 2

塑性加工学特論 2

材料組織学特論 2

材料物理学特論 2

固体物理学特論 2

材料強度学特論 2

材料電気化学特論 2

材料化学プロセス工学特論 2

構造材料特論 2

磁性材料特論 2

エネルギー材料特論 2

表面工学特論 2

先端材料工学特別演習 4

材料の分析・評価・解析演習 2

先端材料工学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

工学研究科
　先端材料工学専攻
　　修士課程



-17-

区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

物理数学特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

磁気工学特論 2

放電プラズマ工学特論 2

電子デバイス工学 2

パワーエレクトロニクス特論 2

電磁界シミュレーション 2

高電圧工学特論 2

電力エネルギー回路設計特論 2

制御工学特論 2

先進光エレクトロニクス 2

産業計測工学特論 2

超音波・振動工学特論 2

電気物性特論 2

電気電子工学特別演習 6

電気電子工学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

工学研究科
　電気電子工学専攻
　　修士課程



-18-

区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

物理数学特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

非線形工学特論 2

システムソフトウェア特論 2

信号解析特論 2

知能情報処理特論 2

環境適応通信システム特論 2

無線通信工学特論 2

分散システム特論 2

無線センサネットワーク特論 2

情報ネットワーク科学特論 2

情報メディア工学特論 2

量子エレクトロニクス特論 2

情報通信工学特別演習 6

情報通信工学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

工学研究科
　情報通信システム工学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

技術者・研究者倫理特論 2

工業数学特論 2

技術発達史的分析特論 2

世界の文化特論 2

応用物理化学特論 2

資源・環境化学工学特論 2

化学熱力学特論 2

物性化学特論 2

有機反応化学特論 2

有機材料化学特論 2

高分子材料特論 2

有機量子化学特論 2

無機材料化学特論 2

応用電気化学特論 2

表面・界面化学特論 2

無機構造化学特論 2

固体化学特論 2

機器分析特論1 2

機器分析特論2 2

英文文献講読・プレゼンテーション技法 2

応用化学特別演習 4

応用化学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

工学研究科
　応用化学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

工学研究科
　工学専攻
　　博士後期課程

博士特別研究 15

授　業　科　目
単　位　数
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区分

専攻
必
修

選
択

技術者・研究者倫理特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

建築設計法規特論 2

建築保存改修設計特論 2

建築デザイン特論 2

建築計画特論 2

建築プログラム特論 2

建築音響設計特論 2

建築設備設計特論 2

光・視環境計画特論 2

建築環境デザイン特論 2

環境設備実践計画特論 2

建築各種構造特論 2

鉄筋コンクリート構造特論 2

建築地震応答評価特論 2

建築材料特論 2

地盤防災工学特論 2

建築設計インターンシップ 5

建築意匠設計演習 2

建築設備設計演習 2

建築構造設計演習 2

アドバンスドプロジェクト 4

建築学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

創造工学研究科
　建築学専攻
　　修士課程



-22-

区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

物理数学特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

交通工学特論 2

地域計画特論 2

プロジェクト評価特論 2

都市計画特論 2

大気環境学特論 2

環境流体工学特論 2

水工学特論 2

応用力学特論 2

コンクリート工学特論 2

地盤工学特論 2

都市環境工学特別演習 4

都市環境工学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

創造工学研究科
　都市環境工学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

世界の文化特論 2

イングリッシュスキルアップ 2

デザイン先端技術特論 2

デザイン解析特論 2

空間デザイン特論 2

プロダクトデザイン特論 2

ソーシャルデザイン特論 2

ブランディング・プロモーションデザイン特論 2

デザインカルチャー特論 2

ヒューマンファクターエンジニアリング特論 2

デザインイノベーション特論 2

データビジュアライゼーション特論 2

製品開発プロジェクト特論 2

情報デザイン技術特論 2

アドバンスドサーベイ 2

アドバンスドプロジェクト 4

デザイン科学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

創造工学研究科
　デザイン科学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

ロボット設計学特論 2

確率ロボティクス 2

インテリジェントロボットモーション 2

電気電子システム工学特論 2

生体流体特論 2

バイオ／メディカルロボティクス 2

感性ロボティクス特論 2

コミュニケーションロボティクス特論 2

機械要素設計特論 2

アドバンスドコントロール 2

アドバンスドダイナミクス 2

アドバンスドビジョン 2

知能ロボット特論 2

グローバルコミュニケーション 2

ロボット設計製作特論 2

アドバンスドプロジェクト 4

未来ロボティクス講究 6

授　業　科　目
単 位 数

先進工学研究科
　未来ロボティクス専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

イングリッシュスキルアップ 2

世界の文化特論 2

技術発達史的分析特論 2

最先端生命科学研究特論 2

生化学特論 2

分子生物学特論 2

ウイルス学・免疫学特論 2

生体分子工学特論 2

生物工学特論 2

ゲノム生態学特論 2

医薬品生産技術特論 2

アドバンスドプロジェクト 4

生命科学実験法特論 2

科学論文講読特論 2

生命科学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

先進工学研究科
　生命科学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

工業数学特論 2

技術者・研究者倫理特論 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

イングリッシュスキルアップ 2

システム評価特論 2

空間音響学特論 2

応用知能システム特論 2

音声生成学特論 2

知覚情報融合特論 2

多次元情報処理特論 2

数値最適化特論 2

情報デザイン技術特論 2

インタラクションデザイン特論 2

計算知能特論 2

アドバンスドサーベイ 3

アドバンスドプロジェクト 3

知能メディア工学講究 6

授　業　科　目
単 位 数

先進工学研究科
　知能メディア工学専攻
　　修士課程



 -27-

区分

専攻

必
修

選
択

パターン認識特論 2

聴覚工学特論 2

知能機械工学特論 2

コンピュータシミュレーション特論 2

応用制御システム特論 2

通信システム特論 2

ネットワークアルゴリズム特論 2

コンピュータネットワーク特論 2

エージェントシステム特論 2

メディア情報処理特論 2

画像処理特論 2

知能情報工学特論 2

教育メディア特論 2

信号処理特論 2

教授・学習支援システム特論 2

ソフトウェア工学特論 2

情報システム特論 2

計算機システム特論 2

アルゴリズム特論 2

データ工学特論 2

情報メディア特論 2

コミュニケーション科学特論 2

認知情報特論 2

情報科学演習Ａ 1

情報科学演習Ｂ 1

特別実習Ａ 2

特別実習Ｂ 2

技術者・研究者倫理 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

修士特別研究 10

授　業　科　目

単 位 数

情報科学研究科
　情報科学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

情報科学研究科
　情報科学専攻
　　博士後期課程

博士特別研究 15

授　業　科　目
単　位　数
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区分

専攻
必
修

選
択

会計学特論 2

技術経営特論 2

ファイナンス特論 2

生産システム工学特論 2

環境システム工学特論 2

産業人間工学特論 2

経営システム工学特論 2

情報システム特論 2

サービス・システム特論 2

製品開発プロジェクト特論 2

ソフトウェア開発プロジェクト特論 2

プロジェクトマネジメント特論 2

国際プロジェクト特論 2

イノベーション・マネジメント特論 2

プログラムマネジメント特論 2

人的資源マネジメント特論 2

リスク解析特論 2

リスクマネジメント工学特論 2

経営管理とリスクマネジメント 2

リスクマネジメントの国際動向論 2

マネジメント意思決定特論 2

経営学特論 2

情報通信技術（ＩＣＴ）特論 2

データと意思決定 2

データサイエンス特論 2

ナレッジマネジメント特論 2

情報数学特論 2

マネジメント数学1 2

マネジメント数学2 2

科学技術と社会特論 2

マーケティング・リサーチ 2

システムデザイン特論 2

マネジメント工学演習Ⅰ 2

マネジメント工学演習Ⅱ 2

マネジメント工学実習Ⅰ 2

マネジメント工学実習Ⅱ 2

論文作成・プレゼンテーション技法特論 2

技術者・研究者倫理 2

修士特別研究 10

授　業　科　目
単　位　数

社会システム科学研究科
　マネジメント工学専攻
　　修士課程
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区分

専攻
必
修

選
択

社会システム科学研究科
　マネジメント工学専攻
　　博士後期課程

博士特別研究 15

授　業　科　目
単　位　数
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別表第2(第48条関係）

　１　平成31年度入学検定料

　　　検定料

　２　平成31年度入学生納付金（全研究科共通）

単位： 円

区　 　 分 金　 　 額

　　　入学金 250,000

　　　授業料 840,000

　　　合　計 1,090,000

　 備　 考
（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

30,000円

入学金は、入学時のみ適用する。ただし、本学卒業者、修了者及び再入学者の
入学金は免除する。

次年度以降の授業料は、毎年５万円増とする。
なお、社会情勢により金額は変動することがある。
休学期間中の学生納付金は、休学在籍料100,000円（半期）、200,000円（年額）とする。
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千葉工業大学大学院教授会運営規程 

 

平成５年４月１日 

制定 

最終改正 平成27年４月１日 

 

（目的） 

第１条  この規程は、千葉工業大学大学院学則第 13条第１項に規定する大学院教授会を円滑に

運営することを目的とする。 

（構成） 

第２条  大学院教授会は、大学院担当の専任教授により組織する。ただし、大学院教授会が必

要あると認めた場合には、大学院教授会に大学院担当の准教授及び助教を参加させることが

できる。 

２ 前項の規定にかかわらず、修士課程に関する事項は修士課程を担当する教授で構成し、博

士後期課程に関する事項は博士後期課程を担当する教授で構成するものとする。 

３ 教員の教育・研究業績に関し意見を述べる大学院教授会は、修士課程については修士研究

指導教員の資格を有する教授で構成し、博士後期課程については博士研究指導教員の資格を

有する教授で構成するものとする。 

（審議事項） 

第３条  大学院教授会は、大学院学則第 13条第３項に定められた次の事項について学長に意見

を述べるものとする。 

(1) 学生の入学及び課程の修了に関する事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 大学院学則の改正に関する事項 

(4) 前３号に掲げるもののほか、教育・研究に関する重要な事項で、大学院教授会の意見を

聴くことが必要なものとして学長が定める事項 

（招集） 

第４条 大学院教授会は、研究科長が必要と認めたときに招集する。 

２ 研究科長は、大学院教授会の構成員の３分の１以上の請求があるときは、 10日以内に大学

院教授会を招集するものとする。 

（成立） 

第５条  大学院担当の専任教授は、大学院教授会に出席する義務を負う。ただし、やむを得な

い理由により欠席する場合は、委任状をもって出席に代えることができる。 

２ 大学院教授会は、長期海外出張者及び休職者を除き、委任状を含め２分の１以上の出席を

もって成立する。 

（議長） 

第６条 研究科長は、大学院教授会の議長となる。 

２ 研究科長に事故あるときは、研究科長の委任を受けた者又は大学院教授会で互選された者

が議長となる。 
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（議決） 

第７条  大学院教授会の議決は、出席者の２分の１以上の同意をもって決定する。ただし、可

否同数の場合は、議長がこれを裁決する。 

（委員会） 

第８条 大学院教授会は、第３条の審議を促進するために委員会を置くことができる。 

２ 委員会の運営については、別に定める。 

（事務及び議事録の作成保管） 

第９条 大学院教授会の事務及び議事録の作成・保管は、学務部が所管する。 

（規程の改廃） 

第10条 この規程の改廃は、理事会の議決を経るものとする。 

 

 

附則 

  この規程は、平成５年４月１日から施行する。 

   附則 

  この規程は、平成1 9年４月１日から施行する。 

   附則 

１ この規程は、平成2 5年４月１日から施行する。 

２ 学校法人千葉工業大学定年後雇用教員に関する規程第４条第１項に規定する継続教員は、

第２条第３項の規定にかかわらず、第３条第５号を審議する大学院教授会の構成員とはなら

ない。 

   附則 

１ この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

２  学校法人千葉工業大学定年後再雇用教員に関する規程第４条第１項に規定する継続教員

は、第２条第３項の規定にかかわらず、教員の教育・研究業績に関し意見を述べる大学院教

授会の構成員とはならない。 
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設置の趣旨等を記載した書類 

１ 設置の趣旨及び必要性 

（１）創造工学研究科を設置する理由・必要性 

千葉工業大学は、昭和 17年（1942 年）に創立し、私立の工業単科大学として我が国で最

も歴史が古い大学のひとつで 76 年の伝統を誇り、設立の趣旨を「志操堅固、学理及び技術

に優秀なる工業人材の育成」として、新国士の養成、全人教育、労作教育、塾教育を掲げて

おり、この教育の理念は、「世界文化に技術で貢献する」というかたちで現在も建学の精神

として受け継がれている。 

今後、本学が社会の多様な期待や要請に適切に応え、自律性に基づく多様化や個性化をよ

り一層推進していくためには、自らの責任において、社会や学生のニーズに対応した教育組

織の構築や教育内容の充実、教育方法の改善など、大学及び大学院教育における組織改革や

教育改革に格段の努力を注ぐことが重要であるものと考えている。 

このような高等教育を取り巻く社会環境の変化や進学希望者の動向などを十分に踏まえ

るとともに、特に、昨今の工学分野における学術研究の進展や高学歴志向の高まりを見据え

たうえで、大学院教育の一層の充実と発展に向けて、既設の工学研究科を発展的に改組する

とともに、新たに創造工学研究科と先進工学研究科を設置することとした。 

今般の大学院の工学研究科の改組計画は、平成 28 年以降、本学が推進してきた教育研究

組織の整備計画の一環として対応を図るものでもあり、本学の建学の精神として掲げている

「世界文化に技術で貢献する」ことのさらなる具現化を目指すものである。 

（２）創造工学研究科を設置する必要性 

現代社会においては、社会環境の急速な変化や学術研究の著しい進展に伴い、社会的な

要請や進学需要を踏まえた専門分野における教育研究の方向性を見極めるとともに、学部

教育との継続性と専門性に十分配慮した大学院教育の研究体制の整備や教育研究内容の充

実が求められている。 

特に、今日的諸課題の高度化傾向から、学部４年間の専門教育では高度の専門的な職業

を担うための能力を教授するには十分ではないとの考えから、大学院教育の必要性の認識

とともに、基礎、基本を重視する学部教育は、高度な専門の応用、総合化を目指して、大

学院教育との連携が重要とされている。 

このような社会的な要請を踏まえ、平成 28年４月に設置した創造工学部の建築学科、都

市環境工学科、デザイン科学科が、本年度、計画通りに完成年度を迎えることから、学部

教育で養成された人材としての基礎的かつ基本的な資質能力の習得を前提として、今後、

ますます複雑化かつ多様化する科学技術を取り巻く問題や課題の解決に対応しうる専門的

知識や応用的能力などを併せ持つ、高度な専門性を備えた人材の養成を目的として、創造

工学研究科を設置することとした。 

創造工学研究科では、建築学分野を研究対象とする建築学専攻、都市環境工学分野を研

究対象とする都市環境工学専攻、デザイン科学分野を研究対象とするデザイン科学専攻の
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３専攻から構成することとしている。 

（３）地域社会からの人材需要 

創造工学研究科の設置計画を進めるうえで、建築学専攻、都市環境工学専攻、デザイン

科学専攻の各修士課程における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人

材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを客観的根拠となるデータから検証

することを目的として、本学への求人実績のある企業・団体などを対象として、創造工学

研究科の建築学専攻、都市環境工学専攻、デザイン科学専攻で養成する人材や修了生の採

用意向などに関するアンケート調査を実施した。 

その結果、創造工学研究科の建築学専攻修士課程を修了した者の採用については、有効

回答件数 656 件の約 52.4％にあたる 344 件が「採用したい」と回答しており、都市環境工

学専攻修士課程を修了した者の採用については、有効回答件数 656 件の約 54.0％にあたる

354件が「採用したい」と回答している。 

また、デザイン科学専攻修士課程を修了した者の採用については、有効回答件数 656 件

の約 45.9％にあたる 301 件が「採用したい」と回答していることから、創造工学研究科の

建築学専攻、都市環境工学専攻、デザイン科学専攻の各修士課程の修了生に対する地域社

会からの人材需要の高さをうかがうことができる。（資料１） 

 

２ 教育研究上の理念・目的 

（１）創造工学研究科の教育上の目的及び養成する人材 

「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて－答申」（平成 17 

年９月５日 中央教育審議会）では、「大学院は、法制上、研究者養成と高度専門職業人養

成の二つの養成機能を中心にその役割を担っているが、今後の知識基盤社会における人材

養成の重要性や現在の大学院教育との関係を踏まえると、今後の大学院が担うべき人材養

成機能は、①創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者等の養成、②高度な専門的

知識・能力を持つ高度専門職業人の養成、③確かな教育能力と研究能力を兼ね備えた大学

教員の養成、④知識基盤社会を多様に支える高度で知的な素養のある人材の養成の四つに

整理される」としている。 

また、「理工農系大学院の目的とそれに沿った教育研究の在り方について」（理工農系ワ

ーキンググループ報告書）では、「1990年代以降、技術者等への就職が学部修了段階から修

士課程修了段階に移行してきており、修士課程における高度専門職業人養成の役割が今後

一層拡大していくと考えられる」としており、また、「今日、人々の日常生活のあらゆる場

面が科学技術と深いつながりを持ち、科学技術社会を幅広く支える多様な人材の養成が求

められており、修士課程は、そうした人材養成の役割を果たすことも必要である」として

いる。 

今般、設置を計画している創造工学研究科では、「新時代の大学院教育－国際的に魅力あ

る大学院教育の構築に向けて－答申」（平成 17 年９月５日 中央教育審議会）の趣旨を踏ま
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えて、「高度な専門的知識・能力を持つ高度専門職業人の養成」を担うべき人材養成機能と

して、創造工学的な理論を応用するうえで基礎となる知識や汎用的な能力を修得させるほ

か、創造工学領域における高度な専門知識や技術、幅広い視野で物事を捉える知識を確実

に修得させるための教育を基本とする。 

具体的には、「創造工学分野を支える高度専門技術者として必要となる幅広い教養、高度

な専門知識や専門技術及びチームビルディングやプレゼンテーションの手法を用いて活動

する実践力を習得させ、総合力・創造力、且つ質の高いものづくり・空間づくり・都市づ

くり・国土づくり等に活用できる能力を習得させる」ことを教育研究上の目的とする。 

また、創造工学研究科では、「高度な創造工学の知識・技術を駆使し、解の定まらない課

題においてもその解決法を導きながら自ら企画・提案するために必要なコミュニケーショ

ン力・豊かな人間力・論理的思考力・国際感覚と基盤的知識を備えた上で、高度専門技術

者として守るべき倫理や負うべき社会的責任を理解して、建築・建設・住宅・インテリア・

製品等に関わる生産や、それらに関連する調査・企画・計画・設計、維持管理・マネジメ

ント等の分野で、世界文化に貢献し得る人材を養成する」こととする。 

なお、創造工学研究科では、研究科における教育上の目的及び養成する人材を踏まえ、

大学院生に学位を授与するに当たり大学院生が修得しておくべき能力を含めた学位授与の

方針（ディプロマ・ポリシー）を次のとおり定めることとする。 

   １ 人文科学・社会科学・自然科学の基盤となる基礎学力及び創造工学分野での専門基礎

知識と基礎技術に裏付けされた高度な専門知識と技術を有し、高度専門技術者及び研

究者として必要な教養を身につけている。幅広い視野と関連領域に関する知識を身に

付けている。 

   ２ 不定解となる課題においても自ら発見する能力を有し、解決に必要となる高度な専門

知識・論理的思考や技術を修得している。 

   ３ 技術・計画・設計やデザインの融合による高度な創造工学の知識・技術を駆使し、自

ら企画し、提案する能力を身につけている。 

   ４ 自らの思考・判断のプロセスを論理的に説明し、具体的な事例や根拠を示しながら伝

達する高度なプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけている。

さらにそれらをグローバルな局面で創造的に応用し、活用できる能力を身につけてい

る。 

   ５ グループでの共同作業・研究活動を適確に実行し、チームビルディングの手法を駆使

して、強固な協力関係をつくり上げてゆく能力を身につけている。 

   ６ 高度専門技術者及び研究者として守るべき倫理や負うべき社会的責任を理解してい

る。 

（２）建築学専攻の教育上の目的及び養成する人材 

建築学専攻修士課程では、「高度な建築技術者となるための豊かな教養と習熟した技能を

もとにする自己形成能力、各種建築学分野の高度な専門知識を身につけ、それらを建築学
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と建築工学の専門知識を活用する実践的な建築設計手法や研究活動をもってデザインなら

びにプレゼンテーションする能力を習得させることにより、地域社会や地域産業への貢献

を目指す」ことを教育研究上の目的とする。 

また、建築学専攻修士課程では、「地球環境問題、経済のグローバル化等の諸動向によっ

て変革し続ける国際社会において、創造工学の基盤的知識に裏付けされた高度な専門知

識・技術を有し、地球規模の課題についても自ら見出して、創造的かつ主導的に解決でき

る高度専門技術者を養成する」こととする。 

なお、建築学専攻修士課程では、教育上の目的及び養成する人材を踏まえ、大学院生に

学位を授与するに当たり大学院生が修了までに修得すべき資質や能力を含めた学位授与の

方針（ディプロマ・ポリシー）を次のとおり定めることとする。 

１ 人文科学・社会科学・自然科学に関する基礎学力及び建築学を主とする専門領域の

基礎知識と基礎技術に裏付けされた高度な専門知識と技術を有し、高度専門技術者

及び研究者として必要な教養を身につけている。 

２ 建築学を主とする専門領域で不定解となる地球規模の課題においても自ら発見する

能力を有し、創造的な解決に必要となる建築計画・意匠、建築環境・設備、建築構

造・材料等に関する高度な専門知識・論理的思考や技術を身につけている。 

３ 建築計画・意匠、建築環境・設備、建築構造・材料等に関する高度な専門知識・技

術を駆使して、建築学関連の課題を広い視野で創造的に問題解決する能力や主導的

に企画・提案することができる能力を身につけている。 

４ 自らの思考・判断のプロセスを説明し、具体的な事例や根拠を示しながら伝達する

高度なプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけている。 

５ グループでの共同作業・研究活動を適確に実行し、チームビルディングの手法を駆

使して、強固な協力関係をつくり上げてゆく能力を身につけている。 

６ 建築学分野の高度専門技術者及び研究者として守るべき倫理や負うべき社会的責任

を理解している。 

（３）都市環境工学専攻の教育上の目的及び養成する人材 

都市環境工学専攻修士課程では、「都市環境工学に関わる自然科学、社会科学等に立脚し

た基盤的知識及び高度な専門知識・技術を身につけ、それらを活用する実践的な演習や研

究活動を遂行することで、都市環境を総合的・創造的にデザインする能力を習得させる」

ことを教育研究上の目的とする。 

また、都市環境工学専攻修士課程では、「都市施設・環境保全施設・交通施設などの社会

基盤を構成する各種構造物の計画・設計・施工・維持管理等の分野において、創造工学の

基盤的知識に裏付けされた高度な専門知識・技術を有し、人類の生活に必要な公共インフ

ラ等の課題についても自ら見出して、創造的かつ主導的に解決できる高度専門技術者を養

成する」こととする。 

なお、都市環境工学専攻修士課程では、教育上の目的及び養成する人材を踏まえ、大学
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院生に学位を授与するに当たり大学院生が修了までに修得すべき資質や能力を含めた学位

授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を次のとおり定めることとする。 

１ 人文科学・社会科学・自然科学に関する基礎学力及び都市環境工学を主とする専門

領域の基礎知識と基礎技術に裏付けされた高度な専門知識と技術を有し、高度専門

技術者及び研究者として必要な教養を身につけている。 

２ 都市環境工学を主とする専門領域で不定解となる公共インフラ等の課題においても

自ら発見する能力を有し、創造的な解決に必要となる都市・地域を対象とする計画・

設計学、環境工学、構造材料学等に関する高度な専門知識・論理的思考や技術を身

につけている。 

３ 都市・地域を対象とする計画・設計学、環境工学、構造材料学等に関する高度な専

門知識・技術を駆使して、都市環境工学関連の課題を広い視野で創造的に問題解決

する能力や都市環境を総合的にデザインする能力を身につけている。 

４ 自らの思考・判断のプロセスを説明し、具体的な事例や根拠を示しながら伝達する

高度なプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけている。 

５ グループでの共同作業・研究活動を適確に実行し、チームビルディングの手法を駆

使して、強固な協力関係をつくり上げてゆく能力を身につけている。 

６ 都市環境工学分野の高度専門技術者及び研究者として守るべき倫理や負うべき社会

的責任を理解している。 

（４）デザイン科学専攻の教育上の目的及び養成する人材 

デザイン科学専攻修士課程では、「デザイン科学に関する基盤的知識及び高度な専門知

識・技術を身につけ、それらを活用するフィールドワーク・演習・研究活動を通して、現

実の生活や社会の中から主体的に課題を見出し、解決する行動力や思考力、新たなものや

仕組みをつくりだすための様々な科学的手法、発想を実現するデジタルアプリケーション

やプロトタイピングなど社会で役に立つ高度なデザイン力を習得させることにより、地域

社会や地域産業への貢献を目指す」ことを教育研究上の目的とする。 

また、デザイン科学専攻修士課程では、「高い見識・技術力や創造性に富んだデザイナー

の育成に加え、デザインプロセスを様々な分野に応用でき、チームビルディングやプレゼ

ンテーションの手法を駆使して、調査、解析、発案、プロトタイピングなどの現実につな

がる高いデザイン手法を身につけた、実践的なものづくりや仕組みづくりができる高度専

門技術者を養成する」こととする。 

デザイン科学専攻修士課程では、養成する人材の目的を踏まえ、大学院生に学位を授与

するに当たり大学院生が修了までに修得すべき資質や能力を含めた学位授与の方針（ディ

プロマ・ポリシー）を次のとおり定めることとする。 

１ 人文科学・社会科学・自然科学に関する基礎学力及びデザイン科学を主とする専門

領域の基礎知識と基礎技術に裏付けされた高度な専門知識と技術を有し、高度専門

技術者及び研究者として必要な教養を身につけている。 
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２ デザイン科学を主とする専門領域で不定解となる実生活や社会の課題においても自

ら発見する能力を有し、創造的な解決に必要となるプロダクトデザイン、プロモー

ションデザイン、スペースデザイン、ヒューマンファクターエンジニアリング等に

関する高度な専門知識・論理的思考や技術を身につけている。 

３ プロダクトデザイン、プロモーションデザイン、スペースデザイン、ヒューマンフ

ァクターエンジニアリング等に関する高度な専門知識・技術を駆使して、デザイン

科学関連の課題を広い視野で創造的に問題解決する能力や社会に貢献できる高いデ

ザイン力を身につけている。 

４ 自らの思考・判断のプロセスを説明し、具体的な事例や根拠を示しながら伝達する

高度なプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけている。 

５ グループでの共同作業・研究活動を適確に実行し、チームビルディングの手法を駆

使して、強固な協力関係をつくり上げてゆく能力を身につけている。 

６ デザイン科学分野の高度専門技術者及び研究者として守るべき倫理や負うべき社会

的責任を理解している。 

 

３ 修士課程までの構想か、又は、博士課程の設置を目指した構想か 

本学では、既に工学研究科工学専攻博士後期課程を設置しており、今般の創造工学研究

科の設置計画に伴う、工学専攻博士後期課程の改組等は計画していないが、今後の当該分

野における社会的な要請や学術的な進展、さらには、創造工学研究科設置後の修了者の進

路の動向などを総合的に見極めたうえで、必要に応じて既設の工学専攻博士後期課程にお

ける教育・研究の内容等について検討を行うこととする。 

 

４ 研究科・専攻等の名称及び学位の名称 

（１）創造工学研究科 

 創造工学研究科では、「創造工学分野を支える高度専門技術者として必要となる幅広い教

養、高度な専門知識や専門技術及びチームビルディングやプレゼンテーションの手法を用

いて活動する実践力を習得させ、総合力・創造力、且つ質の高いものづくり・空間づくり・

都市づくり・国土づくり等に活用できる能力を習得させる」ことを教育研究上の目的とす

る。 

 また、創造工学研究科では、学部教育における教育研究上の目的を踏まえたうえで、「高

度な創造工学の知識・技術を駆使し、解の定まらない課題においてもその解決法を導きな

がら自ら企画・提案するために必要なコミュニケーション力・豊かな人間力・論理的思考

力・国際感覚と基盤的知識を備えた上で、高度専門技術者として守るべき倫理や負うべき

社会的責任を理解して、建築・建設・住宅・インテリア・製品等に関わる生産や、それら

に関連する調査・企画・計画・設計、維持管理・マネジメント等の分野で、世界文化に貢

献し得る人材を養成する」こととしている。 
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 このような、創造工学研究科における教育研究上の目的や養成する人材と組織として教

育研究対象とする中心的な学問分野などについて、社会や受験生に最も分かり易い名称と

することから、研究科名称を「創造工学研究科」とすることとし、英訳名称については、

国際的な通用性を踏まえたうえで、「Graduate School of Creative Engineering」とする

こととした。 

 なお、研究科名称に「創造」を冠することとした理由については、創造工学研究科では、

構造物や工業製品などのものづくりに関する教育研究を通して、単に技術的課題を改善す

るだけでなく、技術の進展に柔軟に対応できるよう創造性や個性を伸ばすとともに、身に

付けた知識や技術及び技能を活用して、ものづくりができる創造的な能力と実践的な態度

を育成することからである。 

研究科の名称 

創造工学研究科  「Graduate School of Creative Engineering」 

 

（２）建築学専攻 

 建築学専攻では、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「建築学分野」として、

「高度な建築技術者となるための豊かな教養と習熟した技能をもとにする自己形成能力、

各種建築学分野の高度な専門知識を身につけ、それらを建築学と建築工学の専門知識を活

用する実践的な建築設計手法や研究活動をもってデザインならびにプレゼンテーションす

る能力を習得させることにより、地域社会や地域産業への貢献を目指す」ことを教育研究

上の目的としている。 

 また、建築学専攻では、「地球環境問題、経済のグローバル化等の諸動向によって変革し

続ける国際社会において、創造工学の基盤的知識に裏付けされた高度な専門知識・技術を

有し、地球規模の課題についても自ら見出して、創造的かつ主導的に解決できる高度専門

技術者を養成する」こととしている。 

 このような、建築学専攻における教育研究上の目的や養成する人材と組織として教育研

究対象とする中心的な学問分野などについて、社会や受験生に最も分かり易い名称とする

ことから、専攻名称を「建築学専攻」、学位を「修士（工学）」とすることとし、英訳名称

については、国際的な通用性を踏まえたうえで、専攻の英訳名称を「Master's Program in 

Architecture」、学位の英訳名称を「Master of Engineering」とすることとした。 

専攻の名称 

建築学専攻   「Master's Program in Architecture」 

学位の名称 

修士（工学）  「Master of Engineering」 

 

（３）都市環境工学専攻 

 都市環境工学専攻では、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「都市環境工学
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分野」として、「都市環境工学に関わる自然科学、社会科学等に立脚した基盤的知識及び高

度な専門知識・技術を身につけ、それらを活用する実践的な演習や研究活動を遂行するこ

とで、都市環境を総合的・創造的にデザインする能力を習得させる」ことを教育研究上の

目的としている。 

 また、都市環境工学専攻では、「都市施設・環境保全施設・交通施設などの社会基盤を構

成する各種構造物の計画・設計・施工・維持管理等の分野において、創造工学の基盤的知

識に裏付けされた高度な専門知識・技術を有し、人類の生活に必要な公共インフラ等の課

題についても自ら見出して、創造的かつ主導的に解決できる高度専門技術者を養成する」

こととしている。 

 このような、都市環境工学専攻における教育研究上の目的や養成する人材と組織として

教育研究対象とする中心的な学問分野などについて、社会や受験生に最も分かり易い名称

とすることから、専攻名称を「都市環境工学専攻」、学位を「修士（工学）」とすることと

し、英訳名称については、国際的な通用性を踏まえたうえで、専攻の英訳名称を「Master's 

Program in Civil and Environmental Engineering」、学位の英訳名称を「Master of 

Engineering」とすることとした。 

専攻の名称 

都市環境工学専攻 「Master's Program in Civil and Environmental Engineering」 

学位の名称 

修士（工学）   「Master of Engineering」 

 

（４）デザイン科学専攻 

 デザイン科学専攻では、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「デザイン科学

分野」として、「デザイン科学に関する基盤的知識及び高度な専門知識・技術を身につけ、

それらを活用するフィールドワーク・演習・研究活動を通して、現実の生活や社会の中か

ら主体的に課題を見出し、解決する行動力や思考力、新たなものや仕組みをつくりだすた

めの様々な科学的手法、発想を実現するデジタルアプリケーションやプロトタイピングな

ど社会で役に立つ高度なデザイン力を習得させることにより、地域社会や地域産業への貢

献を目指す」ことを教育研究上の目的としている。 

 また、デザイン科学専攻では、「高い見識・技術力や創造性に富んだデザイナーの育成に

加え、デザインプロセスを様々な分野に応用でき、チームビルディングやプレゼンテーシ

ョンの手法を駆使して、調査、解析、発案、プロトタイピングなどの現実につながる高い

デザイン手法を身につけた、実践的なものづくりや仕組みづくりができる高度専門技術者

を養成する」こととしている。 

 このような、デザイン科学専攻における教育研究上の目的や養成する人材と組織として

教育研究対象とする中心的な学問分野などについて、社会や受験生に最も分かり易い名称

とすることから、専攻名称を「デザイン科学専攻」、学位を「修士（工学）」とすることと
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し、英訳名称については、国際的な通用性を踏まえたうえで、専攻の英訳名称を「Master's 

Program in Design」、学位の英訳名称を「Master of Engineering」とすることとした。 

専攻の名称 

デザイン科学専攻 「Master's Program in Design」 

学位の名称 

修士（工学）   「Master of Engineering」 

 

５ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（１）建築学専攻 

１）教育課程の編成の基本方針 

我が国では、一定の教育目標、修業年限及び教育の課程を有し、学生に対する体系的

な教育を提供する場としての位置付けを持ち、そのような教育の課程を修了した者に特

定の学位を与えることを基本とする課程制大学院制度を採っていることを踏まえたうえ

で、創造工学研究科建築学専攻修士課程における人材養成の目的や到達目標を達成する

ための体系的な教育課程の編成とすることを基本方針とする。 

  その上で、「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれ

に加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培う」という設置

基準に定める修士課程の目的に応じた能力の修得という観点を踏まえ、建築学分野に関

する高度な専門的知識・技術と能力の修得に向けた体系的な教育課程の編成とともに、

教育上の目的や養成する人材、学位授与の方針を達成するために必要となる授業科目を

開設することとしている。 

２）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・実施の方針 

  創造工学研究科建築学専攻修士課程では、学位授与の方針と教育課程編成・実施の方

針との一体性と整合性に配慮しつつ、修了までに学生が身につけるべき資質や能力を修

得するための教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を次のとおり定め

ることとする。 

① 学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・実施の方針 

  創造工学研究科建築学専攻修士課程では、学位授与の方針を達成するために必要とな

る授業科目を開設することとし、段階的な能力の修得に配慮するため、科目区分を設け

て体系的に授業科目を配当する。 

ア 建築学を主とする専門領域において、工学的な理論を応用・展開するうえで創造工

学の基盤となる知識や汎用的な能力を涵養するための科目群を配当するとともに、建

築計画・意匠、建築環境・設備、建築構造・材料等における高度な専門知識や技術、

幅広い視野で物事を捉える知識を確実に定着させる科目群を配当する。 

イ 建築計画・意匠、建築環境・設備、建築構造・材料等の高度で専門的な知識・技術、

汎用的な能力を駆使し、幅の広い視野で自ら課題を設定するとともに、行動計画・工
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程・作業分担の立案、実行、検証、改善を他者と協力しながら実践的に学び、創造的

な観点から解決を図るための科目群を配当する。 

 ウ 生命を尊重し、法令を遵守するとともに、データ改ざん、盗用、剽窃行為の禁止な

ど、高度な技術者又は研究者として守るべき倫理や社会的責任を理解するための科目

を配当する。 

② 教育課程の編成の考え方 

   創造工学研究科建築学専攻修士課程では、学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・

実施の方針のもとに、段階的な能力の修得に配慮するため、体系的な教育課程の編成と

する観点から、「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「実践科目」及び「総合科目」の科目

区分を設け、各科目区分に応じた授業科目を配当する。 

  ア 専門基礎科目 

    「専門基礎科目」は、建築学分野を主とする専門領域において、学部教育から発展

した更に高度な知識や技術を学ぶための基盤的知識、修士課程２年間で実施される実

践的教育や成熟した社会で活躍するために必要となる普遍的なスキルとして、確かな

表現力、プレゼンテーション能力を涵養するための科目区分と位置付けている。その

ため、この科目区分には「建築設計法規特論」２単位を選択科目として配当するとと

もに、「論文作成・プレゼンテーション技法特論」２単位を選択科目として配当する。 

    また、科学技術の進歩は、その使い方次第で、人間や社会に重大な影響を及ぼす可

能性が多大にあるとの認識に立ち、主に建築学分野の高度な専門技術者養成を担う本

専攻においては、生命倫理や社会的責任といった技術者としての高い倫理観を確立さ

せる必要性がある。そのような倫理観は、学部教育から接続して教育するとともに、

大学院教育においても配当する全ての授業科目で倫理観の涵養を踏まえながら教授す

ることを前提としつつも、その基盤となるより高い意識の涵養を担保する科目として

「技術者・研究者倫理特論」２単位を選択科目として配当する。 

イ 専門コア科目 

    「専門コア科目」は、建築学分野を主とする専門領域においてコアとなる「建築計

画・意匠」、「建築環境・設備」及び「建築構造・材料」について、学部教育から発展

した更に高度な知識や技術を涵養し、修士課程２年間で実施される実践的教育の中で

応用するための知識・技術として定着させるための科目区分と位置付けている。その

ため、この科目区分には上記に該当する科目として、14 科目 28単位を配当する。 

ウ 実践科目 

    「実践科目」は、建築学分野を主とする専門領域においてコアとなる「建築計画・

意匠」、「建築環境・設備」及び「建築構造・材料」の高度な知識・技術について、真

に活用できる知識・技術に転換するとともに、学位授与の方針で示した「自らの思考・

判断のプロセスを説明し、具体的な事例や根拠を示しながら伝達する高度なプレゼン

テーション能力、コミュニケーション能力」及び「グループでの共同作業・研究活動
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を適確に実行し、チームビルディングの手法を駆使して、強固に協力関係をつくり上

げてゆく能力」を涵養する観点から、実践的教育を行うための科目区分と位置付けて

いる。 

そのため、この科目区分には、建築学分野に関連する実際の設計事務所と密に連携

し、実業務の体験を通して、知識・技術の深い理解を促す「建築設計インターンシッ

プ」５単位を選択科目として配当するとともに、建築学の大括り的な専門領域となる

「意匠」、「設備」、「構造」に分かれ、グループ毎に各種の製図等を中心とした知識・

技術を活用する実践的演習科目として「建築意匠設計演習」、「建築設備設計演習」及

び「建築構造設計演習」各２単位を選択必修科目として配当する。 

更には、建築学分野に関連する一定の課題をグループ毎に設定し、仮説の検証を行

うための実験・実習工程・作業分担の立案、実行、まとめと振り返りといった一連の

課題演習を行う「アドバンスドプロジェクト」４単位を必修科目に配当する。 

エ 総合科目 

     「総合科目」は、創造工学研究科建築学専攻修士課程の学位プログラム上で設定する

「専門基礎科目」、「専門コア科目」及び「実践科目」の科目区分における教育を総合的

にまとめ上げるための科目区分と位置付けている。 

     建築学専攻の養成する人材像で示した「地球環境問題、経済のグローバル化等の諸動

向によって変革し続ける国際社会において、創造工学の基盤的知識に裏付けされた高度

な専門知識・技術を有し、地球規模の課題についても自ら見出して、創造的かつ主導的

に解決できる高度専門技術者の養成」を達成するためには、単に知識・技術の集積を図

るだけでは担保できない。そのために知識・技術を実際に活用しながら学修する「実践

科目」を経て、更に自らの知見から課題を設定した後、指導教員とのディスカッション

を通して仮説に基づく活動計画を立案し、実行・検証・改善のサイクルを繰り返しなが

ら、一つの解決法としてまとめ、最終発表を行う総合的な実践教育が必要である。また、

そのような実体験こそが、不定解となる困難な課題に向き合い、幅の広い知識や技術を

駆使しながら解決法を導く高度専門技術者としての応用的な能力や研究・プロジェクト

活動を遂行するためのマネジメント能力を涵養するものと考える。この科目区分には、

そのための科目として「建築学講究」６単位を必修科目に配当する。 

（２）都市環境工学学専攻 

１）教育課程の編成の基本方針 

 我が国では、一定の教育目標、修業年限及び教育の課程を有し、学生に対する体系的

な教育を提供する場としての位置付けを持ち、そのような教育の課程を修了した者に特

定の学位を与えることを基本とする課程制大学院制度を採っていることを踏まえたうえ

で、創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程における人材養成の目的や到達目標を達

成するための体系的な教育課程の編成とすることを基本方針とする。 

  その上で、「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれ
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に加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培う」という設置

基準に定める修士課程の目的に応じた能力の修得という観点を踏まえ、都市環境工学分

野に関する高度な専門的知識・技術と能力の修得に向けた体系的な教育課程の編成とと

もに、教育上の目的や養成する人材、学位授与の方針を達成するために必要となる授業

科目を開設することとしている。 

２）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・実施の方針 

 創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程では、学位授与の方針と教育課程編成・実

施の方針との一体性と整合性に配慮しつつ、修了までに学生が身につけるべき資質や能

力を修得するための教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を次のとお

り定めることとする。 

① 学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・実施の方針 

  創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程では、学位授与の方針を達成するために必

要となる授業科目を開設することとし、段階的な能力の修得に配慮するため、科目区分

を設けて体系的に授業科目を配当する。 

ア 都市環境工学を主とする専門領域において、工学的な理論を応用・展開するうえで

創造工学の基盤となる知識や汎用的な能力を涵養するための科目群を配当するととも

に、都市・地域を対象とする計画学、環境工学、構造・材料学等における高度な専門

知識や技術、幅広い視野で物事を捉える知識を確実に定着させる科目群を配当する。 

イ 都市・地域を対象とする計画学、環境工学、構造・材料学等の高度で専門的な知識・

技術、汎用的な能力を駆使し、幅の広い視野で自ら課題を設定するとともに、行動計

画・工程・作業分担の立案、実行、検証、改善を他者と協力しながら実践的に学び、

創造的な観点から解決を図るための科目群を配当する。 

ウ 生命を尊重し、法令を遵守するとともに、データ改ざん、盗用、剽窃行為の禁止な

ど、高度な技術者又は研究者として守るべき倫理や社会的責任を理解するための科目

を配当する。 

② 教育課程の編成の考え方 

   創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程では、学位授与の方針を踏まえた教育課程

編成・実施の方針のもとに、段階的な能力の修得に配慮するため、体系的な教育課程の

編成とする観点から、「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「実践科目」及び「総合科目」

の科目区分を設け、各科目区分に応じた授業科目を配当する。 

  ア 専門基礎科目 

    「専門基礎科目」は、都市環境工学分野を主とする専門領域において、学部教育か

ら発展した更に高度な知識や技術を学ぶための論理的思考、修士課程２年間で実施さ

れる実践的教育や成熟した社会で活躍するために必要となる普遍的なスキルとして、

確かな表現力、プレゼンテーション能力を涵養するための科目区分と位置付けている。

そのため、この科目区分には「工業数学特論」２単位及び「物理数学特論」２単位を
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選択科目として配当するとともに、「論文作成・プレゼンテーション技法特論」２単位

を選択科目として配当する。 

    また、科学技術の進歩は、その使い方次第で、人間や社会に重大な影響を及ぼす可

能性が多大にあるとの認識に立ち、主に都市環境工学分野の高度な専門技術者養成を

担う本専攻においては、生命倫理や社会的責任といった技術者としての高い倫理観を

確立させる必要性がある。そのような倫理観は、学部教育から接続して教育するとと

もに、大学院教育においても配当する全ての授業科目で倫理観の涵養を踏まえながら

教授することを前提としつつも、その基盤となるより高い意識の涵養を担保する科目

として「技術者・研究者倫理特論」２単位を選択科目として配当する。 

イ 専門コア科目 

   「専門コア科目」は、都市環境工学分野を主とする専門領域においてコアとなる「計

画学」、「環境工学」及び「構造・材料学」について、学部教育から発展した更に高度

な知識や技術を涵養し、修士課程２年間で実施される実践的教育の中で応用するため

の知識・技術として定着させるための科目区分と位置付けている。そのため、この科

目区分には上記に該当する科目として、10 科目 20単位を配当する。 

ウ 実践科目 

    「実践科目」は、都市環境工学分野を主とする専門領域においてコアとなる「計画

学」、「環境工学」及び「構造・材料学」の高度な知識・技術について、真に活用でき

る知識・技術に転換するとともに、学位授与の方針で示した「自らの思考・判断のプ

ロセスを説明し、具体的な事例や根拠を示しながら伝達する高度なプレゼンテーショ

ン能力、コミュニケーション能力」及び「グループでの共同作業・研究活動を適確に

実行し、チームビルディングの手法を駆使して、強固に協力関係をつくり上げてゆく

能力」を涵養する観点から、実践的教育を行うための科目区分と位置付けている。 

そのため、この科目区分には、都市環境工学分野に関連する一定の課題をグループ

毎に設定し、仮説の検証を行うための実験・実習工程・作業分担の立案、実行、まと

めと振り返りといった一連の課題演習を行う「都市環境工学特別演習」４単位を必修

科目に配当する。 

エ 総合科目 

     「総合科目」は、創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程の学位プログラム上で設

定する「専門基礎科目」、「専門コア科目」及び「実践科目」の科目区分における教育を

総合的にまとめ上げるための科目区分と位置付けている。 

     都市環境工学専攻の養成する人材像で示した「都市施設・環境保全施設・交通施設な

どの社会基盤を構成する各種構造物の計画・設計・施工・維持管理等の分野において、

創造工学の基盤的知識に裏付けされた高度な専門知識・技術を有し、人類の生活に必要

な公共インフラ等の課題についても自ら見出して、創造的かつ主導的に解決できる高度

専門技術者の養成」を達成するためには、単に知識・技術の集積を図るだけでは担保で
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きない。そのために知識・技術を実際に活用しながら学修する「実践科目」を経て、更

に自らの知見から課題を設定した後、指導教員とのディスカッションを通して仮説に基

づく活動計画を立案し、実行・検証・改善のサイクルを繰り返しながら、一つの解決法

としてまとめ、最終発表を行う総合的な実践教育が必要である。また、そのような実体

験こそが、不定解となる困難な課題に向き合い、幅の広い知識や技術を駆使しながら解

決法を導く高度専門技術者としての応用的な能力や研究・プロジェクト活動を遂行する

ためのマネジメント能力を涵養するものと考える。この科目区分には、そのための科目

として「都市環境工学講究」６単位を必修科目に配当する。 

（３）デザイン科学専攻 

１）教育課程の編成の基本方針 

 我が国では、一定の教育目標、修業年限及び教育の課程を有し、学生に対する体系的

な教育を提供する場としての位置付けを持ち、そのような教育の課程を修了した者に特

定の学位を与えることを基本とする課程制大学院制度を採っていることを踏まえたうえ

で、創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程における人材養成の目的や到達目標を達

成するための体系的な教育課程の編成とすることを基本方針とする。 

  その上で、「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれ

に加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培う」という設置

基準に定める修士課程の目的に応じた能力の修得という観点を踏まえ、デザイン科学分

野に関する高度な専門的知識・技術と能力の修得に向けた体系的な教育課程の編成とと

もに、教育上の目的や養成する人材、学位授与の方針を達成するために必要となる授業

科目を開設することとしている。 

２）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・実施の方針 

 創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程では、学位授与の方針と教育課程編成・実

施の方針との一体性と整合性に配慮しつつ、修了までに学生が身につけるべき資質や能

力を修得するための教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を次のとお

り定めることとする。 

① 学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・実施の方針 

  創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程では、学位授与の方針を達成するために必

要となる授業科目を開設することとし、段階的な能力の修得に配慮するため、科目区分

を設けて体系的に授業科目を配当する。 

ア デザイン科学を主とする専門領域において、工学的な理論を応用・展開するうえで

創造工学の基盤となる知識や汎用的な能力を涵養するための科目群を配当するととも

に、プロダクトデザイン、プロモーションデザイン、スペースデザイン、デザインカ

ルチャー、デザインイノベーション、ヒューマンファクターエンジニアリング等にお

ける高度な専門知識や技術、幅広い視野で物事を捉える知識を確実に定着させる科目

群を配当する。 
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イ プロダクトデザイン、プロモーションデザイン、スペースデザイン、デザインカル

チャー、デザインイノベーション、ヒューマンファクターエンジニアリング等の高度

で専門的な知識・技術、汎用的な能力を駆使し、幅の広い視野で自ら課題を設定する

とともに、行動計画・工程・作業分担の立案、実行、検証、改善を他者と協力しなが

ら実践的に学び、創造的な観点から解決を図るための科目群を配当する。 

ウ 生命を尊重し、法令を遵守するとともに、データ改ざん、盗用、剽窃行為の禁止な

ど、高度な技術者又は研究者として守るべき倫理や社会的責任を理解するための科目

を配当する。 

② 教育課程の編成の考え方 

   創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程では、学位授与の方針を踏まえた教育課程

編成・実施の方針のもとに、段階的な能力の修得に配慮するため、体系的な教育課程の

編成とする観点から、「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「実践科目」及び「総合科目」

の科目区分を設け、各科目区分に応じた授業科目を配当する。 

ア 専門基礎科目 

    「専門基礎科目」は、デザイン科学分野を主とする専門領域において、グローバル

な社会で多様な視点から物事を捉える汎用的知識、修士課程２年間で実施される実践

的教育や成熟した社会で活躍するために必要となる普遍的なスキルとして、確かな英

語力、表現力、プレゼンテーション能力を涵養するための科目区分と位置付けている。

そのため、この科目区分には「世界の文化特論」２単位を選択科目として配当すると

ともに、「イングリッシュスキルアップ」２単位及び「論文作成・プレゼンテーション

技法特論」２単位を選択科目としてそれぞれ配当する。 

    また、科学技術の進歩は、その使い方次第で、人間や社会に重大な影響を及ぼす可

能性が多大にあるとの認識に立ち、主にデザイン科学分野の高度な専門技術者養成を

担う本専攻においては、生命倫理や社会的責任といった技術者としての高い倫理観を

確立させる必要性がある。そのような倫理観は、学部教育から接続して教育するとと

もに、大学院教育においても配当する全ての授業科目で倫理観の涵養を踏まえながら

教授することを前提としつつも、その基盤となるより高い意識の涵養を担保する科目

として「技術者・研究者倫理特論」２単位を選択科目として配当する。 

イ 専門コア科目 

    「専門コア科目」は、デザイン科学分野を主とする専門領域においてコアとなる「プ

ロダクトデザイン」、「プロモーションデザイン」、「スペースデザイン」、「デザインカ

ルチャー」、「デザインイノベーション」及び「ヒューマンファクターエンジニアリン

グ」等について、学部教育から発展した更に高度な知識や技術を涵養し、修士課程２

年間で実施される実践的教育の中で応用するための知識・技術として定着させるため

の科目区分と位置付けている。そのため、この科目区分には上記に該当する科目とし

て、12科目 24単位を配当する。 
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ウ 実践科目 

    「実践科目」は、デザイン科学分野を主とする専門領域においてコアとなる「プロ

ダクトデザイン」、「プロモーションデザイン」、「スペースデザイン」、「デザインカル

チャー」、「デザインイノベーション」及び「ヒューマンファクターエンジニアリング」

等の高度な知識・技術について、真に活用できる知識・技術に転換するとともに、学

位授与の方針で示した「自らの思考・判断のプロセスを説明し、具体的な事例や根拠

を示しながら伝達する高度なプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力」及

び「グループでの共同作業・研究活動を適確に実行し、チームビルディングの手法を

駆使して、強固に協力関係をつくり上げてゆく能力」を涵養する観点から、実践的教

育を行うための科目区分と位置付けている。 

そのため、この科目区分には、デザイン科学分野に関連する一定の研究調査テーマ

をグループ毎に設定し、調査項目の整理、作業分担、まとめ、成果発表を行う「アド

バンスドサーベイ」２単位を必修科目に配当するとともに、デザイン科学分野に関連

する一定の課題をグループ毎に設定し、仮説の検証を行うための実験・実習工程・作

業分担の立案、実行、まとめと振り返りといった一連の課題演習を行う「アドバンス

ドプロジェクト」４単位を必修科目に配当する。 

エ 総合科目 

     「総合科目」は、創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程の学位プログラム上で設

定する「専門基礎科目」、「専門コア科目」及び「実践科目」の科目区分における教育を

総合的にまとめ上げるための科目区分と位置付けている。 

     デザイン科学専攻の養成する人材像で示した「高い見識・技術力や創造性に富んだデ

ザイナーの育成に加え、デザインプロセスを様々な分野に応用でき、チームビルディン

グやプレゼンテーションの手法を駆使して、調査、解析、発案、プロトタイプングなど

の実現につながる高いデザイン手法を身につけた、実践的なものづくりや仕組みづくり

ができる高度専門技術者の養成」を達成するためには、単に知識・技術の集積を図るだ

けでは担保できない。そのために知識・技術を実際に活用しながら学修する「実践科目」

を経て、更に自らの知見から課題を設定した後、指導教員とのディスカッションを通し

て仮説に基づく活動計画を立案し、実行・検証・改善のサイクルを繰り返しながら、一

つの解決法としてまとめ、最終発表を行う総合的な実践教育が必要である。また、その

ような実体験こそが、不定解となる困難な課題に向き合い、幅の広い知識や技術を駆使

しながら解決法を導く高度専門技術者としての応用的な能力や研究・プロジェクト活動

を遂行するためのマネジメント能力を涵養するものと考える。この科目区分には、その

ための科目として「デザイン科学講究」６単位を必修科目に配当する。 
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６ 教員組織の編成の考え方及び特色 

（１）建築学専攻 

建築学専攻は、既設の工学研究科の建築都市環境学専攻を基礎として設置することから、

既存の教員組織を最大限に活用しつつ、学部教育からの接続に重点を置き、一貫的な教育

成果をより一層発揮することが可能となる教員組織の編成とするとともに、教育研究上の

目的及び養成する人材並びに教育課程編成の考え方を踏まえたうえで、これらの目的を達

成することが可能となる教員組織の編成としている。 

 具体的には、建築学専攻では、組織として研究対象とする中心的な専門領域を「建築学

分野」としていることから、教員組織の編成においては、「建築学分野」を専門とする専任

教員を中心とした教員組織としているとともに、学部教育との接続性や配当する授業科目

数、単位数に応じて、各専門分野における教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力

及び実績を有する教授 10人、准教授３人及び助教１人を配置する計画としている。 

 また、建築学専攻の教員組織の年齢構成については、30歳代１人、40歳代４人、50歳代

７人、60 歳代２人から構成することとしており、特定の年齢層に偏ることのないよう計画

しているとともに、全ての教員が基礎となる創造工学部建築学科所属の教員であることか

ら、学部教育との接続性、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支障がない教員

組織の編成となるように配慮している。 

（２）都市環境工学専攻 

 都市環境工学専攻は、既設の工学研究科の建築都市環境学専攻を基礎として設置するこ

とから、既存の教員組織を最大限に活用しつつ、学部教育からの接続に重点を置き、一貫

的な教育成果をより一層発揮することが可能となる教員組織の編成とするとともに、教育

研究上の目的及び養成する人材並びに教育課程編成の考え方を踏まえたうえで、これらの

目的を達成することが可能となる教員組織の編成としている。 

 具体的には、都市環境工学専攻では、組織として研究対象とする中心的な専門領域を「都

市環境工学分野」としていることから、教員組織の編成においては、「都市環境工学分野」

を専門とする専任教員を中心とした教員組織としているとともに、学部教育との接続性や

配当する授業科目数、単位数に応じて、各専門分野における教育上、研究上又は実務上の

優れた知識、能力及び実績を有する教授６人及び准教授３人を配置する計画としている。 

 また、都市環境工学専攻の教員組織の年齢構成については、30 歳代１人、40 歳代４人、

50 歳代２人、60歳代２人から構成することとしており、特定の年齢層に偏ることのないよ

う計画しているとともに、全ての教員が基礎となる創造工学部都市環境工学科所属の教員

であることから、学部教育との接続性、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支

障がない教員組織の編成となるように配慮している。 

（３）デザイン科学専攻 

デザイン科学専攻は、既設の工学研究科のデザイン科学専攻を基礎として設置すること

から、既存の教員組織を最大限に活用しつつ、学部教育からの接続に重点を置き、一貫的
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な教育成果をより一層発揮することが可能となる教員組織の編成とするとともに、教育研

究上の目的及び養成する人材並びに教育課程編成の考え方を踏まえたうえで、これらの目

的を達成することが可能となる教員組織の編成としている。 

 具体的には、デザイン科学専攻では、組織として研究対象とする中心的な専門領域を「デ

ザイン科学分野」としていることから、教員組織の編成においては、「デザイン科学分野」

を専門とする専任教員を中心とした教員組織としているとともに、学部教育との接続性や

配当する授業科目数、単位数に応じて、各専門分野における教育上、研究上又は実務上の

優れた知識、能力及び実績を有する教授９人、准教授３人及び助教１人を配置する計画と

している。 

 また、デザイン科学専攻の教員組織の年齢構成については、30 歳代１人、40 歳代４人、

50 歳代５人、60歳代３人から構成することとしており、特定の年齢層に偏ることのないよ

う計画しているとともに、全ての教員が基礎となる創造工学部デザイン科学科及び学部の

体育教育を担う教育センター所属の教員であることから、学部教育との接続性、教育研究

水準の維持向上や教育研究の活性化に支障がない教員組織の編成となるように配慮してい

る。 

 

７ 教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 

（１）建築学専攻 

１）教育方法 

 創造工学研究科建築学専攻修士課程における授業方法は、知識・技術の理解を目的と

する教育内容については、講義形式を中心とした授業形態を採るとともに、それらを活

用して実際に体験することで、理解を深める教育を行う内容については、演習形式及び

実験形式や実習形式による授業形態を採ることとしている。 

  授業毎の学生数については、いずれの授業科目においても少人数を原則とするととも

に、特に、学位プログラム上の総合的な教育である「建築学講究」においては、個別指

導を中心とする授業運営を行うこととする。 

  更に、修了時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して授業における

学習目標やその目標を達成するための授業の方法、授業の計画等をシラバスにより明示

するとともに、成績評価基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うこととする。 

２）履修指導 

 創造工学研究科建築学専攻修士課程では、授業科目履修、研究指導、学位論文審査等

の各段階が有機的な連続性を持って修士の学位授与へと導いていくため、教育のプロセ

ス管理を重視し、組織的な履修指導体制の整備を図ることとする。 

具体的には、入学時のオリエンテーションと前期学期始めの履修ガイダンスに加えて、

指導教員による継続的な個別履修指導を前提とするが、より体系的な科目履修を可能と

するためにディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーとの関連性や科目の順次性
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を示すカリキュラム・マップを示すとともに、典型的な履修モデルの提示による履修指

導を行うこととする。（資料２） 

 

  ３）研究指導 

    創造工学研究科建築学専攻修士課程では、学位プログラム上の総合的な実践教育として

「建築学講究」を配当し、複数の研究指導教員による入学から修了までの継続的な研究指

導体制を整えることとしており、学生一人ひとりの課題設定や研究計画に対応する個別指

導を中心として、修士の学位に相応しいレベルの研究活動等を行うことができるように、

指導を行うこととする。 

    また、研究指導等の進捗を確認するため、１年次後期に中間評価を課すこととしており、

予め明示する評価基準に応じた現時点の到達度を確認させることで、次年度に向けた振り

返り活動や工程の見直し等を図る円滑な指導を行うこととする。 

  ４）学位論文審査体制 

修士の学位を授与するための最終的な成果物となる修士学位論文又は修士課題研究の

審査体制については、「学位規程」に基づき、学長は、学位授与を申請する者から提出さ

れた学位論文の審査を大学院教授会に付することとしており、大学院教授会は、学位論

文審査委員会として主査１名及び副査２名以上を選定する。 

また、学位論文審査委員会は、公明正大に学位論文の審査等を行うこととしているた

め、学位論文発表会を開催するとともに、学位論文を提出した者の最終試験は、学位論

文を中心とした関連科目について、筆記又は口述により実施することとしている。 

なお、大学院教授会は、当該学位論文審査委員会の審査結果報告に基づいて審議し、

学位を授与すべきか否かを議決することとしており、学長は、大学院教授会の審議結果

に基づき、学位を授与するべき者には所定の学位記を授与し、不合格者にはその旨を通

知することとしている。 

５）修了要件 

    創造工学研究科建築学専攻修士課程の修了要件は、体系的な教育の課程を履修し、修了

に必要となる単位数として、「実践科目」区分の選択必修１科目２単位及び必修１科目４

単位、「総合科目」区分の必修１科目６単位を含む合計 30 単位以上を取得するものとし、

研究指導教員による研究指導を受けて、本大学院の行う修士論文の審査及び最終試験に合

格した者に対して「修士（工学）」の学位を授与する。 

（２）都市環境工学専攻 

１）教育方法 

 創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程における授業方法は、知識・技術の理解を

目的とする教育内容については、講義形式を中心とした授業形態を採るとともに、それ

らを活用して実際に体験することで、理解を深める教育を行う内容については、演習形

式及び実験形式や実習形式による授業形態を採ることとしている。 
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  授業毎の学生数については、いずれの授業科目においても少人数を原則とするととも

に、特に、学位プログラム上の総合的な教育である「都市環境工学講究」においては、

個別指導を中心とする授業運営を行うこととする。 

  更に、修了時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して授業における

学習目標やその目標を達成するための授業の方法、授業の計画等をシラバスにより明示

するとともに、成績評価基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うこととする。 

２）履修指導 

 創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程では、授業科目履修、研究指導、学位論文

審査等の各段階が有機的な連続性を持って修士の学位授与へと導いていくため、教育の

プロセス管理を重視し、組織的な履修指導体制の整備を図ることとする。 

具体的には、入学時のオリエンテーションと前期学期始めの履修ガイダンスに加えて、

指導教員による継続的な個別履修指導を前提とするが、より体系的な科目履修を可能と

するためにディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーとの関連性や科目の順次性

を示すカリキュラム・マップを示すとともに、典型的な履修モデルの提示による履修指

導を行うこととする。（資料３） 

  ３）研究指導 

    創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程では、学位プログラム上の総合的な実践教育

として「都市環境工学講究」を配当し、複数の研究指導教員による入学から修了までの継

続的な研究指導体制を整えることとしており、学生一人ひとりの課題設定や研究計画に対

応する個別指導を中心として、修士の学位に相応しいレベルの研究活動等を行うことがで

きるように、指導を行うこととする。 

    また、研究指導等の進捗を確認するため、１年次後期に中間評価を課すこととしており、

予め明示する評価基準に応じた現時点の到達度を確認させることで、次年度に向けた振り

返り活動や工程の見直し等を図る円滑な指導を行うこととする。 

  ４）学位論文審査体制 

修士の学位を授与するための最終的な成果物となる修士学位論文又は修士課題研究の

審査体制については、「学位規程」に基づき、学長は、学位授与を申請する者から提出さ

れた学位論文の審査を大学院教授会に付することとしており、大学院教授会は、学位論

文審査委員会として主査１名及び副査２名以上を選定する。 

また、学位論文審査委員会は、公明正大に学位論文の審査等を行うこととしているた

め、学位論文発表会を開催するとともに、学位論文を提出した者の最終試験は、学位論

文を中心とした関連科目について、筆記又は口述により実施することとしている。 

なお、大学院教授会は、当該学位論文審査委員会の審査結果報告に基づいて審議し、

学位を授与すべきか否かを議決することとしており、学長は、大学院教授会の審議結果

に基づき、学位を授与するべき者には所定の学位記を授与し、不合格者にはその旨を通

知することとしている。 
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５）修了要件 

    創造工学研究科都市環境工学専攻修士課程の修了要件は、体系的な教育の課程を履修し、

修了に必要となる単位数として、「実践科目」区分の必修１科目４単位、「総合科目」区分

の必修１科目６単位を含む合計 30 単位以上を取得するものとし、研究指導教員による研

究指導を受けて、本大学院の行う修士論文の審査及び最終試験に合格した者に対して「修

士（工学）」の学位を授与する。 

（３）デザイン科学専攻 

１）教育方法 

 創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程における授業方法は、知識・技術の理解を

目的とする教育内容については、講義形式を中心とした授業形態を採るとともに、それ

らを活用して実際に体験することで、理解を深める教育を行う内容については、演習形

式及び実験形式や実習形式による授業形態を採ることとしている。 

  授業毎の学生数については、いずれの授業科目においても少人数を原則とするととも

に、特に、学位プログラム上の総合的な教育である「デザイン科学講究」においては、

個別指導を中心とする授業運営を行うこととする。 

  更に、修了時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して授業における

学習目標やその目標を達成するための授業の方法、授業の計画等をシラバスにより明示

するとともに、成績評価基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うこととする。 

２）履修指導 

 創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程では、授業科目履修、研究指導、学位論文

審査等の各段階が有機的な連続性を持って修士の学位授与へと導いていくため、教育の

プロセス管理を重視し、組織的な履修指導体制の整備を図ることとする。 

具体的には、入学時のオリエンテーションと前期学期始めの履修ガイダンスに加えて、

指導教員による継続的な個別履修指導を前提とするが、より体系的な科目履修を可能と

するためにディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーとの関連性や科目の順次性

を示すカリキュラム・マップを示すとともに、典型的な履修モデルの提示による履修指

導を行うこととする。（資料４） 

 ３）研究指導 

    創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程では、学位プログラム上の総合的な実践教育

として「デザイン科学講究」を配当し、複数の研究指導教員による入学から修了までの継

続的な研究指導体制を整えることとしており、学生一人ひとりの課題設定や研究計画に対

応する個別指導を中心として、修士の学位に相応しいレベルの研究活動等を行うことがで

きるように、指導を行うこととする。 

    また、研究指導等の進捗を確認するため、１年次後期に中間評価を課すこととしており、

予め明示する評価基準に応じた現時点の到達度を確認させることで、次年度に向けた振り

返り活動や工程の見直し等を図る円滑な指導を行うこととする。 
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  ４）学位論文審査体制 

修士の学位を授与するための最終的な成果物となる修士学位論文又は修士課題研究の

審査体制については、「学位規程」に基づき、学長は、学位授与を申請する者から提出さ

れた学位論文の審査を大学院教授会に付することとしており、大学院教授会は、学位論

文審査委員会として主査１名及び副査２名以上を選定する。 

また、学位論文審査委員会は、公明正大に学位論文の審査等を行うこととしているた

め、学位論文発表会を開催するとともに、学位論文を提出した者の最終試験は、学位論

文を中心とした関連科目について、筆記又は口述により実施することとしている。 

なお、大学院教授会は、当該学位論文審査委員会の審査結果報告に基づいて審議し、

学位を授与すべきか否かを議決することとしており、学長は、大学院教授会の審議結果

に基づき、学位を授与するべき者には所定の学位記を授与し、不合格者にはその旨を通

知することとしている。 

５）修了要件 

    創造工学研究科デザイン科学専攻修士課程の修了要件は、体系的な教育の課程を履修し、

修了に必要となる単位数として、「実践科目」区分の必修２科目６単位、「総合科目」区分

の必修１科目６単位を含む合計 30 単位以上を取得するものとし、研究指導教員による研

究指導を受けて、本大学院の行う修士論文の審査及び最終試験に合格した者に対して「修

士（工学）」の学位を授与する。 

 

８ 施設、設備の整備状況 

（１）校地、運動場の整備計画 

   本学は、津田沼と新習志野に各々校舎を有しており、津田沼校舎は、ＪＲ総武線津田沼駅

から徒歩約１分の習志野市津田沼に位置し、校地面積約 54,000 ㎡を有している。新習志野

校舎は、ＪＲ京葉線新習志野駅から徒歩約６分の習志野市芝園に位置し、校地面積約

103,000㎡を有しており、学生の休息その他の利用のための適当な空地を含む十分な校地面

積を確保していることから、大学教育に相応しい環境を整えている。 

   運動場は、ＪＲ京葉線新習志野駅から徒歩約 15 分の習志野市茜浜に位置し、約 98,000

㎡の面積を有しており、新習志野校舎とも隣接した環境にある。運動用設備としては、野球

場や武道館、武道場をはじめとして、陸上トラック兼ラグビー場、テニスコート、サッカー

場や屋内練習場などを備えており、主に学生の課外活動を中心として利用している。 

（２）校舎等施設の整備計画 

   本専攻が学びの場とする津田沼校舎では、15 棟の校舎等施設を有しており、校舎面積は

約 96,000㎡で、主要な教室等の内訳としては、講義室 45室、演習室 76 室、実験・実習室

288室、情報処理室３室の他、教員研究室 214 室、講師控室、図書館、学長室、会議室、事

務室、保健室、学生自習室、学生食堂などを備えていることから、教育・研究上、支障はな

いものと考えている。 
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   各専攻の設置に伴う教員の研究室の整備計画については、教員組織として計画している専

任教員数 135名については既に整備されていることから、教育・研究に支障はないと考えて

いる。なお、１室当たりの広さは約 100㎡としている。 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

① 図書等の資料の整備計画 

津田沼校舎の図書館では、図書等の資料について、現在、図書 67,637 冊（うち外国書

6,494 冊）を所蔵しているとともに、学術雑誌 1,447誌（うち外国雑誌 1,014誌）のほか、

ビデオやＤＶＤなどの視聴覚資料 815 点の整備がなされており、また、新習志野校舎の

図書館では、図書等の資料について、現在、図書 176,037冊（うち外国書 21,910冊）を

所蔵しているとともに、学術雑誌 2,836 誌（うち外国雑誌 833 誌）のほか、ビデオやＤ

ＶＤなどの視聴覚資料 1,696 点の整備がなされており、加えて電子ジャーナル 5,789 種

が両館で閲覧できることから、教育研究上の支障はないものと考えている。 

工学研究科の設置計画に伴う図書等の資料の整備計画としては、これまで、工学研究

科の基礎となる工学部として整備してきた専門図書 28,203冊を有効的に転用するととも

に、新たに工学・創造工学・先進工学研究科の教育研究を行うために必要となる図書等

の資料の整備計画として、専門図書 434冊（うち外国書 124冊）、映像資料やＣＤ－ＲＯ

Ｍ等の視聴覚資料 50点を整備することとしている。 

② 図書館の整備計画 

図書館の機能については、津田沼校舎の図書館では、収容定員の約３％にあたる 282

席の閲覧座席数を整備しているとともに、サービスカウンター、ラーニング・コモンズ、

ワークショップ・スペース、ブラウンジングコーナー、探索用パソコン７台、コピー機

２台を整備している。 

また、新習志野校舎の図書館では、収容定員の約８％にあたる 680 席の閲覧座席数を

整備しているとともに、サービスカウンター、ラーニング・コモンズ、ワークショップ・

スペース、視聴覚コーナー、ブラウンジングコーナー、探索用パソコン７台、コピー機

２台を整備している。 

研究活動に不可欠な学術情報資源を持続的・安定的に整備し、研究支援体制を今後も

充実していく。 

 

９ 既設学部との関係 

創造工学研究科では、既設の創造工学部の建築学科、都市環境工学科、デザイン科学科

を基礎として、学部段階における教養教育とこれに十分裏打ちされた専門的素養の上に立

ち、専門性の一層の向上を図るための深い知的学識を涵養する教育を目指して、「創造工学

分野を支える高度専門技術者として必要となる幅広い教養、高度な専門知識や専門技術及

びチームビルディングやプレゼンテーションの手法を用いて活動する実践力を習得させ、

総合力・創造力、且つ質の高いものづくり・空間づくり・都市づくり・国土づくり等に活
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用できる能力を習得させる」ことを教育研究上の目的としている。 

また、創造工学研究科では、「高度な創造工学の知識・技術を駆使し、解の定まらない課

題においてもその解決法を導きながら自ら企画・提案するために必要なコミュニケーショ

ン力・豊かな人間力・論理的思考力・国際感覚と基盤的知識を備えた上で、高度専門技術

者として守るべき倫理や負うべき社会的責任を理解して、建築・建設・住宅・インテリア・

製品等に関わる生産や、それらに関連する調査・企画・計画・設計、維持管理・マネジメ

ント等の分野で、世界文化に貢献し得る人材を養成する」こととする。 

このことから、創造工学研究科では、学部教育との専門性と接続性を踏まえつつ、教育

研究の目的や人材養成の目的の達成に向けて、個別学問分野を深める専門性が過度に重視

されることのないように留意したうえで、学部教育段階で修得した建築学、都市環境工学、

デザイン科学の基盤となる基本的な理論や技術に関する知識と能力の習得を前提として、

建築学分野、都市環境工学分野、デザイン科学分野に関する高度な知識や能力の習得が可

能となるように配慮し、教育研究領域を絞り込んだものとしている。（資料５） 

 

１０ 入学者選抜の概要 

（１）創造工学研究科の入学者受入方針 

本研究科が掲げる各ポリシーを理解し、将来、高度専門技術者・研究者として活躍する

ことを目指す意欲的な人を積極的に受け入れる。本課程では、豊かな教養に支えられた工

学に関する基礎知識を充分に携え、創造工学分野の高度な専門知識と技術に強い関心を持

ち、幅広い学びと専門分野の探求に意欲がある人、地球規模の課題についても自ら見出し

て、創造的かつ主導的に解決する意欲がある人、技術者としての倫理観を備え、これから

の社会に貢献しようとする人を求める。 

（２）建築学専攻 

１）入学者の受入方針 

建築学専攻修士課程では、大学院への入学者の受入れと入学後の教育に有機的なつな

がりを持たせることから、学部段階で建築学分野に関する基礎的、基本的な知識や能力

を修得した者を受入れることとしており、入学受入れの対象者としては、本学の創造工

学部の建築学科を卒業した者及び他大学で建築学分野の教育を修めた者、既に建築学分

野及び同関連分野で職業実践に携わる社会人等を受入れることにより、教育機会の拡大

と多様な学生の受入れに積極的に対応することとしている。 

建築学専攻修士課程では、養成する人材の目的及び教育課程の編成の考え方を踏まえ

て、次の通り、入学者の受入方針を設定する。 

① 建築学分野に対する強い興味と関心並びに学習意欲を有している。 

    ② 建築学分野の基礎的な知識及び基本的な技術と態度を有している。 

    ③ 物事を多面的かつ論理的に考察し、広い視野で問題解決する能力を身につけている。 

    ④ 自分の考えを的確に表現し、具体的な事例や根拠を示しながら相手に確実に伝達す
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ることができる。 

２）入学者選抜の実施方法及び募集人数 

入学者選抜の実施方法としては、建築学専攻修士課程における養成する人材の目的や

入学者の受入方針を踏まえたうえで、一般入学試験及び推薦入学試験により選抜するこ

ととし、募集人数については、一般入学試験 13名、推薦入学試験 19名とする。 

① 一般入学試験 

一般入学試験は、書類選考、学力考査と面接により実施する。 

② 推薦入学試験 

  推薦入学試験は、書類選考、学力考査と面接により実施する。 

なお、推薦入学試験の受験資格については、本学の学部教育を卒業した者は、学部長

又は卒業論文の指導教員からの推薦を要することとし、他大学を卒業した者は、当該大

学の学長又は所属学科長からの推薦を要することとしている。 

建築学専攻修士課程における入学者の受入方針に対する判定については、次の通り行

うこととする。 

１ 「建築学分野に対する強い興味と関心並びに学習意欲を有している」ことについ

ては、面接において判定する。 

２ 「建築学分野の基礎的な知識及び基本的な技術と態度を有している」ことについ

ては、専門分野に関する論述試験又は口述試験及び成績証明書等に基づく書面審査

により判定する。 

３ 「物事を多面的かつ論理的に考察し、広い視野で問題解決する能力を身につけて

いる」ことについては、論述試験又は口述試験及び面接において判定する。 

４ 「自分の考えを的確に表現し、具体的な事例や根拠を示しながら相手に確実に伝

達することができる」ことについては、面接において判定する。 

（３）都市環境工学専攻 

１）入学者の受入方針 

都市環境工学専攻修士課程では、大学院への入学者の受入れと入学後の教育に有機的

なつながりを持たせることから、学部段階で建築学分野に関する基礎的、基本的な知識

や能力を修得した者を受入れることとしており、入学受入れの対象者としては、本学の

創造工学部の都市環境工学科を卒業した者及び他大学で都市環境工学分野の教育を修め

た者、既に都市環境工学分野及び同関連分野で職業実践に携わる社会人等を受入れるこ

とにより、教育機会の拡大と多様な学生の受入れに積極的に対応することとしている。 

都市環境工学専攻修士課程では、養成する人材の目的及び教育課程の編成の考え方を

踏まえて、次の通り、入学者の受入方針を設定する。 

① 都市環境工学分野に対する強い興味と関心並びに学習意欲を有している。 

    ② 都市環境工学分野の基礎的な知識及び基本的な技術と態度を有している。 

    ③ 物事を多面的かつ論理的に考察し、広い視野で問題解決する能力を身につけている。 
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    ④ 自分の考えを的確に表現し、具体的な事例や根拠を示しながら相手に確実に伝達す

ることができる。 

２）入学者選抜の実施方法及び募集人数 

入学者選抜の実施方法としては、都市環境工学専攻修士課程における養成する人材の

目的や入学者の受入方針を踏まえたうえで、一般入学試験及び推薦入学試験により選抜

することとし、募集人数については、一般入学試験９名、推薦入学試験 13名とする。 

① 一般入学試験 

一般入学試験は、書類選考、学力考査と面接により実施する。 

② 推薦入学試験 

   推薦入学試験は、書類選考、学力考査と面接により実施する。 

なお、推薦入学試験の受験資格については、本学の学部教育を卒業した者は、学部長

又は卒業論文の指導教員からの推薦を要することとし、他大学を卒業した者は、当該大

学の学長又は所属学科長からの推薦を要することとしている。 

都市環境工学専攻修士課程における入学者の受入方針に対する判定については、次の

通り行うこととする。 

１ 「都市環境工学分野に対する強い興味と関心並びに学習意欲を有している」こと

については、面接において判定する。 

２ 「都市環境工学分野の基礎的な知識及び基本的な技術と態度を有している」こと

については、専門分野に関する論述試験又は口述試験及び成績証明書等に基づく書

面審査により判定する。 

３ 「物事を多面的かつ論理的に考察し、広い視野で問題解決する能力を身につけて

いる」ことについては、論述試験又は口述試験及び面接において判定する。 

４ 「自分の考えを的確に表現し、具体的な事例や根拠を示しながら相手に確実に伝

達することができる」ことについては、面接において判定する。 

（４）デザイン科学専攻 

１）入学者の受入方針 

デザイン科学専攻修士課程では、大学院への入学者の受入れと入学後の教育に有機的

なつながりを持たせることから、学部段階で建築学分野に関する基礎的、基本的な知識

や能力を修得した者を受入れることとしており、入学受入れの対象者としては、本学の

創造工学部のデザイン科学科を卒業した者及び他大学でデザイン科学分野の教育を修め

た者、既にデザイン科学分野及び同関連分野で職業実践に携わる社会人等を受入れるこ

とにより、教育機会の拡大と多様な学生の受入れに積極的に対応することとしている。 

デザイン科学専攻修士課程では、養成する人材の目的及び教育課程の編成の考え方を

踏まえて、次の通り、入学者の受入方針を設定する。 

    ① デザイン科学分野に対する強い興味と関心並びに学習意欲を有している。 

    ② デザイン科学分野の基礎的な知識及び基本的な技術と態度を有している。 
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    ③ 物事を多面的かつ論理的に考察し、広い視野で問題解決する能力を身につけている。 

    ④ 自分の考えを的確に表現し、具体的な事例や根拠を示しながら相手に確実に伝達す

ることができる。 

２）入学者選抜の実施方法及び募集人数 

入学者選抜の実施方法としては、デザイン科学専攻修士課程における養成する人材の

目的や入学者の受入方針を踏まえたうえで、一般入学試験及び推薦入学試験により選抜

することとし、募集人数については、一般入学試験９名、推薦入学試験 13名とする。 

① 一般入学試験 

一般入学試験は、書類選考、学力考査と面接により実施する。 

② 推薦入学試験 

   推薦入学試験は、書類選考、学力考査と面接により実施する。 

なお、推薦入学試験の受験資格については、本学の学部教育を卒業した者は、学部長

又は卒業論文の指導教員からの推薦を要することとし、他大学を卒業した者は、当該大

学の学長又は所属学科長からの推薦、既に職業実践に携わる者については、当該組織・

機関等からの推薦を要することとしている。 

デザイン科学専攻修士課程における入学者の受入方針に対する判定については、次の

通り行うこととする。 

１ 「デザイン科学分野に対する強い興味と関心並びに学習意欲を有している」こと

については、面接において判定する。 

２ 「デザイン科学分野の基礎的な知識及び基本的な技術と態度を有している」こと

については、専門分野に関する論述試験又は口述試験及び成績証明書等に基づく書

面審査により判定する。 

３ 「物事を多面的かつ論理的に考察し、広い視野で問題解決する能力を身につけて

いる」ことについては、論述試験又は口述試験及び面接において判定する。 

４ 「自分の考えを的確に表現し、具体的な事例や根拠を示しながら相手に確実に伝

達することができる」ことについては、面接において判定する。 

 

１１ 取得可能な資格 

【建築学専攻】 

なし 

【都市環境工学専攻】 

（１）取得可能な資格 

高等学校教諭専修免許（工業）：国家資格  

（２）資格取得の条件 

高等学校教諭専修免許（工業） 

修了要件単位に含まれる科目（教科及び教科の指導法に関する科目）から 24単位以上を
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修得することにより、高等学校教諭専修免許（工業）を取得することができる。 

【デザイン科学専攻】 

 なし 

 

１２ 管理運営 

（１）教授会 

教授会は研究科ごとに開催され、原則として研究科の専任教授で構成される。 

学長が教授会の意見を聴く事項は別途内規において定められており、学位の授与、退学

及び除籍等に関する事項のほか、教育課程の編成、教員の教育・研究業績に関する事項等、

教育・研究に関する重要な事項について学長に意見を述べることとしている。 

（２）研究科長会 

本学の教育・研究に関する基本方針や、教育・研究の運営に必要な重要事項を協議する

ため、研究科長会を招集し、意見を聴くこととしている。 

研究科長会の構成員は、学長、研究科長、大学院教務委員長、大学事務局長及び担当職

員であり、毎月１回定期的に開催するほか、必要に応じて臨時に開催している。 

研究科長会において意見を聴き学長が決定した事項や、以降の教授会で意見を聴く事項

は、研究科連絡会議を通じて各専攻に報告される。研究科連絡会議の構成員は、研究科長

会構成員のほか各専攻長、ＦＤ委員長であり、各委員会からの連絡、各専攻からの要望等

も研究科連絡会議で伝達される。 

（３）教授会以外の委員会 

学長及び研究科長がつかさどる教育・研究に関する事項の検討や起案等のために、大学

院教務委員会、学生委員会、就職委員会、入学試験委員会、ＦＤ委員会等の各種委員会を

設置している。各委員会の委員長は学長が指名し、委員は本学の専任教員及び所管事務局

の部課長で構成され、各委員会の規程に基づき定期的に、必要に応じて臨時にも開催して

いる。 

 

１３ 自己点検・評価 

（１）実施方法 

本学では、大学教育における教育の理念や目標に照らして、教育活動及び研究活動の状

況を点検、評価することにより、現状を正確に把握、認識するとともに、その達成状況を

評価し、評価結果に基づく改善の推進を図ることを目的として、自己点検・評価を３年に

一度実施している。 

自己点検・評価の実施方法については、自己点検・評価を自らの教育･研究活動の改善の

サイクルの中に明確に位置付け、自己点検・評価を行う責任体制を明確にしたうえで、（公

財）日本高等教育評価機構の定める評価項目ごとに、全学的な自己点検評価委員会による

自己点検・評価を行うこととしている。 
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（２）実施体制 

本学では、自己点検・評価は、全教職員により全学的に取り組むことを基本とし、学校

法人千葉工業大学自己点検評価に関する規程に基づき、理事長が最高責任者の自己点検評

価改善本部を置き、改善本部のもとに自己点検評価委員会を設置している。委員会は、理

事長・学長が指名する教職員で構成している。自己点検評価委員会は、各委員会・事務局

による自己点検評価を統括し、各委員会・事務局の報告を評価し、自己点検評価報告書を

作成する。 

作成した評価報告書は改善本部に報告し、改善本部は評価報告書に基づいて、必要に応

じて各機関に対し、改善を指示している。 

（３）公表及び評価項目 

自己点検・評価の結果については、積極的に社会に公表し、社会の評価を受けることを

通して、教育内容や方法の継続的な見直しや改善を図ることにより、自らの教育研究水準

の一層の向上に努めていくとともに、これらの効果を一層確かなものとするために、自己

点検・評価の結果についてホームページを利用し公表している。また、大学機関別認証評

価を６年に一度受審し、自己点検評価報告書とともにホームページで公表している。 

  評価項目は以下のとおりである。 

① 使命・目的等 

② 学生 

③ 教育課程 

④ 教員・職員 

⑤ 経営・管理と財務 

⑥ 内部質保証 

⑦ 独自基準 

 

１４ 情報の公表 

（１）実施方法 

 研究科等における人材の養成に関する目的、その他の教育研究上の目的について、学則

及び規則等を適切な形式により定め、これを広く社会に公表するとともに、教育研究活動

等の状況など大学に関する情報全般について、インターネット上のホームページや大学案

内などの刊行物への掲載、その他広く一般に周知を図ることができる方法により積極的に

提供することとしている。 

 特に、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報を積極的に公表

することとし、その際、大学の教育力の向上の観点から、学生がどのようなカリキュラム

に基づき、何を学ぶことができるのかという観点が明確になるよう留意することとしてい

る。 

 教育情報の公表については、そのための適切な体制を整えるとともに、刊行物への掲載、
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インターネットの利用その他広く周知を図ることができる方法によって行うこととしてい

る。 

（２）実施項目 

 次の教育研究活動等の状況についての情報を公表する。 

ア. 大学の教育研究上の目的に関すること。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/purpose/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 学部、学科等の名称及び教育研究上の目的］ 

イ. 教育研究上の基本組織に関すること。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/system/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 組織図］ 

ウ. 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/staff/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 教職員数］ 

（https://www.lib.it-chiba.ac.jp/cithp/KgApp） 

［ホーム > 情報公開 >研究者情報］ 

エ. 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は

修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関するこ

と。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/navi-graduate/postgraduate/policy/） 

［ホーム > 大学院 NAVI > 大学院入試 > 大学院アドミッションポリシー］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/date/entrant/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 学生基礎データ > 入学者数・入学定員］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/date/student/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 学生基礎データ > 学部・大学院 在籍状況・収容定員］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/date/graduate/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 学生基礎データ>卒業（修了）者数・進路状況］ 

オ. 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。 

（https://risyu.is.it-chiba.ac.jp/syllabus/syplsso100） 

［ホーム > 情報公開 > シラバス］ 

カ. 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/valuation/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 評価及び卒業（修了）認定に当たっての基準］ 

キ. 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/campus/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > キャンパス概要等］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/campus/tsudanuma/） 



31 

［ホーム > 大学案内 > キャンパス・施設案内 > 津田沼キャンパス］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/campus/shinnarashino/） 

［ホーム > 大学案内 > キャンパス・施設案内 > 新習志野キャンパス］ 

ク. 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/expense/tuition/） 

［ホーム > 学費・奨学金・保険 > 学費］ 

ケ. 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。 

（https://www.it-chiba.ac.jp/support/support/counseling/） 

［ホーム > 学生生活・教育 > 学生生活サポート > 学生相談・保健室］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/career/） 

［ホーム > キャリア・就職］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/student/） 

［ホーム > 学生支援プログラム］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/exchange/toforeigner/） 

［ホーム > 国際交流 > 外国人留学生の方へ］ 

コ. その他（教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報、学則等各

種規程、設置認可申請書、設置届出書、設置計画履行状況等報告書、自己点検・評価

報告書、認証評価の結果等） 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/regulations/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 規程関係］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/setting/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 設置届出書・履行状況報告書］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/evaluation/inspection/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 評価・格付 > 自己点検・評価報告書］ 

（https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/evaluation/jihee/） 

［ホーム > 大学案内 > 大学概要 > 評価・格付 > 大学機関別認証評価］ 

（３）公表内容 

 教育研究活動等の状況についての情報を公表するに際しては、以下の点に留意したうえ

で行うこととする。 

① 大学の教育研究上の目的に関する情報については、研究科ごとに、それぞれ定めた目

的を公表する。 

② 教育研究上の基本組織に関する情報については、研究科、専攻又は課程等の名称を明

らかにする。 

③ 教員組織に関する情報については、組織内の年齢構成等を明らかにし、効果的な教育

を行うため組織的な連携を図っていることを積極的に明らかにする。 

④ 教員の数については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表することとし、
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法令上必要な専任教員数を確保していることや男女別、職位別の人数等の詳細をでき

るだけ明らかにする。 

⑤ 各教員の業績については、研究業績等にとどまらず、各教員の多様な業績を積極的に

明らかにすることにより、教育上の能力に関する事項や職務上の実績に関する事項な

ど、当該教員の専門性と提供できる教育内容に関することを確認できるという点に留

意したうえで公表する。 

⑥ 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は

修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関する情

報については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表する。 

⑦ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関する情報については、教

育課程の体系性を明らかにする観点に留意するとともに、年間の授業計画については、

シラバスや年間授業計画の概要を活用する。 

⑧ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関する情報につい

ては、必修科目、選択科目の別の必要単位修得数を明らかにし、取得可能な学位に関

する情報を明らかにする。 

⑨ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関する情報については、

学生生活の中心であるキャンパスの概要のほか、運動施設の概要、課外活動の状況及

びそのために用いる施設、休息を行う環境その他の学習環境、主な交通手段等の状況

をできるだけ明らかにする。 

⑩ 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関する情報について明らかにする。 

⑪ 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関する情報について

は、留学生支援や障害者支援など大学が取り組む様々な学生支援の状況をできるだけ

明らかにする。 

 

１５ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 

（１）実施体制 

 授業の質的向上ならびに内容・方法の改善を図るための組織的な取り組みについては、

「ＦＤ委員会規程」を制定するとともに、当該委員会が、その計画の立案と実施の推進を

図ることとする。 

（２）実施内容 

 授業の内容及び方法の改善を図るための実施内容については、以下に掲げる項目による

取り組みを行う。 

① シラバスの記載項目や記載内容、記載方法などに関する規則を整備するとともに、個

別教員に対する記載指導を実施する。 

② 学生に対して授業アンケート調査を実施し、学生の授業に対する要望や意見を取りま

とめ、授業改善に活用する。 
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③ 教員に対して授業点検書への回答を義務づけ、自らの授業運営に対する振り返りを促

す。 

④ 他の教員の授業を参観して、自らの授業の内容及び方法の改善に役立てるための教員

相互の授業参観を実施する。 

⑤ 授業技術や教材開発に関する定期的な研究成果の発表会を開催する。 

⑥ ＦＤに関する最新の動向を周知するため、学外の有識者を招聘した研修会を定期的に

開催する。 

  ⑦ 学生ＦＤ委員を任命し、教育の質的向上や授業等の改善に関する積極的な意見収集を実

施する。 
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資料１ 

千葉工業大学大学院進学需要等に関するアンケート調査 結果報告書（抜粋） 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

５．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の専攻ごとの採用意向 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、千葉工業大学の工学研

究科・創造工学研究科・先進工学研究科で学んだ修了生の専攻ごとの採用意向について質問

したところ、各専攻とも入学定員を上回る採用の意向が確認された。 

このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の民間企業等に限定した調

査結果においても、工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の各専攻の修了生に対す

る採用意向の高さがうかがえることから、修了後の進路においては十分な見通しがあると考

えられる 

 

 【工学研究科 機械工学専攻】 

問５ 工学研究科 機械工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 500 76.2 

２ 採用したくない 11 1.7 

３ わからない 125 19.1 

 未回答・不明 20 3.0 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 機械電子創成工学専攻】 

問５ 工学研究科 機械電子創成工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 477 72.7 

２ 採用したくない 14 2.1 

３ わからない 140 21.3 

 未回答・不明 25 3.8 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 先端材料工学専攻】 

問５ 工学研究科 先端材料工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 360 54.9 

２ 採用したくない 21 3.2 

３ わからない 244 37.2 

 未回答・不明 31 4.7 

 合計 656 100.0 

 

－1－ 



 【工学研究科 電気電子工学専攻】 

問５ 工学研究科 電気電子工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 514 78.4 

２ 採用したくない 12 1.8 

３ わからない 115 17.5 

 未回答・不明 15 2.3 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 情報通信システム工学専攻】 

問５ 工学研究科 情報通信システム工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 426 64.9 

２ 採用したくない 25 3.8 

３ わからない 180 27.4 

 未回答・不明 25 3.8 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 応用化学専攻】 

問５ 工学研究科 応用化学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 288 43.9 

２ 採用したくない 40 6.1 

３ わからない 292 44.5 

 未回答・不明 36 5.5 

 合計 656 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－2－ 



 【創造工学研究科 建築学専攻】 

問５ 創造工学研究科 建築学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 344 52.4 

２ 採用したくない 59 9.0 

３ わからない 229 34.9 

 未回答・不明 24 3.7 

 合計 656 100.0 

 

【創造工学研究科 都市環境工学専攻】 

問５ 創造工学研究科 都市環境工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 354 54.0 

２ 採用したくない 57 8.7 

３ わからない 223 34.0 

 未回答・不明 22 3.4 

 合計 656 100.0 

 

【創造工学研究科 デザイン科学専攻】 

問５ 創造工学研究科 デザイン科学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 301 45.9 

２ 採用したくない 54 8.2 

３ わからない 271 41.3 

 未回答・不明 30 4.6 

 合計 656 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－3－ 



【先進工学研究科 未来ロボティクス専攻】 

問５ 先進工学研究科 未来ロボティクス専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 396 60.4 

２ 採用したくない 27 4.1 

３ わからない 208 31.7 

 未回答・不明 25 3.8 

 合計 656 100.0 

 

【先進工学研究科 生命科学専攻】 

問５ 先進工学研究科 生命科学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 198 30.2 

２ 採用したくない 59 9.0 

３ わからない 364 55.5 

 未回答・不明 35 5.3 

 合計 656 100.0 

 

 【先進工学研究科 知能メディア工学専攻】 

問５ 先進工学研究科 知能メディア工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 325 49.5 

２ 採用したくない 39 5.9 

３ わからない 263 40.1 

 未回答・不明 29 4.4 

 合計 656 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－4－ 
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実

践
的

に
学

び
，

創
造

的
な

観
点

か
ら

解
決

を
図

る
た

め
の

科
目

群
を

配
当

す
る

。

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
4
）

◎
建

築
学

講
究

（
6
）

△
建

築
音

響
設

計
特

論
（
2
）

△
建

築
意

匠
設

計
演

習
（
2
）

△
建

築
設

備
設

計
演

習
（
2
）

△
建

築
構

造
設

計
演

習
（
2
）

4
S

（
1
）
人

文
科

学
・
社

会
科

学
・
自

然
科

学
に

関
す

る
基

礎
学

力
及

び
建

築
学

を
主

と
す

る
専

門
領

域
の

基
礎

知
識

と
基

礎
技

術
に

裏
付

け
さ

れ
た

高
度

な
専

門
知

識
と

技
術

を
有

し
，
高

度
専

門
技

術
者

お
よ

び
研

究
者

と
し

て
必

要
な

教
養

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
（1

）
建

築
学

を
主

と
す

る
専

門
領

域
に

お
い

て
，

工
学

的
な

理
論

を
応

用
・展

開
す

る
う

え
で

創
造

工
学

の
基

盤
と

な
る

知
識

や
汎

用
的

な
能

力
を

涵
養

す
る

た
め

の
科

目
群

を
配

当
す

る
と

共
に

，
建

築
計

画
・
意

匠
，

建
築

環
境

・
設

備
，

建
築

構
造

・材
料

等
に

お
け

る
高

度
な

専
門

知
識

や
技

術
，

幅
広

い
視

野
で

物
事

を
捉

え
る

知
識

を
確

実
に

定
着

さ
せ

る
科

目
群

を
配

当
す

る
。

（2
）建

築
学

を
主

と
す

る
専

門
領

域
で

不
定

解
と

な
る

地
球

規
模

の
課

題
に

お
い

て
も

自
ら

発
見

す
る

能
力

を
有

し
，

創
造

的
な

解
決

に
必

要
と

な
る

建
築

計
画

・意
匠

，
建

築
環

境
・設

備
，

建
築

構
造

・材
料

等
に

関
す

る
高

度
な

専
門

知
識

・論
理

的
思

考
や

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

△
建

築
保

存
改

修
設

計
特

論
（
2
）

△
建

築
計

画
特

論
（
2
）

△
光

・
視

環
境

計
画

特
論

（
2
）

△
建

築
プ

ロ
グ

ラ
ム

特
論

（
2
）

△
地

盤
防

災
工

学
特

論
（
2
）

△
建

築
環

境
デ

ザ
イ

ン
特

論
（
2
）

△
建

築
各

種
構

造
特

論
（
2
）

△
建

築
設

備
実

践
計

画
特

論
（
2
）

△
建

築
設

備
設

計
特

論
（
2
）

△
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
特

論
（
2
）

△
建

築
デ

ザ
イ

ン
特

論
（
2
）

△
建

築
材

料
特

論
（
2
）

建
築

学
専

攻
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
建

築
学

専
攻

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
2
S

3
S

１
S

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選

択
 

科
目

区
分

 

■
基

礎
科

目
 

■
専

門
コ

ア
科

目

■
実

践
科

目
 

■
総

合
科

目

-1-
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創
造

工
学

研
究

科
　

建
築

学
専

攻
_典

型
的

な
進

路
に

係
る

履
修

モ
デ

ル

１
．

典
型

的
な

進
路

：建
築

計
画

・意
匠

系

科
目

区
分

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

△
建

築
設

計
法

規
特

論
（
2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

△
建

築
保

存
改

修
設

計
特

論
（2

）
△

建
築

計
画

特
論

（2
）

△
建

築
デ

ザ
イ

ン
特

論
（
2
）

△
建

築
プ

ロ
グ

ラ
ム

特
論

（
2
）

△
建

築
音

響
設

計
特

論
（
2
）

△
建

築
意

匠
設

計
演

習
（
2
）

△
建

築
設

計
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
2
）

△
建

築
設

計
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
2
）

※
1
Ｓ
と

2
Ｓ
の

両
セ

メ
ス

タ
ー

で
開

講
※

1
Ｓ
と

2
Ｓ
の

両
セ

メ
ス

タ
ー

で
開

講

専
門

コ
ア

科
目

実
践

科
目

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト（
4
）

総
合

科
目

◎
建

築
学

講
究

（6
）

1
S

2
S

3
S

4
S

専
門

基
礎

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

-2-



創
造

工
学

研
究

科
　

建
築

学
専

攻
_典

型
的

な
進

路
に

係
る

履
修

モ
デ

ル

2
．

典
型

的
な

進
路

：建
築

環
境

・設
備

系

科
目

区
分

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

△
建

築
設

計
法

規
特

論
（
2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

△
建

築
保

存
改

修
設

計
特

論
（2

）
△

建
築

環
境

デ
ザ

イ
ン

特
論

（2
）

△
建

築
設

備
設

計
特

論
（
2
）

△
建

築
設

備
実

践
計

画
特

論
（2

）

△
光

・
視

環
境

計
画

特
論

（
2
）

△
建

築
音

響
設

計
特

論
（
2
）

△
建

築
設

備
設

計
演

習
（
2
）

△
建

築
設

計
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
2
）

△
建

築
設

計
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
2
）

※
1
Ｓ
と

2
Ｓ
の

両
セ

メ
ス

タ
ー

で
開

講
※

1
Ｓ
と

2
Ｓ
の

両
セ

メ
ス

タ
ー

で
開

講

1
S

2
S

3
S

4
S

専
門

基
礎

専
門

コ
ア

科
目

実
践

科
目

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト（
4
）

総
合

科
目

◎
建

築
学

講
究

（6
）

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

-3-



創
造

工
学

研
究

科
　

建
築

学
専

攻
_典

型
的

な
進

路
に

係
る

履
修

モ
デ

ル

3
．

典
型

的
な

進
路

：建
築

構
造

・材
料

系

科
目

区
分

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

△
建

築
設

計
法

規
特

論
（
2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

△
建

築
保

存
改

修
設

計
特

論
（2

）
△

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト特
論

（2
）

△
建

築
各

種
構

造
特

論
（
2
）

△
建

築
材

料
特

論
（2

）

△
建

築
地

震
応

答
評

価
特

論
（2

）

△
地

盤
防

災
工

学
特

論
（
2
）

△
建

築
構

造
設

計
演

習
（
2
）

△
建

築
設

計
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
2
）

△
建

築
設

計
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
2
）

※
1
Ｓ
と

2
Ｓ
の

両
セ

メ
ス

タ
ー

で
開

講
※

1
Ｓ
と

2
Ｓ
の

両
セ

メ
ス

タ
ー

で
開

講
実

践
科

目

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト（
4
）

総
合

科
目

◎
建

築
学

講
究

（6
）

1
S

2
S

3
S

4
S

専
門

基
礎

専
門

コ
ア

科
目

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

-4-



創
造

工
学

研
究

科
　

都
市

環
境

工
学

専
攻

_カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
・マ

ッ
プ

△
工

業
数

学
特

論
（
2
）

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

都
市

環
境

工
学

専
攻

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
都

市
環

境
工

学
専

攻
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー

△
物

理
数

学
特

論
（
2
）

（
6
）
都

市
環

境
工

学
分

野
の

高
度

専
門

技
術

者
及

び
研

究
者

と
し

て
守

る
べ

き
倫

理
や

負
う
べ

き
社

会
的

責
任

を
理

解
し

て
い

る
。

（
3
）
生

命
を

尊
重

し
，
法

令
を

遵
守

す
る

と
共

に
，
デ

ー
タ

改
ざ

ん
，
盗

用
，
剽

窃
行

為
の

禁
止

な
ど

，
高

度
な

技
術

者
又

は
研

究
者

と
し

て
守

る
べ

き
倫

理
や

社
会

的
責

任
を

理
解

す
る

た
め

の
科

目
を

配
当

す
る

。

△
環

境
流

体
工

学
特

論
（
2
）

（3
）都

市
・地

域
を

対
象

と
す

る
計

画
学

，
環

境
工

学
，

構
造

・
材

料
学

等
に

関
す

る
高

度
な

専
門

知
識

・技
術

を
駆

使
し

て
，

都
市

環
境

工
学

関
連

の
課

題
を

広
い

視
野

で
創

造
的

に
問

題
解

決
す

る
能

力
や

都
市

環
境

を
総

合
的

に
デ

ザ
イ

ン
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

（4
）自

ら
の

思
考

・
判

断
の

プ
ロ

セ
ス

を
説

明
し

，
具

体
的

な
事

例
や

根
拠

を
示

し
な

が
ら

伝
達

す
る

高
度

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

（5
）グ

ル
ー

プ
で

の
共

同
作

業
・研

究
活

動
を

適
確

に
実

行
し

，
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

の
手

法
を

駆
使

し
て

，
強

固
な

協
力

関
係

を
つ

く
り
上

げ
て

ゆ
く
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

（
2
）都

市
・地

域
を

対
象

と
す

る
計

画
学

，
環

境
工

学
，

構
造

・材
料

学
等

の
高

度
で

専
門

的
な

知
識

・
技

術
，

汎
用

的
な

能
力

を
駆

使
し

，
幅

の
広

い
視

野
で

自
ら

課
題

を
設

定
す

る
と

共
に

，
行

動
計

画
・工

程
・作

業
分

担
の

立
案

，
実

行
，

検
証

，
改

善
を

他
者

と
協

力
し

な
が

ら
実

践
的

に
学

び
，

創
造

的
な

観
点

か
ら

解
決

を
図

る
た

め
の

科
目

群
を

配
当

す
る

。

◎
都

市
環

境
工

学
講

究
（
6
）

△
大

気
環

境
学

特
論

（
2
）

（
1
）
人

文
科

学
・
社

会
科

学
・
自

然
科

学
に

関
す

る
基

礎
学

力
及

び
都

市
環

境
工

学
を

主
と

す
る

専
門

領
域

の
基

礎
知

識
と

基
礎

技
術

に
裏

付
け

さ
れ

た
高

度
な

専
門

知
識

と
技

術
を

有
し

，
高

度
専

門
技

術
者

お
よ

び
研

究
者

と
し

て
必

要
な

教
養

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
（
1
）都

市
環

境
工

学
を

主
と

す
る

専
門

領
域

に
お

い
て

，
工

学
的

な
理

論
を

応
用

・展
開

す
る

う
え

で
創

造
工

学
の

基
盤

と
な

る
知

識
や

汎
用

的
な

能
力

を
涵

養
す

る
た

め
の

科
目

群
を

配
当

す
る

と
共

に
，

都
市

・地
域

を
対

象
と

す
る

計
画

学
，

環
境

工
学

，
構

造
・
材

料
学

等
に

お
け

る
高

度
な

専
門

知
識

や
技

術
，

幅
広

い
視

野
で

物
事

を
捉

え
る

知
識

を
確

実
に

定
着

さ
せ

る
科

目
群

を
配

当
す

る
。

（2
）都

市
環

境
工

学
を

主
と

す
る

専
門

領
域

で
不

定
解

と
な

る
公

共
イ

ン
フ

ラ
等

の
課

題
に

お
い

て
も

自
ら

発
見

す
る

能
力

を
有

し
，

創
造

的
な

解
決

に
必

要
と

な
る

都
市

・地
域

を
対

象
と

す
る

計
画

学
，

環
境

工
学

，
構

造
・材

料
学

等
に

関
す

る
高

度
な

専
門

知
識

・論
理

的
思

考
や

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

△
応

用
力

学
特

論
（
2
）

△
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

学
特

論
（
2
）

△
地

盤
工

学
特

論
（
2
）

△
水

工
学

特
論

（
2
）

△
交

通
工

学
特

論
（
2
）

△
地

域
計

画
特

論
（
2
）

△
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
特

論
（
2
）

△
都

市
計

画
特

論
（
2
）

１
S

2
S

3
S

◎
都

市
環

境
工

学
特

別
演

習
（
4
）

4
S

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

科
目

区
分

 

■
基

礎
科

目
 

■
専

門
コ

ア
科

目

■
実

践
科

目
 

■
総

合
科

目
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創
造

工
学

研
究

科
　

都
市

環
境

工
学

専
攻

_典
型

的
な

進
路

に
係

る
履

修
モ

デ
ル

１
．

典
型

的
な

進
路

：建
設

業

科
目

区
分

△
工

業
数

学
特

論
（2

）

△
物

理
数

学
特

論
（2

）

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

△
環

境
流

体
工

学
特

論
（
2
）

△
大

気
環

境
学

特
論

（2
）

△
水

工
学

特
論

（2
）

△
地

盤
工

学
特

論
（2

）

△
応

用
力

学
特

論
（2

）

△
コ

ン
ク

リ
ー

ト工
学

特
論

（2
）

専
門

コ
ア

科
目

実
践

科
目

総
合

科
目

◎
都

市
環

境
工

学
講

究
（6

）

◎
都

市
環

境
工

学
特

別
演

習
（4

）

1
S

2
S

3
S

4
S

専
門

基
礎

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

-2-



創
造

工
学

研
究

科
　

都
市

環
境

工
学

専
攻

_典
型

的
な

進
路

に
係

る
履

修
モ

デ
ル

2
．

典
型

的
な

進
路

：公
的

機
関

科
目

区
分

△
工

業
数

学
特

論
（2

）

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

△
環

境
流

体
工

学
特

論
（
2
）

△
大

気
環

境
学

特
論

（2
）

△
水

工
学

特
論

（2
）

△
地

域
計

画
特

論
（2

）

△
交

通
工

学
特

論
（2

）
△

都
市

計
画

特
論

（2
）

△
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
特

論
（
2
）

実
践

科
目

総
合

科
目

◎
都

市
環

境
工

学
講

究
（6

）

1
S

2
S

3
S

4
S

専
門

コ
ア

科
目

専
門

基
礎

◎
都

市
環

境
工

学
特

別
演

習
（4

）

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

-3-



創
造

工
学

研
究

科
　

デ
ザ

イ
ン

科
学

専
攻

_カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ッ
プ

△
世

界
の

文
化

特
論

（
2
）

△
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

（2
）

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
サ

ー
ベ

イ
（
2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

デ
ザ

イ
ン

科
学

専
攻

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
デ

ザ
イ

ン
科

学
専

攻
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
１
S

2
S

3
S

4
S

（
1
）
人

文
科

学
・
社

会
科

学
・
自

然
科

学
に

関
す

る
基

礎
学

力
及

び
デ

ザ
イ

ン
科

学
を

主
と

す
る

専
門

領
域

の
基

礎
知

識
と

基
礎

技
術

に
裏

付
け

さ
れ

た
高

度
な

専
門

知
識

と
技

術
を

有
し

，
高

度
専

門
技

術
者

お
よ

び
研

究
者

と
し

て
必

要
な

教
養

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

（1
）デ

ザ
イ

ン
科

学
を

主
と

す
る

専
門

領
域

に
お

い
て

，
工

学
的

な
理

論
を

応
用

・展
開

す
る

う
え

で
創

造
工

学
の

基
盤

と
な

る
知

識
や

汎
用

的
な

能
力

を
涵

養
す

る
た

め
の

科
目

群
を

配
当

す
る

と
共

に
，

プ
ロ

ダ
ク

トデ
ザ

イ
ン

，
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

，
ス

ペ
ー

ス
デ

ザ
イ

ン
，

ヒ
ュ

ー
マ

ン
フ

ァ
ク

タ
ー

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
等

に
お

け
る

高
度

な
専

門
知

識
や

技
術

，
幅

広
い

視
野

で
物

事
を

捉
え

る
知

識
を

確
実

に
定

着
さ

せ
る

科
目

群
を

配
当

す
る

。

（2
）デ

ザ
イ

ン
科

学
を

主
と

す
る

専
門

領
域

で
不

定
解

と
な

る
実

生
活

や
社

会
の

課
題

に
お

い
て

も
自

ら
発

見
す

る
能

力
を

有
し

，
創

造
的

な
解

決
に

必
要

と
な

る
プ

ロ
ダ

ク
トデ

ザ
イ

ン
，

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

，
ス

ペ
ー

ス
デ

ザ
イ

ン
，

ヒ
ュ

ー
マ

ン
フ

ァ
ク

タ
ー

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
等

に
関

す
る

高
度

な
専

門
知

識
・論

理
的

思
考

や
技

術
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

△
デ

ザ
イ

ン
解

析
特

論
（
2
）

△
デ

ザ
イ

ン
先

端
技

術
特

論
（
2
）

△
デ

ザ
イ

ン
カ

ル
チ

ャ
ー

特
論

（
2
）

△
空

間
デ

ザ
イ

ン
特

論
（
2
）

△
情

報
デ

ザ
イ

ン
技

術
特

論
（
2
）

△
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ン

特
論

（
2
）

△
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

・プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

特
論

（2
）

△
ヒ

ュ
ー

マ
ン

フ
ァ

ク
タ

ー
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
特

論
（
2
）

△
デ

ー
タ

ビ
ジ

ュ
ア

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ
ン

特
論

（
2
）

（
6
）
材

料
工

学
分

野
の

高
度

専
門

技
術

者
及

び
研

究
者

と
し

て
守

る
べ

き
倫

理
や

負
う
べ

き
社

会
的

責
任

を
理

解
し

て
い

る
。

（
3
）
生

命
を

尊
重

し
，
法

令
を

遵
守

す
る

と
共

に
，
デ

ー
タ

改
ざ

ん
，
盗

用
，
剽

窃
行

為
の

禁
止

な
ど

，
高

度
な

技
術

者
又

は
研

究
者

と
し

て
守

る
べ

き
倫

理
や

社
会

的
責

任
を

理
解

す
る

た
め

の
科

目
を

配
当

す
る

。

△
デ

ザ
イ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

特
論

（2
）

（3
）プ

ロ
ダ

ク
ト
デ

ザ
イ

ン
，

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

，
ス

ペ
ー

ス
デ

ザ
イ

ン
，

ヒ
ュ

ー
マ

ン
フ

ァ
ク

タ
ー

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
等

に
関

す
る

高
度

な
専

門
知

識
・
技

術
を

駆
使

し
て

，
デ

ザ
イ

ン
科

学
関

連
の

課
題

を
広

い
視

野
で

創
造

的
に

問
題

解
決

す
る

能
力

や
社

会
に

貢
献

で
き

る
高

い
デ

ザ
イ

ン
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

（4
）自

ら
の

思
考

・判
断

の
プ

ロ
セ

ス
を

説
明

し
，

具
体

的
な

事
例

や
根

拠
を

示
し

な
が

ら
伝

達
す

る
高

度
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

能
力

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

（5
）グ

ル
ー

プ
で

の
共

同
作

業
・
研

究
活

動
を

適
確

に
実

行
し

，
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

の
手

法
を

駆
使

し
て

，
強

固
な

協
力

関
係

を
つ

く
り
上

げ
て

ゆ
く
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

（2
）プ

ロ
ダ

ク
トデ

ザ
イ

ン
，

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
，

ス
ペ

ー
ス

デ
ザ

イ
ン

，
ヒ

ュ
ー

マ
ン

フ
ァ

ク
タ

ー
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
等

の
高

度
で

専
門

的
な

知
識

・
技

術
，

汎
用

的
な

能
力

を
駆

使
し

，
幅

の
広

い
視

野
で

自
ら

課
題

を
設

定
す

る
と

共
に

，
行

動
計

画
・工

程
・
作

業
分

担
の

立
案

，
実

行
，

検
証

，
改

善
を

他
者

と
協

力
し

な
が

ら
実

践
的

に
学

び
，

創
造

的
な

観
点

か
ら

解
決

を
図

る
た

め
の

科
目

群
を

配
当

す
る

。
◎

デ
ザ

イ
ン

科
学

講
究

（
6
）

△
プ

ロ
ダ

ク
ト
デ

ザ
イ

ン
特

論
（
2
）

△
製

品
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
特

論

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
4
）

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

科
目

区
分

 

■
基

礎
科

目
 

■
専

門
コ

ア
科

目

■
実

践
科

目
 

■
総

合
科

目
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創
造

工
学

研
究

科
　

デ
ザ

イ
ン

科
学

専
攻

_典
型

的
な

進
路

に
係

る
履

修
モ

デ
ル

１
．

典
型

的
な

進
路

：電
機

メ
ー

カ

科
目

区
分

△
世

界
の

文
化

特
論

（2
）

△
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

（2
）

△
論

文
作

成
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

特
論

（2
）

△
デ

ザ
イ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

特
論

（
2
）

△
デ

ザ
イ

ン
先

端
技

術
特

論
（2

）

△
デ

ザ
イ

ン
カ

ル
チ

ャ
ー

特
論

（
2
）

△
プ

ロ
ダ

ク
トデ

ザ
イ

ン
特

論
（2

）

△
ヒ

ュ
ー

マ
ン

フ
ァ

ク
タ

ー
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
特

論
（2

）

△
製

品
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト特
論

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
サ

ー
ベ

イ
（
2
）

専
門

コ
ア

科
目

実
践

科
目

総
合

科
目

◎
デ

ザ
イ

ン
科

学
講

究
（6

）

1
S

2
S

3
S

4
S

専
門

基
礎

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト（
4
）

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す

 

-2-



創
造

工
学

研
究

科
　

デ
ザ

イ
ン

科
学

専
攻

_典
型

的
な

進
路

に
係

る
履

修
モ

デ
ル

2
．

典
型

的
な

進
路

：Ｉ
Ｔ

関
連

企
業

科
目

区
分

△
世

界
の

文
化

特
論

（2
）

△
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

（2
）

△
技

術
者

・
研

究
者

倫
理

特
論

（
2
）

△
デ

ザ
イ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

特
論

（
2
）

△
デ

ザ
イ

ン
先

端
技

術
特

論
（2

）

△
デ

ザ
イ

ン
カ

ル
チ

ャ
ー

特
論

（
2
）

△
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

特
論

（
2
）

△
デ

ザ
イ

ン
解

析
特

論
（
2
）

△
デ

ー
タ

ビ
ジ

ュ
ア

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ
ン

特
論

（
2
）

△
情

報
デ

ザ
イ

ン
技

術
特

論
（2

）
△

製
品

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト特

論

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
サ

ー
ベ

イ
（
2
）

専
門

コ
ア

科
目

実
践

科
目

◎
ア

ド
バ

ン
ス

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト（
4
）

総
合

科
目

◎
デ

ザ
イ

ン
科

学
講

究
（6

）

1
S

2
S

3
S

4
S

専
門

基
礎

範
例

：◎
必

修
 
 
△

選
択

 
※

（
 
 

）
は

単
位

数
を

示
す
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【
総
合
科
目

】

技術者・研究者倫理特論 建築保存改修設計特論

論文作成・プレゼンテーション技法特論 建築デザイン特論

建築設計法規特論 建築計画特論

建築プログラム特論

建築音響設計特論

建築設備設計特論

光・視環境計画特論

建築環境デザイン特論

環境設備実践計画特論

建築各種構造特論

鉄筋コンクリート構造特論

建築地震応答評価特論

建築材料特論

地盤防災工学特論

↑ ↑

基礎となる学部との関係図（建築学専攻）

養成する人材

地球環境問題、経済のグローバル化等の諸動向によって変革し続ける国際社会において、創造工学の基
盤的知識に裏付けされた高度な専門知識・技術を有し、地球規模の課題についても自ら見出して、創造的
かつ主導的に解決できる高度専門技術者を養成する。

↑

創
造
工
学
研
究
科

建
築
学
専
攻

修
士
課
程

建築学講究

【
実
践
科
目

】

建築設計インターンシップ

アドバンスドプロジェクト

【
基
礎
科
目

】

【
専
門
コ
ア
科
目

】

創
造
工
学
部

建
築
学
科

【
関
連
科
目

】

建築法規 建築音響学

建築計画２

現代建築論

建築デザイン論

鉄筋コンクリート構造

建築設計５

建築設備計画

建築設備

建築生産

建築設備設計演習

建築構造設計演習

建築意匠設計演習

建築基礎構造

建築耐震構造

建築仕上げ材料

地盤工学

鉄骨構造

-1-
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【
総
合
科
目

】

工業数学特論 交通工学特論

物理数学特論 地域計画特論

論文作成・プレゼンテーション技法特論 プロジェクト評価特論

技術者・研究者倫理特論 都市計画特論

大気環境学特論

環境流体工学特論

水工学特論

応用力学特論

コンクリート工学特論

地盤工学特論

↑ ↑

基礎となる学部との関係図（都市環境工学専攻）

養成する人材

都市施設・環境保全施設・交通施設などの社会基盤を構成する各種構造物の計画・設計・施工・維持管理
等の分野において、創造工学の基盤的知識に裏付けされた高度な専門知識・技術を有し、人類の生活に
必要な公共インフラ等の課題についても自ら見出して、創造的かつ主導的に解決できる高度専門技術者を
養成する。

↑

創
造
工
学
研
究
科

都
市
環
境
工
学
専
攻

修
士
課

程

都市環境工学講究

【
実
践
科
目

】

【
基
礎
科
目

】

【
専
門
コ
ア
科
目

】

創
造
工
学
部

都
市
環
境
工
学
科

【
関
連
科
目

】

技術者倫理 地球環境学

建築・都市関連法規 防災工学

測量学

河川・海岸工学

交通工学

衛生工学

水圏環境学

大気環境学

都市環境工学特別演習

建設施工

環境音響学

住宅・住宅地計画

空間情報工学

都市・地域経済学

景観工学

地理情報システム

まちづくり論

交通計画
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【
総
合
科
目

】

論文作成・プレゼンテーション技法特論 デザイン先端技術特論

技術者・研究者倫理特論 デザイン解析特論

世界の文化特論 空間デザイン特論

イングリッシュスキルアップ プロダクトデザイン特論

ソーシャルデザイン特論

ブランディング・プロモーションデザイン特論

デザインカルチャー特論

ヒューマンファクターエンジニアリング特論

デザインイノベーション特論

データビジュアライゼーション特論

製品開発プロジェクト特論

情報デザイン技術特論

↑ ↑

基礎となる学部との関係図（デザイン科学専攻）

養成する人材

高い見識・技術力や創造性に富んだデザイナーの育成に加え、デザインプロセスを様々な分野に応用で
き、チームビルディングやプレゼンテーションの手法を駆使して、調査、解析、発案、プロトタイピングなどの
現実につながる高いデザイン手法を身につけた、実践的なものづくりや仕組みづくりができる高度専門技術
者を養成する。

↑

創
造
工
学
研
究
科

デ
ザ
イ
ン
科
学
専
攻

修
士
課
程

デザイン科学講究

【
実
践
科
目

】

【
基
礎
科
目

】

【
専
門
コ
ア
科
目

】

創
造
工
学
部

デ
ザ
イ
ン
科
学
科

【
関
連
科
目

】

デザインプレゼンテーション 産業とデザイン

情報とデザイン

技術とデザイン

材料とデザイン

環境とデザイン

ソーシャルデザイン論及び演習

インテリアデザイン論及び演習

アドバンスドサーベイ

アドバンスドプロジェクト

ディスプレイデザイン論及び演習

インテリア施工

構造力学及び演習

デジタルデザイン論及び演習

プロダクトデザイン論及び演習

社会とデザイン
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（１） 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

【創造工学研究科 建築学専攻】 

① 学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

創造工学研究科の建築学専攻修士課程では、本学の工学部・創造工学部・先進工学部

に在籍している３年生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査結果、本学へ

の求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等を中心とした人材需要等に関するア

ンケート調査結果を踏まえたうえで、入学定員を 32人としていることから、定員を充

足する見込みは十分にあるものと考えている。 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

創造工学研究科の建築学専攻修士課程の設置計画を策定するにあたり、学生の確保

ができる見通しがあることについて、客観的根拠となるデータから検証することを目

的として、本学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生を対象とした

進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、本学の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の「受験を希望する」

と回答した者で、工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科に合格した場合「進学

を希望する」と回答した者のうち、創造工学研究科の建築学専攻修士課程への進学を

希望すると回答した者は、入学定員 32 人を上回る 36 人となっており、創造工学研究

科の建築学専攻修士課程への高い進学意向が示されている。 

このような本学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生に限定した

調査結果においても、創造工学研究科の建築学専攻修士課程への進学希望の高さが示

されていることから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。（資料１） 

ウ 学生納付金の設定の考え方

学生納付金については、研究科及び学部の運営に係る収支バランスをはじめとする

財務的な視点と学生納付金の学生への適切な還元など受益者に対する説明責任の観点

を踏まえるとともに、設置圏周辺地域における類似専攻を設置している私立大学（工

学院大学、東京電機大学、東京理科大学）の学生納付金の設定状況を勘案したうえで、

完成年度の教育研究経費比率や経営経費依存率を見据えつつ、研究科及び学部の運営

上における人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財務予測による実質的

な採算分岐点に基づく設定としている。（資料２） 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況

学生確保に向けた具体的な取組状況としては、特に学部教育との連携を強固にするた

め、学内の広報活動に重点を置いており、本学学部の早期段階で大学院進学意識の啓発

を図る観点から、「大学院Navi」と称した大学院案内のパンフレットを全学生及び新入生

保護者に配付・説明し，大学院進学の重要性を理解願っている。また、より大学院進学の

魅力や必要性を理解させ、大学院進学意識を高めるため、学部のキャリアデザイン２（学
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部共通１年次後期の必修科目）」では、本学大学院学生から講演者を選定し、授業内で大

学院進学の魅力や実体験を踏まえた必要性を講演する時間を確保している。 

さらに、本学大学院学則では第32条（修士課程の修了要件）において、「優れた業績を

上げた者については本大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。」を規定しており、

学部段階から特に優秀な学生に対して、明確なキャリアパスを示すと共に、大学院入学

後の学修意欲や活動意欲を更に向上させる観点から、優れた業績と判断される凡例と評

価ポイント（業績のグレードポイント）を専攻毎に明示している。 

また、卒業生や社会人向けにはホームページ等の電子媒体など、メディアを使用したＰ

Ｒ活動を行うと共に、専攻毎のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミ

ッション・ポリシーやカリキュラム体系など積極的な情報の提供を行っており、これら

は全て継続して行うこととしている。 

 

（２） 人材需要の動向等社会の要請 

 ① 人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的（概要） 

創造工学研究科の建築学専攻修士課程では、「高度な建築技術者となるための豊かな

教養と習熟した技能をもとにする自己形成能力、各種建築学分野の高度な専門知識を身

につけ、それらを建築学と建築工学の専門知識を活用する実践的な建築設計手法や研究

活動をもってデザインならびにプレゼンテーションする能力を習得させることにより、

地域社会や地域産業への貢献を目指す」ことを教育研究上の目的としている。 

また、創造工学研究科の建築学専攻修士課程では、「地球環境問題、経済のグローバ

ル化等の諸動向によって変革し続ける国際社会において、創造工学の基盤的知識に裏付

けされた高度な専門知識・技術を有し、地球規模の課題についても自ら見出して、創造

的かつ主導的に解決できる高度専門技術者を養成する」ことを人材養成の目的としてい

る。 

 ② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

  ア 基礎となる既設の工学研究科の就職状況 

今般、設置する創造工学研究科の建築学専攻修士課程の基礎となる既設の工学研究科

における最近５年間の就職者数の実績を見ると、就職希望者数 172.8 人に対して、就職

者数は 168.2 人、就職率は約 97.3％となっており、昨今の就職難の状況下においても大

きな影響を受けることなく、高い就職率で推移している。（資料３） 

また、設置する創造工学研究科の建築学専攻修士課程の基礎となる既設の工学研究科

における最近５年間の年間当たりの平均求人件数は 51,160件となっており、このことは、

既設の工学研究科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材

需要の動向等、地域社会の要請を踏まえたものであることを示しているものであると考

えられる。（資料３） 

今般の創造工学研究科の建築学専攻修士課程の設置計画は、中央教育審議会答申等で
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示されている大学院教育の方向性を踏まえるとともに、学術研究の進展に伴う工学教育

の学際化や総合化への対応にむけて、既設の工学研究科の各専攻の教育組織と教育内容

を発展的に改組再編することから、これまで以上の求人件数を見込むことができるとと

もに、卒業後の進路についても十分に見込めるものと考えている。（資料３） 

イ 企業等に対する人材需要調査結果 

創造工学研究科の建築学専攻修士課程の設置計画を策定するにあたり、人材の養成に

関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要等社会の要請を踏まえたものである

ことについて、客観的なデータから検証することを目的として、千葉工業大学への求人実

績や卒業生の採用実績がある民間企業等を中心とした人材需要等に関するアンケート調

査を実施した。（資料１） 

その結果、創造工学研究科の建築学専攻修士課程の修了生に対する採用意向について

は、有効回答件数 656 件の約 52.4％にあたる 344 件が「採用したい」と回答しており、

創造工学研究科の建築学専攻修士課程で学んだ修了生の採用に積極的な意向を示してい

る。 

このような千葉工業大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に限定し

た調査結果においても、創造工学研究科の建築学専攻修士課程で学んだ修了生への高い

採用意向がうかがえることから、修了後の進路は十分に見通しがあるものと考えられる。

（資料１） 
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（１） 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

【創造工学研究科 都市環境工学専攻】 

① 学生の確保の見通し 

   ア 定員充足の見込み 

創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程では、本学の工学部・創造工学部・先進

工学部に在籍している３年生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査結果、

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等を中心とした人材需要等に関

するアンケート調査結果を踏まえたうえで、入学定員を 22 人としていることから、定

員を充足する見込みは十分にあるものと考えている。 

   イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程の設置計画を策定するにあたり、学生

の確保ができる見通しがあることについて、客観的根拠となるデータから検証するこ

とを目的として、本学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生を対象

とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、本学の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の「受験を希望する」

と回答した者で、工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科に合格した場合「進学

を希望する」と回答した者のうち、創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程への

進学を希望すると回答した者は、入学定員 22 人を上回る 27 人となっており、創造工

学研究科の都市環境工学専攻修士課程への高い進学意向が示されている。 

このような本学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生に限定した

調査結果においても、創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程への進学希望の高

さが示されていることから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。

（資料１） 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、研究科及び学部の運営に係る収支バランスをはじめとする

財務的な視点と学生納付金の学生への適切な還元など受益者に対する説明責任の観点

を踏まえるとともに、設置圏周辺地域における類似専攻を設置している私立大学（東

京電機大学、東洋大学、東京都市大学）の学生納付金の設定状況を勘案したうえで、完

成年度の教育研究経費比率や経営経費依存率を見据えつつ、研究科及び学部の運営上

における人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財務予測による実質的な

採算分岐点に基づく設定としている。（資料２） 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

学生確保に向けた具体的な取組状況としては、特に学部教育との連携を強固にするた

め、学内の広報活動に重点を置いており、本学学部の早期段階で大学院進学意識の啓発

を図る観点から、「大学院Navi」と称した大学院案内のパンフレットを全学生及び新入生

保護者に配付・説明し，大学院進学の重要性を理解願っている。また、より大学院進学の
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魅力や必要性を理解させ、大学院進学意識を高めるため、学部のキャリアデザイン２（学

部共通１年次後期の必修科目）」では、本学大学院学生から講演者を選定し、授業内で大

学院進学の魅力や実体験を踏まえた必要性を講演する時間を確保している。 

さらに、本学大学院学則では第32条（修士課程の修了要件）において、「優れた業績を

上げた者については本大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。」を規定しており、

学部段階から特に優秀な学生に対して、明確なキャリアパスを示すと共に、大学院入学

後の学修意欲や活動意欲を更に向上させる観点から、優れた業績と判断される凡例と評

価ポイント（業績のグレードポイント）を専攻毎に明示している。 

また、卒業生や社会人向けにはホームページ等の電子媒体など、メディアを使用したＰ

Ｒ活動を行うと共に、専攻毎のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミ

ッション・ポリシーやカリキュラム体系など積極的な情報の提供を行っており、これら

は全て継続して行うこととしている。 

 

（２） 人材需要の動向等社会の要請 

 ① 人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的（概要） 

創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程では、「都市環境工学に関わる自然科

学、社会科学等に立脚した基盤的知識及び高度な専門知識・技術を身につけ、それらを

活用する実践的な演習や研究活動を遂行することで、都市環境を総合的・創造的にデザ

インする能力を習得させる」ことを教育研究上の目的としている。 

また、創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程では、「都市施設・環境保全施

設・交通施設などの社会基盤を構成する各種構造物の計画・設計・施工・維持管理等の

分野において、創造工学の基盤的知識に裏付けされた高度な専門知識・技術を有し、人

類の生活に必要な公共インフラ等の課題についても自ら見出して、創造的かつ主導的に

解決できる高度専門技術者を養成する」ことを人材養成の目的としている。 

 ② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

  ア 基礎となる既設の工学研究科の就職状況 

今般、設置する創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程の基礎となる既設の工学

研究科における最近５年間の就職者数の実績を見ると、就職希望者数 172.8人に対して、

就職者数は 168.2 人、就職率は約 97.3％となっており、昨今の就職難の状況下において

も大きな影響を受けることなく、高い就職率で推移している。（資料３） 

また、設置する創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程の基礎となる既設の工学

研究科における最近５年間の年間当たりの平均求人件数は 51,160 件となっており、この

ことは、既設の工学研究科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

が、人材需要の動向等、地域社会の要請を踏まえたものであることを示しているもので

あると考えられる。（資料３） 

今般の創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程の設置計画は、中央教育審議会答
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申等で示されている大学院教育の方向性を踏まえるとともに、学術研究の進展に伴う工

学教育の学際化や総合化への対応にむけて、既設の工学研究科の各専攻の教育組織と教

育内容を発展的に改組再編することから、これまで以上の求人件数を見込むことができ

るとともに、卒業後の進路についても十分に見込めるものと考えている。（資料３） 

イ 企業等に対する人材需要調査結果 

創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程の設置計画を策定するにあたり、人材の

養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要等社会の要請を踏まえたもの

であることについて、客観的なデータから検証することを目的として、千葉工業大学への

求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等を中心とした人材需要等に関するアンケ

ート調査を実施した。（資料１） 

その結果、創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程の修了生に対する採用意向に

ついては、有効回答件数 656 件の約 54.0％にあたる 354 件が「採用したい」と回答して

おり、創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程で学んだ修了生の採用に積極的な意

向を示している。 

このような千葉工業大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に限定し

た調査結果においても、創造工学研究科の都市環境工学専攻修士課程で学んだ修了生へ

の高い採用意向がうかがえることから、修了後の進路は十分に見通しがあるものと考え

られる。（資料１） 
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（１） 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

【創造工学研究科 デザイン科学専攻】 

① 学生の確保の見通し 

   ア 定員充足の見込み 

創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程では、本学の工学部・創造工学部・先進

工学部に在籍している３年生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査結果、

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等を中心とした人材需要等に関

するアンケート調査結果を踏まえたうえで、入学定員を 22 人としていることから、定

員を充足する見込みは十分にあるものと考えている。 

   イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程の設置計画を策定するにあたり、学生

の確保ができる見通しがあることについて、客観的根拠となるデータから検証するこ

とを目的として、本学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生を対象

とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、本学の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の「受験を希望する」

と回答した者で、工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科に合格した場合「進学

を希望する」と回答した者のうち、創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程への

進学を希望すると回答した者は、入学定員 22 人を上回る 28 人となっており、デザイ

ン科学専攻修士課程への高い進学意向が示されている。 

このような本学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生に限定した

調査結果においても、創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程への進学希望の高

さが示されていることから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。

（資料１） 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、研究科及び学部の運営に係る収支バランスをはじめとする

財務的な視点と学生納付金の学生への適切な還元など受益者に対する説明責任の観点

を踏まえるとともに、設置圏周辺地域における類似専攻を設置している私立大学（法

政大学、日本工業大学）の学生納付金の設定状況を勘案したうえで、完成年度の教育研

究経費比率や経営経費依存率を見据えつつ、研究科及び学部の運営上における人件費

及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財務予測による実質的な採算分岐点に基

づく設定としている。（資料２） 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

学生確保に向けた具体的な取組状況としては、特に学部教育との連携を強固にするた

め、学内の広報活動に重点を置いており、本学学部の早期段階で大学院進学意識の啓発

を図る観点から、「大学院Navi」と称した大学院案内のパンフレットを全学生及び新入生

保護者に配付・説明し，大学院進学の重要性を理解願っている。また、より大学院進学の
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魅力や必要性を理解させ、大学院進学意識を高めるため、学部のキャリアデザイン２（学

部共通１年次後期の必修科目）」では、本学大学院学生から講演者を選定し、授業内で大

学院進学の魅力や実体験を踏まえた必要性を講演する時間を確保している。 

さらに、本学大学院学則では第32条（修士課程の修了要件）において、「優れた業績を

上げた者については本大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。」を規定しており、

学部段階から特に優秀な学生に対して、明確なキャリアパスを示すと共に、大学院入学

後の学修意欲や活動意欲を更に向上させる観点から、優れた業績と判断される凡例と評

価ポイント（業績のグレードポイント）を専攻毎に明示している。 

また、卒業生や社会人向けにはホームページ等の電子媒体など、メディアを使用したＰ

Ｒ活動を行うと共に、専攻毎のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミ

ッション・ポリシーやカリキュラム体系など積極的な情報の提供を行っており、これら

は全て継続して行うこととしている。 

 

（２） 人材需要の動向等社会の要請 

 ① 人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的（概要） 

創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程では、「デザイン科学に関する基盤的知

識及び高度な専門知識・技術を身につけ、それらを活用するフィールドワーク・演習・

研究活動を通して、現実の生活や社会の中から主体的に課題を見出し、解決する行動力

や思考力、新たなものや仕組みをつくりだすための様々な科学的手法、発想を実現する

デジタルアプリケーションやプロトタイピングなど社会で役に立つ高度なデザイン力を

習得させることにより、地域社会や地域産業への貢献を目指す」ことを教育研究上の目

的としている。 

また、創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程では、「高い見識・技術力や創造

性に富んだデザイナーの育成に加え、デザインプロセスを様々な分野に応用でき、チー

ムビルディングやプレゼンテーションの手法を駆使して、調査、解析、発案、プロトタ

イピングなどの現実につながる高いデザイン手法を身につけた、実践的なものづくりや

仕組みづくりができる高度専門技術者を養成する」ことを人材養成の目的としている。 

 ② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

  ア 基礎となる既設の工学研究科の就職状況 

今般、設置する創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程の基礎となる既設の工学

研究科における最近５年間の就職者数の実績を見ると、就職希望者数 172.8人に対して、

就職者数は 168.2 人、就職率は約 97.3％となっており、昨今の就職難の状況下において

も大きな影響を受けることなく、高い就職率で推移している。（資料３） 

また、設置する創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程の基礎となる既設の工学

研究科における最近５年間の年間当たりの平均求人件数は 51,160 件となっており、この

ことは、既設の工学研究科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
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が、人材需要の動向等、地域社会の要請を踏まえたものであることを示しているもので

あると考えられる。（資料３） 

今般の創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程の設置計画は、中央教育審議会答

申等で示されている大学院教育の方向性を踏まえるとともに、学術研究の進展に伴う工

学教育の学際化や総合化への対応にむけて、既設の工学研究科の各専攻の教育組織と教

育内容を発展的に改組再編することから、これまで以上の求人件数を見込むことができ

るとともに、卒業後の進路についても十分に見込めるものと考えている。（資料３） 

イ 企業等に対する人材需要調査結果 

創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程の設置計画を策定するにあたり、人材の

養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要等社会の要請を踏まえたもの

であることについて、客観的なデータから検証することを目的として、千葉工業大学への

求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等を中心とした人材需要等に関するアンケ

ート調査を実施した。（資料１） 

その結果、創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程の修了生に対する採用意向に

ついては、有効回答件数 656 件の約 45.9％にあたる 301 件が「採用したい」と回答して

おり、創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程で学んだ修了生の採用に積極的な意

向を示している。 

このような千葉工業大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に限定し

た調査結果においても、創造工学研究科のデザイン科学専攻修士課程で学んだ修了生へ

の高い採用意向がうかがえることから、修了後の進路は十分に見通しがあるものと考え

られる。（資料１） 
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Ⅰ．学部在学生に対する進学需要調査（集計結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





Ⅰ．学部在学生に対する進学需要調査（集計結果） 

 

【調査対象等】 

千葉工業大学では、平成３２年４月の開設に向けて、既設の工学研究科の修士課程を発展

的に改組し、工学研究科に機械工学専攻・機械電子創成工学専攻・先端材料工学専攻・電気

電子工学専攻・情報通信システム工学専攻・応用化学専攻の設置を計画しているととともに、

創造工学研究科及び先進工学研究科の設置を計画しており、この設置計画を策定するにあた

り、学生確保の見通しを計量的な数値から検証することを目的として、千葉工業大学の工学

部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生を対象とした進学需要等に関するアンケ

ート調査を実施した。 

 

①調査対象 

千葉工業大学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生 

    回答者数：1,671人 

 

②調査方法 

調査対象者への直接配布、直接回収 

 

③調査実施 

平成 30年 12月 

 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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【調査結果概要】 

 

＜進学全般に関する質問事項＞ 

 

１．卒業後の進路 

千葉工業大学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生に、卒業後の進路

について質問したところ、回答者数 1,671 人の 43.3％にあたる 724 人が「大学院進学」と

回答しており、36.4％にあたる 609 人が「就職」と回答している。 

 

問１ 卒業後の進路 

№ カテゴリ 人数／人 全体／％ 

１ 大学院進学 724 43.3 

２ 就職 609 36.4 

３ その他 10 0.6 

 未回答・不明 328 19.6 

 合計 1671 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

２．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科への興味・関心 

千葉工業大学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生に、千葉工業大学

大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科への興味・関心について質問したと

ころ、回答者数 724 人の 92.1％にあたる 667 人が「興味・関心がある」と回答しているこ

とから、千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科への興味・関

心の高さをうかがうことができる。 

 

問２ 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科のへの興味・関心 

№ カテゴリ 人数／人 全体／％ 

１ 興味・関心がある 667 92.1 

２ 興味・関心がない 21 2.9 

３ わからない 35 4.8 

 未回答・不明 1 0.1 

 合計 724 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

３．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の受験希望 

千葉工業大学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生に、千葉工業大学

大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科が設置された場合の受験希望につい

て質問したところ、回答者数 724 人の 60.8％にあたる 440 人が「受験を希望する」と回答

しており、34.0％にあたる 246 人が「受験先の一つとして考える」と回答している。なお、

「受験を希望する」と「受験先の一つとして考える」と回答した者を合わせると 94.8％に

あたる 686人が受験に積極的な意向を示している。 

 

問３ 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の受験希望 

№ カテゴリ 人数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 440 60.8 

２ 受験先の一つとして考える 246 34.0 

３ 受験を希望しない 12 1.7 

４ わからない 26 3.6 
 

未回答・不明 0 0.0 

 合計 724 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

４．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科への進学希望 

問３で、千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科が設置され

た場合「受験を希望する」又は「受験先の一つとして考える」と回答した者のうち、千葉工

業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科に合格した場合「進学を希望

する」と回答した者は、回答者数 686人の約 69.5％にあたる 477人、「併願先の結果によっ

て進学を希望する」と回答した者は、約 26.7％にあたる 183人となっており、「進学を希望

する」と「併願先の結果によって進学を希望する」と回答した者を合わせると 96.2％にあ

たる 660 人が工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科への進学の意向を示している。 

このような千葉工業大学の工学部・創造工学部・先進工学部に在籍している３年生に限定

した調査結果においても、工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科への進学希望の高

さがうかがえることから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問４ 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科への進学希望 

№ カテゴリ 人数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 477 69.5 

２ 併願先の結果によって進学を希望する 183 26.7 

３ 進学を希望しない 3 0.4 

４ わからない 19 2.8 
 

未回答・不明 4 0.6 

 合計 686 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

５．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の専攻ごとの進学希望 

問４で、千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科に合格した

場合「進学を希望する」と回答した者に、専攻ごとの進学希望について質問したところ、各

専攻とも入学定員を上回る進学の意向が確認された。 

 

問５ 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の専攻ごとの進学希望 

№ カテゴリ 人数／人 全体／％ 入学定員 

１ 工学研究科 機械工学専攻 36 7.5 22 

２ 工学研究科 機械電子創成工学専攻 41 8.6 32 

３ 工学研究科 先端材料工学専攻 49 10.3 22 

４ 工学研究科 電気電子工学専攻 24 5.0 22 

５ 工学研究科 情報通信システム工学専攻 45 9.4 22 

６ 工学研究科 応用化学専攻 34 7.1 32 

７ 創造工学研究科 建築学専攻 36 7.5 32 

８ 創造工学研究科 都市環境工学専攻 27 5.7 22 

９ 創造工学研究科 デザイン科学専攻 28 5.9 22 

10 先進工学研究科 未来ロボティクス専攻 52 10.9 32 

11 先進工学研究科 生命科学専攻 27 5.7 22 

12 先進工学研究科 知能メディア工学専攻 78 16.4 22 

 未回答・不明 0 0.0  

 合計 477 100.0  
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Ⅱ．企業に対する人材需要調査（集計結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





Ⅱ．人材需要調査（集計結果） 

 

【調査対象等】 

千葉工業大学では、平成３２年４月の開設に向けて、既設の工学研究科の修士課程を発展

的に改組し、工学研究科に機械工学専攻・機械電子創成工学専攻・先端材料工学専攻・電気

電子工学専攻・情報通信システム工学専攻・応用化学専攻の設置を計画しているととともに、

創造工学研究科及び先進工学研究科の設置を計画しており、この設置計画を策定するにあた

り、学生確保の見通しを計量的な数値から検証することを目的として、本学への求人実績や

卒業生の採用実績がある民間企業等を中心とした人材需要等に関するアンケート調査を実

施した。 

 

①調査対象 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等 

 

②調査方法 

民間企業等への直接配布、直接回収 

 

③調査実施 

平成 30年 12月 

 

  ④調査件数 

配布件数：1,584社 

回答件数：  744社 

 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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【調査結果概要】 

 

＜大学院全般に関する質問事項＞ 

 

１．工学分野の大学院教育の必要性 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、工学分野の大学院教育

の必要性について質問したところ、回答件数 744 社の 89.8％にあたる 668 社が「必要性を

感じる」と回答していることから、工学分野の大学院教育の必要性の高さをうかがうことが

できる。 

 

問１ 工学分野の大学院教育の必要性 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 必要性を感じる 668 89.8 

２ 必要性を感じない 10 1.3 

３ わからない 66 8.9 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 744 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜大学院全般に関する質問事項＞ 

 

２．工学分野の大学院への進学需要 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、今後における工学分野

の大学院への進学需要について質問したところ、回答件数 744 社の 53.2％にあたる 396 社

が「拡大する」と回答しており、工学分野の大学院への進学需要が拡大すると見込んでいる。 

 

問２ 工学分野の大学院への進学需要 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 拡大する 396 53.2 

２ 拡大しない 52 7.0 

３ わからない 296 39.8 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 744 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

３．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の必要性 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、千葉工業大学の工学研

究科・創造工学研究科・先進工学研究科の必要性について質問したところ、回答件数 744 社

の 83.1％にあたる 618 社が「必要性を感じる」と回答しており、千葉工業大学の工学研究

科・創造工学研究科・先進工学研究科の必要性を認めている。 

 

問３ 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の必要性 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 必要性を感じる 618 83.1 

２ 必要性を感じない 10 1.3 

３ わからない 116 15.6 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 744 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

４．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の修了生の採用意向 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、千葉工業大学の工学研

究科・創造工学研究科・先進工学研究科で学んだ修了生の採用意向について質問したところ、

回答件数 744 社の 88.2％にあたる 656 社が「採用したい」と回答しており、千葉工業大学

の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科で学んだ修了生の採用に積極的な意向を示

している。 

 

問４ 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科で学んだ修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 656 88.2 

２ 採用はしたくない 4 0.5 

３ わからない 55 7.4 

４ その他 27 3.6 

 未回答・不明 2 0.3 

 合計 744 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜千葉工業大学大学院に関する質問事項＞ 

 

５．工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の専攻ごとの採用意向 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、千葉工業大学の工学研

究科・創造工学研究科・先進工学研究科で学んだ修了生の専攻ごとの採用意向について質問

したところ、各専攻とも入学定員を上回る採用の意向が確認された。 

このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の民間企業等に限定した調

査結果においても、工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科の各専攻の修了生に対す

る採用意向の高さがうかがえることから、修了後の進路においては十分な見通しがあると考

えられる 

 

 【工学研究科 機械工学専攻】 

問５ 工学研究科 機械工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 500 76.2 

２ 採用したくない 11 1.7 

３ わからない 125 19.1 

 未回答・不明 20 3.0 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 機械電子創成工学専攻】 

問５ 工学研究科 機械電子創成工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 477 72.7 

２ 採用したくない 14 2.1 

３ わからない 140 21.3 

 未回答・不明 25 3.8 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 先端材料工学専攻】 

問５ 工学研究科 先端材料工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 360 54.9 

２ 採用したくない 21 3.2 

３ わからない 244 37.2 

 未回答・不明 31 4.7 

 合計 656 100.0 
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 【工学研究科 電気電子工学専攻】 

問５ 工学研究科 電気電子工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 514 78.4 

２ 採用したくない 12 1.8 

３ わからない 115 17.5 

 未回答・不明 15 2.3 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 情報通信システム工学専攻】 

問５ 工学研究科 情報通信システム工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 426 64.9 

２ 採用したくない 25 3.8 

３ わからない 180 27.4 

 未回答・不明 25 3.8 

 合計 656 100.0 

 

 【工学研究科 応用化学専攻】 

問５ 工学研究科 応用化学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 288 43.9 

２ 採用したくない 40 6.1 

３ わからない 292 44.5 

 未回答・不明 36 5.5 

 合計 656 100.0 
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 【創造工学研究科 建築学専攻】 

問５ 創造工学研究科 建築学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 344 52.4 

２ 採用したくない 59 9.0 

３ わからない 229 34.9 

 未回答・不明 24 3.7 

 合計 656 100.0 

 

【創造工学研究科 都市環境工学専攻】 

問５ 創造工学研究科 都市環境工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 354 54.0 

２ 採用したくない 57 8.7 

３ わからない 223 34.0 

 未回答・不明 22 3.4 

 合計 656 100.0 

 

【創造工学研究科 デザイン科学専攻】 

問５ 創造工学研究科 デザイン科学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 301 45.9 

２ 採用したくない 54 8.2 

３ わからない 271 41.3 

 未回答・不明 30 4.6 

 合計 656 100.0 
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【先進工学研究科 未来ロボティクス専攻】 

問５ 先進工学研究科 未来ロボティクス専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 396 60.4 

２ 採用したくない 27 4.1 

３ わからない 208 31.7 

 未回答・不明 25 3.8 

 合計 656 100.0 

 

【先進工学研究科 生命科学専攻】 

問５ 先進工学研究科 生命科学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 198 30.2 

２ 採用したくない 59 9.0 

３ わからない 364 55.5 

 未回答・不明 35 5.3 

 合計 656 100.0 

 

 【先進工学研究科 知能メディア工学専攻】 

問５ 先進工学研究科 知能メディア工学専攻の修了生の採用意向 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 325 49.5 

２ 採用したくない 39 5.9 

３ わからない 263 40.1 

 未回答・不明 29 4.4 

 合計 656 100.0 
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千葉工業大学大学院 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）の 

進学需要に関するアンケート調査（在学生用） 

 

千葉工業大学大学院では、「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこ

れに加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培う」ことを目的として、既設

の工学研究科の修士課程を発展的に改組し、平成３２年４月より、新たに工学研究科・創造工学研究科・

先進工学研究科（仮称）の修士課程として設置することを検討しております。 

このアンケート調査は、在学生の皆さんに、学部卒業後の進路等についてお聞きし、工学研究科の修

士課程の改組に向けての基礎資料とするものですので、ご協力くださいますようお願いいたします。 

なお、このアンケートの結果は、コンピュータにより処理され、統計資料としてのみ用い、外部に公

表することはありません。 

回答は、別紙の「千葉工業大学大学院 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）設置計

画の概要」をご覧いただいたうえで、設問の順に、該当する番号を直接回答欄にご記入ください。 

 

【回答欄】 

 

【あなたの現在の在籍学部・学科について、お伺いします。】 

   次の中から、該当する学部・学科を選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1 工学部 機械工学科        7 創造工学部 建築学科 

2 工学部 機械電子創成工学科    8 創造工学部 都市環境工学科 

3 工学部 先端材料工学科      9 創造工学部 デザイン科学科 

4  工学部 電気電子工学科      10 先進工学部 未来ロボティクス学科 

5 工学部 情報通信システム工学科  11 先進工学部 生命科学科 

6 工学部 応用化学科        12 先進工学部 知能メディア工学科 

 

問１ あなたは、学部卒業後、どのような進路をお考えですか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1 大学院進学 

2  就職 

3  その他（具体的に                          ） 

 

＜問２以降は、問１で「１」と回答された方のみ、お答えください＞ 

 

問２ あなたは、千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）に、興味・

関心がありますか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1  興味・関心がある 

2  興味・関心がない 

3  わからない 

 

問３ あなたは、千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）が設置され

た場合、受験を希望しますか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1  受験を希望する 

2  受験先の一つとして考える 

3  受験を希望しない 

4  わからない 

 

裏面に進んでください ⇒ 



＜問４以降は、問３で「１」又は「２」と回答された方のみ、お答えください＞ 

 

問４ あなたは、千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）に合格し

た場合、進学を希望しますか。 

    次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1 進学を希望する 

2 併願先の結果によって進学を希望する 

3 進学を希望しない 

4 わからない 

 

問５ あなたは、千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）に合格した

場合、どの研究科・専攻への進学を希望しますか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1 工学研究科 機械工学専攻        7 創造工学研究科 建築学専攻 

2 工学研究科 機械電子創成工学専攻    8 創造工学研究科 都市環境工学専攻 

3 工学研究科 先端材料工学専攻      9 創造工学研究科 デザイン科学専攻 

4  工学研究科 電気電子工学専攻      10 先進工学研究科 未来ロボティクス専攻 

5 工学研究科 情報通信システム工学専攻  11 先進工学研究科 生命科学専攻 

6 工学研究科 応用化学専攻        12 先進工学研究科 知能メディア工学専攻 

 

 

 

千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）に対するご意見・ご

要望等をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、アンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

人 材 需 要 調 査 関 係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





千葉工業大学大学院 工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）の 

人材需要に関するアンケート調査 

 

千葉工業大学大学院では、「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は

これに加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培う」ことを目的として、

既設の工学研究科の修士課程を発展的に改組し、平成３２年４月より、新たに工学研究科・創造工学

研究科・先進工学研究科（仮称）の修士課程として設置することを検討しております。 

このアンケート調査は、企業等にお勤めの皆様にご意見をお聞きし、工学研究科の修士課程の改組

に向けての基礎資料とするものですので、ご協力くださいますようお願い致します。 

なお、このアンケートの結果は、コンピュータにより処理され、統計資料としてのみ用い、外部に

公表することはありません。 

回答は、同封のパンフレット等の関係資料をご覧いただいた上で、設問の順に該当する番号を直接

回答欄にご記入ください。 

 

【回答欄】 

問１ 工学分野の大学院教育について、どのようにお考えになりますか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1  必要性を感じる 

2 必要性を感じない 

3 わからない 

 

問２ 今後の工学分野の大学院への進学需要について、どのようにお考えになりますか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1  拡大する 

2 拡大しない 

3 わからない 

 

問３  千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）につ 

いて、どのようにお考えになりますか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1  必要性を感じる 

2 必要性を感じない 

3 わからない 

 

問４  千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）で学 

んだ修了生の採用について、どのようにお考えになりますか。 

   次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。 

1  採用したい 

2 採用はしたくない 

3 わからない 

4 その他（具体的に                              ） 

 

 

裏面に進んでください ⇒ 

 



＜ 問５は、問４で「１」と回答された方のみ、お答えください ＞ 

 

問５  千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）で学んだ 

修了生を採用する場合、どの研究科・専攻の修了生を採用されますか。 

   貴社のお考えに最も近い回答を、専攻ごとにお選び下さい。（それぞれ一つに◯） 

 

研究科名 専攻名 

採
用
し
た
い 

採
用
し
た
く
な
い 

わ
か
ら
な
い 

工学研究科 

機械工学専攻 1 2 3 

機械電子創成工学専攻 1 2 3 

先端材料工学専攻 1 2 3 

電気電子工学専攻 1 2 3 

情報通信システム工学専攻 1 2 3 

応用化学専攻 1 2 3 

創造工学研究科 

建築学専攻 1 2 3 

都市環境工学専攻 1 2 3 

デザイン科学専攻 1 2 3 

先進工学研究科 

未来ロボティクス専攻 1 2 3 

生命科学専攻 1 2 3 

知能メディア工学専攻 1 2 3 

 

 

 

千葉工業大学大学院の工学研究科・創造工学研究科・先進工学研究科（仮称）に対する 

ご意見・ご要望等をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、アンケートは終わりです。 

ご多忙中、ご協力をいただきまして、誠にありがとうございました。 



（単位：千円）

工学研究科　機械工学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

工学院大学 工学研究科 機械工学専攻 （東京都） 1,258 1,008 250

東京電機大学 工学研究科 機械工学専攻 （東京都） 1,270 1,020 250

芝浦工業大学 理工学研究科 機械工学専攻 （東京都） 1,465 1,305 260

工学研究科　機械電子創成工学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

工学院大学 工学研究科 システムデザイン専攻 （東京都） 1,318 1,068 250

東京電機大学 理工学研究科 電子・機械工学専攻 （埼玉県） 1,260 1,010 250

東洋大学 理工学研究科 機能システム専攻 （埼玉県） 1,070 800 270

工学研究科　先端材料工学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

芝浦工業大学 理工学研究科 材料工学専攻 （東京都） 1,465 1,305 260

東京理科大学 基礎工学研究科 材料工学専攻 （東京都） 1,300 1,100 200

工学研究科　電気電子工学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

工学院大学 工学研究科 電気・電子工学専攻 （東京都） 1,258 1,008 250

芝浦工業大学 理工学研究科 電気電子情報工学専攻 （東京都） 1,465 1,305 260

東京電機大学 工学研究科 電気電子工学専攻 （東京都） 1,270 1,020 250

工学研究科　情報通信システム工学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

中央大学 理工学研究科 電気電子情報通信工学専攻 （東京都） 1,306 1,066 240

東京電機大学 工学研究科 情報通信工学専攻 （東京都） 1,270 1,020 250

工学研究科　応用化学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

東京理科大学 工学研究科 工業化学専攻 （東京都） 1,310 1,110 200

法政大学 理工学研究科 応用化学専攻 （東京都） 1,170 970 200

東洋大学 理工学研究科 応用化学専攻 （埼玉県） 1,070 800 270

創造工学研究科　建築学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

工学院大学 工学研究科 建築学専攻 （東京都） 1,258 1,008 250

東京電機大学 未来科学研究科 建築学専攻 （東京都） 1,440 1,190 250

東京理科大学 工学研究科 建築学専攻 （東京都） 1,300 1,100 200

創造工学研究科　都市環境工学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

東京電機大学 理工学研究科 建築・都市環境学専攻 （埼玉県） 1,260 1,010 250

東洋大学 理工学研究科 都市環境デザイン専攻 （埼玉県） 1,070 800 270

東京都市大学 環境情報学研究科 都市生活学専攻 （神奈川県） 1,340 1,100 240

創造工学研究科　デザイン科学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

法政大学 デザイン工学研究科 システムデザイン専攻 （東京都） 1,170 970 200

日本工業大学 工学研究科 建築デザイン学専攻 （埼玉県） 1,217 993 224

先進工学研究科　未来ロボティクス専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

芝浦工業大学 理工学研究科 機能制御システム専攻 （東京都） 1,465 1,305 260

東京電機大学 未来科学研究科 ロボット・メカトロニクス学専攻 （東京都） 1,270 1,020 250

先進工学研究科　生命科学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

東京理科大学 生命科学研究科 生命科学専攻 （千葉県） 1,310 1,110 200

中央大学 理工学研究科 生命科学専攻 （東京都） 1,306 1,066 240

埼玉工業大学 工学研究科 生命環境化学専攻 （埼玉県） 1,050 800 250

先進工学研究科　知能メディア工学専攻

大学名 研究科名 専攻名 エリア 1年次 2年次 入学金

早稲田大学 基幹理工学研究科 表現工学専攻 （東京都） 1,258 1,258 200

慶應義塾大学 理工学研究科 総合デザイン工学専攻 （神奈川県） 1,090 1,090 0

近隣競合大学の学費（平成31年度）
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

- 学長
コミヤ　カズヒト

小宮　一仁
＜平成24年6月＞

博士
(工学)

千葉工業大学
学長

（平成24年6月）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授

ｲｼﾊﾗ　ｹﾝﾔ
石原　健也

<令和2年4月>

芸術工学修士

建築設計法規特論
建築ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ特論
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1後
1～2
1～2

0.6
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成13年4月）

㈱デネフェス計画
研究所

代表取締役
（平成元年10月）

5日

2 専 教授

ｲﾏﾑﾗ　ｿｳﾍｲ
今村　創平

<令和2年4月>
工学士

建築設計法規特論
建築計画特論
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1後
1～2
1～2

0.1
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成25年9月）

5日

3 専 教授

ｴﾝﾄﾞｳ　ﾏｻｷ
遠藤　政樹

<令和2年4月>
工学修士

建築設計法規特論
建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ特論
建築設計ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前

1前・1後
1～2
1～2

0.1
2
5
4
6

1
1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成20年4月）

5日

4 専 教授

ｺﾐﾈ　ﾋﾛﾐ
小峯　裕己

<令和2年4月>
工学博士

建築設計法規特論
建築設備設計特論
建築環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ特論※
建築設備設計演習
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前
1後
1前
1～2
1～2

0.1
2

0.9
2
4
6

1
1
1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成30年4月）

5日

5 専 教授

ｻﾄｳ　ﾌﾐｱｷ
佐藤　史明

<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
建築音響設計特論
建築設計ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1後

1前・1後
1～2
1～2

0.1
2
5
4
6

1
1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成8年4月）

5日

6 専 教授

ｽｽﾞｷ　ﾋﾛｺ
鈴木　比呂子
<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
地盤防災工学特論
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前
1～2
1～2

0.1
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成25年4月）

5日

7 専 教授

ﾅｶﾉ　ｶﾂﾋｺ
中野　克彦

<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造特論
建築各種構造特論※
建築設計ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1後
1前

1前・1後
1～2
1～2

0.3
2

0.9
5
4
6

1
1
1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成23年4月）

5日

8 専 教授

ﾌｼﾞｲ　ｹﾝｼﾞ
藤井　賢志

<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
建築地震応答評価特論
建築各種構造特論※
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前
1前
1～2
1～2

0.1
2

1.1
4
6

1
1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成19年4月）

5日

9 専 教授

ﾓﾁﾂﾞｷ　ｴﾂｺ
望月　悦子

<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
光・視環境計画特論
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前
1～2
1～2

0.1
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成19年4月）

5日

10 専 教授

ﾜｶﾔﾏ　ﾋｻｼ
若山　尚之

<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
環境設備実践計画特論
建築環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ特論※
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1後
1後
1～2
1～2

0.1
2

1.1
4
6

1
1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成28年4月）

5日

11 専 准教授

ｲｼﾊﾗ　ｻｵﾘ
石原　沙織

<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
建築材料特論
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1後
1～2
1～2

0.1
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成24年4月）

5日

12 専 准教授

ﾀﾀﾞ　ｼｭｳｼﾞ
多田　修二

<令和2年4月>

修士
（工学）

建築設計法規特論
建築構造設計演習
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前
1～2
1～2

0.1
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成24年4月）

5日

13 専 准教授

ﾌｼﾞｷ　ﾀﾂﾔ
藤木　竜也

<令和2年4月>

博士
（工学）

建築設計法規特論
建築保存改修設計特論
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前
1～2
1～2

0.1
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成26年4月）

5日

14 専 助教

ﾀｼﾞﾏ　ﾉﾘﾕｷ
田島　則行

<令和2年4月>
AA Diploma

建築設計法規特論
建築意匠設計演習
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
建築学講究

1前
1前
1～2
1～2

0.1
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

助教
（平成25年4月）

5日

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（創造工学研究科　建築学専攻）

教 員 の 氏 名 等

調書
番号

担当授業科目の名称職位
現　職

（就任年月）
専任等
区分

保有
学位等

申請に係る大学
等の職務に従事
す る
週当たり平均日

数

配 当
年 次



15 兼担 准教授

ﾖｼﾀﾞ　ｱｷﾗ
吉田　聡

<令和2年4月>

博士
（文学）

論文作成・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法
特論

1前 2 1

千葉工業大学
情報科学部

准教授
（平成22年4月）

5日

16 兼任 講師

ｷｸﾁ ｼｹﾞｱｷ
菊地　重秋

<令和2年4月>
学術博士 技術者・研究者倫理特論 1前 2 1

千葉工業大学
工学部

非常勤講師
（平成15年4月）

1日

17 兼任 講師

ﾊﾀｹﾔﾏ ﾕｳｼﾞ
畠山　雄二

<令和2年4月>

博士
（情報科学）

論文作成・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法
特論

1前 2 1

東京農工大学
工学部
准教授

（平成10年4月）

1日



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授

ｱｶﾊﾈ ﾋﾛｶｽﾞ
赤羽 弘和

<令和2年4月>
工学博士

交通工学特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1前
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（昭和62年4月）

5日

2 専 教授

ｳﾂﾐ ﾋﾃﾞﾕｷ
内海 秀幸

<令和2年4月>

博士
(工学)

応用力学特論
地盤工学特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1前
1後
1通
1～2

2
2
4
6

1
1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成11年4月）

5日

3 専 教授

ｶﾏﾀ ﾓﾄﾋﾛ
鎌田 元弘

<令和2年4月>
学術博士

地域計画特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1後
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成2年4月）

5日

4 専 教授

ｻﾄｳ ﾃﾂｼﾞ
佐藤 徹治

<令和2年4月>

博士
(工学)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ評価特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1前
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成18年10月）

5日

5 専 教授

ﾃﾗｷ ｱｷﾋﾛ
寺木 彰浩

<令和2年4月>

博士
(工学)

都市計画特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1後
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成21年4月）

5日

6 専 教授

ﾏﾂｼﾏ ﾀﾞｲ
松島 大

<令和2年4月>

博士
(理学)

大気環境学特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1後
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成17年12月）

5日

7 専 准教授
ｵﾀﾞ（ｲﾅｶﾞｷ）ﾘｮｳｺ
小田（稲垣）僚子
<令和2年4月>

博士
(工学)

環境流体工学特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1前
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成23年4月）

5日

8 専 准教授

ｶﾒﾀﾞ ﾕﾀｶ
亀田 豊

<令和2年4月>

博士
(工学)

水工学特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1前
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成24年4月）

5日

9 専 准教授

ﾊｼﾓﾄ ｼﾝｲﾁﾛｳ
橋本 紳一郎
<令和2年4月>

博士
(工学)

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学特論
都市環境工学特別演習
都市環境工学講究

1前
1通
1～2

2
4
6

1
1
1

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成30年4月）

5日

10 兼担 教授

ｽｽﾞｷﾞ ｽｽﾑ
鈴木　進

<令和2年4月>

博士
(工学)

物理数学特論 1前 2 1

千葉工業大学
工学部
教授

（平成6年4月）

5日

11 兼担 教授

ﾔﾏﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ
山田　宏文

<令和2年4月>

博士
（工学）

工業数学特論 1前 2 1

千葉工業大学
情報科学部

教授
（平成7年4月）

5日

12 兼担 准教授

ﾖｼﾀﾞ　ｱｷﾗ
吉田　聡

<令和2年4月>

博士
（文学）

論文作成・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
技法特論

1前 2 1

千葉工業大学
情報科学部

准教授
（平成22年4月）

5日

13 兼任 講師

ｷｸﾁ ｼｹﾞｱｷ
菊地　重秋

<令和2年4月>
学術博士 技術者・研究者倫理特論 1前 2 1

千葉工業大学
工学部

非常勤講師
（平成15年4月）

1日

14 兼任 講師

ﾊﾀｹﾔﾏ ﾕｳｼﾞ
畠山　雄二

<令和2年4月>

博士
（情報科学）

論文作成・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
技法特論

1前 2 1

東京農工大学
工学部
准教授

（平成10年4月）

1日

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（創造工学研究科　都市環境工学専攻）

教 員 の 氏 名 等

調書
番号

担当授業科目の名称職位
現　職

（就任年月）
専任等
区分

保有
学位等

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

配当
年次



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

ブランディング・プロモーションデザイン特論※ 1後 1.2 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

デザインカルチャー特論※ 1前 0.7 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

デザイン解析特論※ 1前 0.4 1

プロダクトデザイン特論※ 1後 1.1 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

ヒューマンファクターエンジニアリング特論※ 1後 1.1 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

デザイン先端技術特論 1後 2 1

デザインイノベーション特論※ 1前 0.9 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

空間デザイン特論※ 1後 1.3 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

デザインカルチャー特論※ 1前 1.3 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

デザイン解析特論※ 1前 0.8 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

プロダクトデザイン特論※ 1後 0.9 1

ソーシャルデザイン特論※ 1後 0.9 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

ブランディング・プロモーションデザイン特論※ 1後 0.8 1

データビジュアライゼーション特論※ 1後 0.7 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

ｵｵｼﾏ　ﾀﾂｵ
大嶋　辰夫

<令和2年4月>
10 准教授専 5日

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成元年4月）

博士
(工学)

ﾏﾂｻﾞｷ　ｹﾞﾝ
松崎　元

<令和2年4月>
教授専9 5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成14年4月）

博士
(工学)

ﾊﾁﾏ　ｻﾄｼ
八馬　智

<令和2年4月>
教授専7

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成20年4月）

博士
(体育科学)

ﾋｷﾊﾗ　ﾕｳｷ
引原　有輝

<令和2年4月>
教授専8

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成24年4月）

博士
(工学)

ﾅｶﾞｵ　ﾄｵﾙ
長尾　徹

<令和2年4月>
教授専5

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成12年4月）

博士
(学術)

ﾊｼﾓﾄ（ﾀｶﾊｼ）ｸﾆｺ
橋本（髙橋）都子

<令和2年4月>
教授専6

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成17年4月）

博士
(工学)

ｼﾗｲｼ ﾐﾂｱｷ
白石　光昭

<令和2年4月>
教授専4

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成19年4月）

博士
(ﾃﾞｻﾞｲﾝ学)

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

（創造工学研究科　デザイン科学専攻）

教 員 の 氏 名 等

調書
番号

担当授業科目の名称

専1

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成10年11

月）

芸術学士

ｲｼﾂﾞｶ　ｱｷｵ
石塚　明夫

<令和2年4月>
教授専2

博士
(学術)

職位
現　職

(就任年月)
専任等
区分

保有
学位等

申 請 に 係
る 大 学 等
の 職 務 に
従 事 す る
週 当 た り
平 均 日 数

配 当
年 次

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成5年4月）

ｱｶｻﾞﾜ　ﾁﾂﾞｺ
赤澤　智津子
<令和2年4月>

教授

ｻﾄｳ　ﾋﾛｷ
佐藤　弘喜

<令和2年4月>
教授専3

5日

千葉工業大学
創造工学部

教授
（平成20年4月）

博士
(工学)



デザイン解析特論※ 1前 0.8 1

ヒューマンファクターエンジニアリング特論※ 1後 0.9 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

空間デザイン特論※ 1後 0.7 1

ソーシャルデザイン特論※ 1後 1.1 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

デザインイノベーション特論※ 1前 1.1 1

データビジュアライゼーション特論※ 1後 1.3 1

アドバンスドサーベイ 1前 2 1

アドバンスドプロジェクト 1通 4 1

デザイン科学講究 1～2 6 1

14 兼担 教授

ｼﾓﾀﾞ　ｱﾂｼ
下田　篤

<令和2年4月>

博士
（情報科

学）
製品開発プロジェクト特論 1後 2 1

千葉工業大学
社会システム科学部

教授
（平成24年4月）

5日

15 兼担 教授

ﾐﾑﾗ ﾀｶﾋﾛ
三村　尚央

<令和2年4月>

博士
（文学）

イングリッシュスキルアップ 1前 2 1

千葉工業大学
工学部
准教授

（平成20年4月）

5日

16 兼担 准教授

ｷｼﾞﾏ　ｱｲ
木島　愛

<令和2年4月>

博士
（言語学）

世界の文化文化特論※ 1前 0.6 1

千葉工業大学
社会システム科学部

准教授
（平成29年4月）

5日

17 兼担 准教授

ｽﾄﾞｳ　ｲｻｵ
須藤　勲

<令和2年4月>

博士
（文学）

世界の文化文化特論※ 1前 0.6 1

千葉工業大学
社会システム科学部

准教授
（平成24年4月）

5日

18 兼担 准教授

ﾀﾅﾍﾞ　ﾘﾅ
田邉　里奈

<令和2年4月>

博士
（感性科学）

情報デザイン技術特論 1前 2 1

千葉工業大学
先進工学部

准教授
（平成25年4月）

5日

19 兼担 准教授

ﾔﾏｳﾁ　ﾏｻｷ
山内　政樹

<令和2年4月>

博士
（文学）

世界の文化文化特論※ 1前 0.8 1

千葉工業大学
社会システム科学部

准教授
（平成23年4月）

5日

20 兼担 准教授

ﾖｼﾀﾞ　ｱｷﾗ
吉田　聡

<令和2年4月>

博士
（文学）

論文作成・プレゼンテーショ
ン技法特論

1前 2 1

千葉工業大学
情報科学部

准教授
（平成22年4月）

5日

21 兼任 講師

ｷｸﾁ ｼｹﾞｱｷ
菊地　重秋

<令和2年4月>
学術博士 技術者・研究者倫理特論 1前 2 1

東京農工大学
工学部
准教授

（平成10年4月）

1日

22 兼任 講師

ﾊﾀｹﾔﾏ ﾕｳｼﾞ
畠山　雄二

<令和2年4月>

博士
（情報科学）

論文作成・プレゼンテーショ
ン技法特論

1前 2 1

千葉工業大学
工学部

非常勤講師
（平成15年4月）

1日

ｸﾗｶｽﾞ（ﾖｼｶﾜ）ﾘｮｳｺ
倉斗（吉川）綾子

<令和2年4月>
准教授専12

5日

千葉工業大学
創造工学部

助教
（平成27年4月）

博士
(工学)

ｲﾅｻｶ　ｱｷﾖｼ
稲坂　晃義

<令和2年4月>
助教専13

5日

千葉工業大学
創造工学部

准教授
（平成23年4月）

博士
(工学)

5日

千葉工業大学
先進工学部

准教授
（平成25年4月）

博士
(体育科学)

ｶﾈﾀﾞ　ｺｳｲﾁ
金田　晃一

<令和2年4月>
11 准教授専



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 3人 3人 人 1人 人 7人

修 士 人 人 人 1人 1人 人 人 2人

学 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 1人 人 人 人 人 2人

修 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 4人 3人 人 1人 人 9人

修 士 人 人 人 3人 1人 人 人 4人

学 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況

創造工学研究科　建築学専攻

（注）

教 授

准 教 授

講 師

-1-



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 2人 2人 2人 人 人 6人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 2人 人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 4人 2人 2人 人 人 9人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

専任教員の年齢構成・学位保有状況

創造工学研究科　都市環境工学専攻

教 授

准 教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 2人 4人 2人 人 人 8人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 1人 1人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 4人 5人 2人 人 人 12人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

専任教員の年齢構成・学位保有状況

創造工学研究科　デザイン科学専攻

教 授

准 教 授

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

-3-
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